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Zusammenfassung
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－
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②
都
市
の
諸
相
－
‐
－

　Einmal muBte Holderlin offen seine Schwache gestehen : 。Ｅりfehlt mir weniger an Kraft,

als an Leichtigkeit, weniger an Ideen, als an Niiancen, weniger an einem Haup七ton, als an

mannigfaltig geordneten Tonen, weniger an Ｌｉｃねt,wie an Schatten, und das alles aus Einem

Grunde; ich scheue das Gemeine und das Gewohnliche im wirk!ichen Leben zu sehr.“(Brief

vom 12.11.1798) Es ist eben dieser Dichter, der das gemeine und ･gewohnliche Leben seiner

Mitbiirger in der nuancenreich schattierten 。Nacht“(1800) mit so mannigfaltig geordneten

Tonen heiligt. Was ihm dieses Wunderwerk ermoglicht,」郎七 sich in seinem Aufsatz 。Grund

zum Empedokles“(1799) zeigen: 。Die fremden Formen miissen ･um S0 lebendiger seyn,丿e

fremder sie sind, und je weniger der sichtbare Stoff des　Gedichts　dem　Stoffe, der zum

Grunde liegt, dem Gemiith und der Welt des Dichters gleicht. um so weniger darf∧sich der

Geist, das Gottliche, wie es der Dichter in seiner:Welt empfand, in dem kiinstlichen fremden

Stoffe verleugnen.“　　　　　　　　/　　　　　　　　十六　　　　　　　　　＼　　＼　∧

　Dieses Paradox wirkt sich vorteilhaft fiir den Dichter derﾄ｡Nacht“ aus. Denn seine eigene

Welt, namlich das idealisierte Griechentum ｍ１トder Christusgesta!t verbirgt sich tief im

weiteren Gedankengang vom V.19 bis zum letzten V.160, der sich :an die ganzen 18 Verseｽ dむｒ

｡Nacht“　anschlieBt. Der Verehrer der Hochkultur ｍ趾　sich　in　der Stadt　als　。einsamer

Mann“(V.8) nieder. Dieser Fremde hat schiirfere Sinneイiirs alltagliche Leben als seine

Mitbiirger, weil es ihm allein entgegensteht, und zwar harmonisch entgegenwirkt, da er

ihnen seinen reichen Schatz von antiken Kenntnissen nicht aufdrangt, sondern dariiber vor

der giinstigen Zeit schweigt. Inzwischen werden die Mitbiirger und ihre durchschnittlichen

Lebensumstiinde durch　des Dichters idealisierende Macht nach dem griechischen Ideal

dimensioniert. Ein kiihnes Wagnis ist es in den V.4f., dafi ein reicher Kaufmann als 。sinniges

Haupt “ mitten in der lyrischen Schwingung ohne Widerspruch sich erhoben fiihlen kann.



一

一

一

一

一

一

一
一

四五
　ｌ．

／Ｘ七八九

一
〇

十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

（
２
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
は
（
燈
火
と
月
影
の
）
光
が
満
ち
、

　
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

満
ち
足
り
て
家
路
へ
と
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
歩
み
ゆ
く
人
々
。

　
し
て
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は

悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
。
（
黄
昏
の
今
は
）
葡
萄
も
花
束
も
な
く
、

　
し
て
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
安
ら
う
、
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場
。

だ
が
他
方
、
竪
琴
の
音
が
彼
方
の
庭
園
か
ら
響
い
て
来
る
。
恐
ら
く
は

　
そ
こ
で
恋
人
が
奏
で
、
或
い
は
孤
独
な
者
が

彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
ま
た
若
き
日
を
偲
び
つ
つ
。
し
て
噴
泉
が

　
洞
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
迢
り
、
芳
香
に
匂
う
花
壇
を
居
し
て
い
る
。

ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音

　
し
て
時
刻
を
想
い
、
そ
の
数
を
夜
警
は
声
高
に
呼
ば
わ
る
。

今
や
又
あ
る
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
苑
の
樹
頭
を
（
天
上
へ
と
）
揺
り
動
か
す
。

　
見
よ
！
・
　
し
て
我
ら
の
大
地
の
影
像
た
る
月
も

ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
、
霊
気
溢
れ
る
夜
が
到
来
す
る
。

　
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
は
、
恐
ら
く
私
達
な
ど
ま
ず
配
慮
も
せ
ず
、

彼
方
で
光
明
を
放
ち
、
驚
嘆
さ
せ
、
人
間
で
は
異
邦
の
者
と
し
て

　
山
頂
の
上
高
く
、
悲
槍
か
つ
壮
麗
に
立
ち
現
わ
れ
る
。

　
（
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
一
八
〇
〇
年
１
一
八
〇
一
年
、
第
一
節
、
第
一
句
－
第
十
八
句
）

恋
都
市
の
諸
相
（
く
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
　
i
n
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）

祠
商
人
と
詩
人
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ａ
ｕ
ｆ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
）

ｒ
Ｌ

　
第
一
句
で
窓
辺
の
光
に
と
も
さ
れ
古
典
悲
劇
を
読
み
耽
る
と
想
像
さ
れ
る
詩
人
は
、

第
二
句
よ
り
背
景
に
退
き
第
六
句
ま
で
隠
れ
て
い
る
。
そ
の
後
そ
れ
に
呼
応
す
る
姿
は

第
七
句
以
下
で
現
わ
れ
る
。

九八七六

安
ら
う
忙
し
き
広
場
の
市
場
。

だ
が
他
方
、
竪
琴
の
音
が
彼
方
の
庭
園
か
ら
響
い
て
来
る
。
恐
ら
く
は

　
そ
こ
で
恋
人
が
奏
で
、
或
い
は
孤
独
な
者
が

彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
ま
た
若
き
日
を
偲
び
つ
つ
。

第
八
句
の
「
恋
人
（
の
ぎ
に
の
宸
乱
の
・
）
」
や
「
孤
独
な
者
「
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｎ
己
」
、

殊
に
後
者
に
詩
人
の
姿
は
ま
ず
投
影
さ
れ
易
い
。
実
際
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
伝
記
が
何
よ

り
孤
独
な
者
の
生
涯
を
告
げ
る
。
ま
た
第
八
句
の
五
歩
格
で
盛
り
上
が
る
所
も
「
孤
独

（
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
a
m
）
」
の
語
頭
で
、
そ
の
前
の
冠
詞
〈
の
ド
Ｖ
に
畳
重
ね
ら
れ
て
一
層
と
際
立
つ
。

　
第
七
句
頭
の
「
だ
が
他
方
（
ｙ
ヴ
・
こ
）
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
具
象
化
さ
れ
客
観
性
を

帯
び
た
都
市
生
活
の
諸
相
か
ら
、
詩
想
は
次
第
に
主
観
性
に
彩
ら
れ
た
心
象
へ
と
転
調

し
て
ゆ
く
。
こ
れ
ま
で
の
「
都
市
」
や
「
街
路
」
、
そ
れ
に
「
馬
車
」
や
「
広
場
の
市

場
」
な
ど
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
単
な
る
記
述
描
写
で
な
く
、
現
実
の
諸
相
と
詩
魂
の
往

き
交
う
想
念
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
都
市
像
で
は
当
時
の
外
界
が
詩
人
の
心

の
鏡
に
素
直
に
映
じ
造
形
化
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
詩
想
が
内
観
に
沈
み
ゆ
く
と
は
読
め

な
い
。
と
こ
ろ
が
次
に
来
る
第
七
句
以
下
は
事
情
が
異
な
り
、
正
に
こ
の
内
省
し
深
沈

す
る
瞑
想
へ
の
動
静
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
ず
第
七
句
で
旋
律
曲
線
は
「
彼
方
か
ら
響

い
て
来
る
（
芯
ぽ
ま
～
）
」
に
お
い
て
悠
然
と
し
た
な
だ
ら
か
な
峰
を
形
造
り
、
こ
の



う
ち
「
響
い
て
来
る
（
乱
ぽ
）
」
の
箇
所
が
最
高
潮
と
な
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
何
処

と
も
な
き
「
彼
方
（
才
～
）
」
か
ら
響
き
渡
っ
て
く
る
咽
喉
音
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
こ
の
新
た
な
呻
吟
に
よ
り
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
、
第
六
句
ま
で
歌
わ
れ
た
都
市

像
の
外
観
に
映
し
出
さ
れ
た
内
観
が
、
次
第
に
一
層
と
心
の
中
へ
と
重
心
を
移
し
、
か

く
し
て
心
に
移
り
ゆ
く
情
緒
の
流
れ
へ
と
音
調
が
転
移
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
内
面
世
界
へ
の
転
調
は
第
八
句
で
歴
然
と
す
る
。
す
な
わ
ち
「
恋
人
」
と
か

「
孤
独
な
者
」
が
歌
わ
れ
、
人
の
心
の
動
き
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
「
恋

（
エ
ロ
ー
ス
）
」
と
か
「
孤
独
」
と
い
う
詩
歌
象
徴
に
彩
ら
れ
、
詩
想
は
主
情
の
色
合
い

を
濃
く
す
る
。
そ
し
て
第
九
句
で
は
更
に
「
彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
ま
た
若
き
日
を

偲
び
つ
つ
」
と
、
意
識
は
時
空
を
過
去
へ
の
追
想
へ
と
向
か
い
、
第
七
句
以
下
に
お
け

る
瞑
想
へ
の
傾
斜
は
決
定
的
と
な
る
。
こ
こ
で
な
ら
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
知
識
を
活

用
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
「
恋
」
と
「
孤
独
」
の
両
者
を
彩
る
古
代
神
話

な
ら
、
第
一
に
歌
人
オ
ル
ペ
ウ
ス
と
そ
の
妻
エ
ウ
リ
ュ
デ
ィ
ケ
ー
の
物
語
を
念
頭
に
置

く
こ
と
が
で
き
る
。
実
に
こ
の
歌
人
オ
ル
ペ
ウ
ス
こ
そ
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
七

句
に
い
う
「
竪
琴
（
賢
富
回
心
邑
）
」
の
名
手
と
し
て
古
来
称
え
ら
れ
た
「
恋
人
」
で

あ
り
、
こ
の
「
竪
琴
」
の
み
を
頼
り
に
亡
き
妻
エ
ウ
リ
ュ
デ
ィ
ケ
ー
を
慕
い
乞
い
求
め
、

単
身
あ
え
て
冥
府
（
ハ
ー
デ
ー
ス
）
へ
と
招
魂
す
べ
く
降
り
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
様
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
終
結
部
（
第
九
節
）
で
歌
わ
れ
て
い
る
詩
歌
象
徴
に

通
じ
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
ｎ
.
９
５
）
。

一
五
九

二
八
〇

和
や
か
に
夢
み
て
大
地
の
腕
で
、
か
の
巨
人
が
眠
る
、

　
か
の
嫉
み
深
い
（
冥
府
の
番
犬
）
ケ
ル
ペ
ル
ス
さ
え
も
が
甘
露
に
眠
っ
て

　
　
　
い
る
。

こ
こ
で
は
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
葡
萄
酒
に
酔
い
猛
犬
ケ
ル
ペ
ル
ス
が
眠
る
の
に

対
し
、
他
方
オ
ル
ペ
ウ
ス
神
話
で
は
冥
府
の
渡
し
守
カ
ロ
ー
ン
が
歌
人
の
竪
琴
の
音
に

聞
き
ほ
れ
眠
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
双
方
の
情
景
は
異
な
ろ
う
と
も
、
現
世
か
ら
死

　
三
　
　
（
３
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

後
の
冥
界
へ
赴
く
と
い
う
基
調
、
す
な
わ
ち
生
者
の
圏
内
か
ら
彼
岸
の
死
圏
へ
の
動
静

に
は
変
わ
り
が
な
い
。
但
し
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
終
結
部
の
招
魂
は
、
「
至
福
な
る
ギ

リ
シ
ア
」
か
ら
「
至
高
者
の
息
子
（
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｏ
ｈ
ｎ
）
、
シ
リ
ア
人
（
キ
リ
ス

ト
）
」
が
来
臨
す
る
点
に
眼
目
が
あ
る
。

一
五
五
　
だ
が
、
か
く
す
る
う
ち
に
、
松
明
を
か
ざ
す
者
、
至
高
者
の

一
五
六
　
　
息
子
、
か
の
シ
リ
ア
人
が
、
（
闇
夜
に
お
け
る
）
幽
魂
（
キ
リ
ス
ト
者
）

　
　
　
　
　
　
　
た
ち
の
下
へ
と
降
り
て
来
る
。

一
五
七
　
至
福
の
賢
者
た
ち
に
は
そ
れ
が
見
え
、
一
沫
の
微
笑
み
が
、
（
現
世
に
）
捕

　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
し

」
五
八
　
　
魂
（
？
・
に
）
か
ら
輝
き
９
回
ぼ
器
）
、
そ
の
光
（
に
の
ぼ
）
に
賢
者
の
目

　
　
　
　
　
　
　
は
な
お
潤
む
。

　
「
幽
魂
た
ち
（
？
ぼ
ま
～
）
」
の
夕
闇
を
と
も
す
「
光
」
の
「
輝
き
」
は
、
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
第
一
句
に
お
け
る
月
影
と
燈
火
の
光
明
（
甲
）
～
３
　
才
品
）
を
想
わ
せ
、
い
つ

と
は
な
し
に
終
結
部
は
冒
頭
へ
と
回
帰
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
終
結
部
は
魂
め
古
里
ギ
リ
シ
ア
よ
り
光
明
が
降
臨
す
る
。
こ
れ
と
は
正
反
対
に
第
一

節
は
「
至
福
」
を
「
ギ
リ
シ
ア
」
に
求
め
内
省
す
る
。
先
の
終
結
二
句
（
第
一
五
九
句
－

第
一
六
〇
句
）
に
お
い
て
冥
府
ハ
ー
デ
ー
ス
が
附
加
さ
れ
る
の
は
、
現
世
キ
リ
ス
ト
教

圏
が
冥
界
に
他
な
ら
な
い
幽
魂
の
国
（
節
目
は
ｃ
～
聡
３
　
）
で
あ
る
点
を
確
認
す
る
た

め
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
に
牛
リ
ス
ト
像
が
見
い

出
さ
れ
て
後
に
明
ら
か
と
な
る
。
い
ま
だ
第
一
節
「
夜
」
に
は
、
こ
の
確
認
が
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
幽
魂
の
国
（
｛
｝
ａ
ｓ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
　
四
回
節
丁
に
～
）
」
と
言
え
ば
、
む
し
ろ

古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
世
界
を
当
時
十
八
世
紀
末
は
意
味
し
た
。
実
際
ギ
リ
シ
ア
を
理
想

と
し
て
歌
っ
た
シ
ラ
ー
の
『
理
想
（
ぽ
・
巴
）
と
人
生
「
に
ぼ
已
」
二
八
〇
四
年
）
の

初
稿
表
題
が
、
こ
の
『
幽
魂
の
国
』
二
七
九
五
年
）
で
あ
っ
た
（
Ｚ
ｙ
に
≒
）
。
し

か
も
先
輩
シ
ラ
ー
の
場
合
、
重
心
は
明
ら
か
に
人
生
の
方
に
あ
り
、
理
想
界
ギ
リ
シ
ア



四

（
４
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

は
牧
歌
風
の
「
桃
源
郷
（
ｙ
降
乱
ぎ
巳
）
と
し
て
言
わ
ば
過
去
に
安
置
さ
れ
、
も
は
や

　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ー
リ
ュ
シ
オ
ッ

未
来
を
目
指
す
「
至
福
の
島
（
‐
回
～
～
）
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
.
４
７
２
）
と
な
り
難
い
も
の
で
あ
っ

た

　○

　
単
に
一
般
化
し
た
理
想
と
し
て
な
ら
、
幽
魂
の
国
ギ
リ
シ
ア
は
有
効
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
目
下
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
後
の
現
実
を
睨
み
合
わ
せ
る
と
な
る
と
、
理
想
界
ギ
リ

シ
ア
に
徹
す
る
力
は
シ
ラ
ー
に
な
く
、
そ
の
躍
動
す
る
理
念
の
古
典
界
に
背
を
向
け
て

し
ま
う
。
こ
の
証
左
が
『
散
策
』
二

七
九
五
年
）
に
す
で
に
あ
る
。
同
じ
、 』

二
八
〇
〇
年
）
の
初
稿
『
悲
歌
（
回
の
征
の
）
』
二

同
じ
二
行
連
句
詩
型
（
囚
の
胚
の
）
の
作
品
で
も
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
は
事
情
を
異
に
し
、
そ
の
冒
頭
で
生
成
す
る
光
明
は
実
に
控
え
目
な
が
ら

も
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
躍
動
す
る
理
念
を
孕
ん
で
い
る
。
す
る
と
理
想
界
ギ
リ

シ
ア
は
「
影
な
す
幽
魂
の
国
」
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
現
実
の
革
命
を
精
神
史
の
源
で
支

え
る
試
金
石
と
な
る
。
こ
の
本
筋
か
ら
眺
め
る
と
、
話
題
の
第
七
句
以
下
も
第
六
句
ま

で
と
同
様
、
そ
こ
に
「
一
八
〇
〇
年
頃
の
悲
哀
と
空
想
」
し
か
見
な
い
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
。
政
治
上
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ペ
ン
共
和
国
実
現
も
挫
折
し
、
文
学
上
シ
ラ
ー
た
ち
ヴ
ァ

イ
マ
ル
文
化
圏
の
先
達
も
頼
り
に
な
ら
な
い
。
確
か
に
現
状
は
厳
し
い
。
『
ハ
ン
と
葡

萄
酒
』
第
七
節
で
「
乏
し
き
時
代
の
詩
人
（
回
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｉ
ｒ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
）
」
（
第
一

号
一
句
）
が
「
盟
友
な
く
（
ｏ
回
の
（
り
～
ｏ
・
・
～
）
」
（
第
二
一
〇
句
）
と
語
ら
れ
る
理
由

も
こ
こ
に
あ
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
７
３
）
。

　
基
調
は
陰
影
に
豊
ん
で
お
り
、
第
七
句
の
「
竪
琴
の
音
」
も
第
八
句
の
「
孤
独
な
者
」

も
明
朗
快
活
か
ら
は
遠
い
所
に
あ
る
。
す
で
に
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
』

こ
七
九
九
年
）
終
結
の
第
三
節
が
響
い
て
く
る
（
叩
ｙ
↑
｛
に
品
｝
。

一
六
　
だ
が
私
達
に
叶
え
ら
れ
し
は
、

一

七

一

八
一

九

一

一○

消
え
ゆ
き
落
ち
ゆ
く
、

　
苦
悩
す
る
人
間
（
回
ｅ
　
ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
乱
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
は

　
　
盲
目
に
（
回
｛
ぼ
き
り
｝
或
る

一

一

一
一

一

一

一

一
一

一

一
一
四

時
よ
り
別
の
（
時
）
へ
と
、

　
あ
た
か
も
谷
川
が
岩
壁
よ
り

　
　
ま
た
岩
壁
へ
と
投
げ
出
さ
れ
る
如
く
、

　
　
　
幾
年
も
空
漠
の
彼
方
へ
と
。

先
師
シ
ラ
ー
が
『
幽
魂
の
国
』
第
十
八
節
の
第
一
七
五
句
以
下
で
言
う
「
現
世
の
重
き

幻
像
（
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
　
／
　
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｍ
ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
）
」
（
Ｎ
Ａ
に
Ｊ
↑
）
は
、
こ

こ
で
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
を
鏡
に
一
層
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
詩

魂
は
言
わ
ば
孤
独
を
窓
と
し
て
「
空
漠
の
彼
方
へ
　
（
ｉ
ｎ
ｓ
　
Ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
w
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
）
」
と
自
己
を

放
下
す
る
。

　
第
六
句
ま
で
の
安
ら
ぎ
（
欠
字
の
）
の
動
機
Ａ
・
：
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
･
：
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
…
～
ぼ
・
：

Ｙ
と
好
対
称
な
し
て
、
第
七
句
よ
り
第
九
句
に
か
け
て
の
詩
想
は
「
何
処
に
も
安
ら
ぎ

な
き
こ
と
（
ｙ
乱
ｋ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
i
i
ｔ
ｔ
ｅ
　
ｚ
ｕ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｎ
）
」
に
礎
か
お
る
。
先
に
恋
と
孤
独
に
関

連
し
て
言
及
し
た
歌
人
オ
ル
ペ
ウ
ス
の
場
合
で
も
、
例
え
ば
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲

の
歌
劇
『
オ
ル
フ
ェ
オ
』
（
一
六
〇
七
年
）
第
三
幕
冒
頭
に
お
い
て
、
冥
府
へ
の
案
内

役
を
つ
と
め
る
希
望
が
、
そ
の
人
目
で
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
こ
四
七
二
年
）
「
地
獄
篇
」

第
三
歌
の
第
九
句
を
引
用
し
、
要
点
を
指
摘
す
る
。

　
　
こ
こ
よ
り
入
る
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
希
望
（
召
の
口
回
已
を
捨
て
よ
（
2
8
）
ｏ

こ
れ
は
虚
無
へ
と
絶
望
し
て
自
暴
自
棄
と
な
れ
！
　
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
『
新
約

聖
書
』
に
収
め
ら
れ
た
『
ロ
ー
マ
人
へ
の
書
簡
』
で
パ
ウ
ロ
が
説
く
よ
う
に
、
「
眼
前

に
あ
る
希
望
（
に
～
り
）
は
希
望
で
な
い
。
つ
ま
り
眼
前
の
も
の
が
希
望
さ
れ
る
わ
け

が
な
い
。
む
し
ろ
眼
前
に
な
い
も
の
を
私
達
が
希
望
す
る
時
、
始
め
て
竪
忍
不
抜
の
心

で
待
ち
望
む
。
」
（
台
ご
と
い
う
信
仰
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
す
で
に
先
例
は
『
マ
タ

イ
福
音
書
』
第
二
七
章
の
第
四
六
節
「
エ
ー
リ
ー
（
ま
ご
・
エ
ー
リ
ー
）
以
下
（
百
）

に
あ
る
。
こ
の
一
節
を
ル
タ
ー
訳
ド
イ
ツ
語
聖
書
に
拠
る
バ
ッ
ハ
作
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』



二
七
二
九
年
）
第
七
一
番
（
叙
唱
）
よ
り
引
用
し
て
み
よ
う
。

福
音
史
家
　
「
・
：
し
て
第
九
時
（
昼
三
時
頃
）
に
イ
エ
ス
は
声
高
く
叫
び
言
っ
た
。
」

イ
エ
ス
　
　
　
「
エ
ー
リ
ー
・
エ
ー
リ
ー
・
ラ
ー
マ
ー
・
ア
ザ
ブ
タ
ー
ニ
ー
？
」

福
音
史
家
　
「
こ
れ
は
っ
ま
り
、
『
わ
が
神
、
わ
が
神
、
な
ぜ
汝
は
私
を
離
れ
て

　
　
在
る
の
か
？
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
…
」

合
唱
　
　
　
「
待
て
、
エ
リ
ア
が
来
臨
し
、
イ
エ
ス
を
救
う
か
ど
う
か
見
て
い
よ

　
　
う
。
」

福
音
史
家
　
「
だ
が
イ
エ
ス
は
再
び
大
声
で
叫
び
、
そ
し
て
事
切
れ
た
（
2
9
）
。
」

「
わ
が
神
（
煮
し
二
は
『
詩
篇
』
第
二
二
歌
の
第
二
節
（
↑
↑
回
）
に
も
見
ら
れ
、

そ
の
中
で
鍵
と
な
る
「
ぼ
作
匯
」
の
「
離
在
（
Ｄ
ｎ
）
」
に
、
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
の
底
本

ル
タ
ー
訳
一
五
四
五
年
版
聖
書
で
は
「
捨
」
と
か
「
見
捨
」
と
も
解
せ
る
動
詞
Ａ

ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
Ｖ
を
あ
て
て
い
る
（
（
）
・
コ
）
。
更
に
啓
蒙
期
十
八
世
紀
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
愛

読
し
た
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
叙
事
風
詩
歌
『
救
世
主
』
（
一
七
四
八
年
－
七
三
年
）

第
一
〇
歌
の
第
一
〇
三
〇
句
（
一
七
八
〇
年
ア
ル
ト
ナ
版
）
で
も
、
「
わ
が
神
（
く
の
Ｆ

（
い
ｏ
萍
）
…
離
在
（
ぷ
工
回
呂
巳
（
ご
と
、
伝
統
あ
る
ル
タ
ー
訳
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
離
在
」
が
「
捨
」
と
か
「
見
捨
」
よ
り
相
応
し
い
理
由
は
、
こ
こ
で
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
の
神
観
を
鑑
み
て
、
ま
ず
「
隠
れ
た
神
（
口
の
回
呂
呂
ｏ
乱
に
回
）
」
（
『
イ
ザ
ヤ

書
』
第
四
五
章
・
第
十
五
節
）
が
留
意
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
｛
に
↑
麓
｝
。

第
一
句
の
月
影
に
関
し
第
二
一
九
句
の
キ
リ
ス
ト
像
に
言
及
し
た
折
に
、
そ
の
隠
れ
て

働
き
か
け
る
姿
に
注
目
し
た
こ
と
を
想
い
起
こ
せ
ば
解
か
る
。
そ
し
て
神
自
身
た
る
安

ら
ぎ
が
救
世
主
キ
リ
ス
ト
に
「
離
在
」
で
あ
る
よ
う
に
、
目
下
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
想
わ

せ
る
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
八
句
の
「
孤
独
な
者
」
に
も
希
望
は
離
れ
て
在
る
。
こ
う

し
て
「
何
処
に
も
安
ら
ぎ
な
き
こ
と
」
が
基
調
を
な
す
が
、
し
か
し
決
し
て
こ
れ
は
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
一

頼
を
意
味
せ
ず
、
む
し
ろ
何
時
と
は
な
し
に
求
め
て
い
る
か
ら
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。

岑岑

こ
の
占
Ｊ
は

　
　
・
●
・

（
５
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
二
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

す
な
わ
ち
「
至
福
」
の
探
求
と
「
離
在
」
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
こ
の
故
に
こ
そ
中
世

の
修
道
士
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
　
（
一
三
二
八
年
没
）
　
も
　
「
純
粋
な
離
在

（
ａ
ｂ
ｅ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
匠
が
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
凌
ぐ
）
と
言
い
い
こ
の
離
在

（
β
冨
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
　
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
言
に
「
至
高
か
つ
最
善
の
美
徳
（
～
回
ぽ
）
」
を
認
め
た
に
違
い

な
い
（
3
1
）
。

　
こ
う
言
っ
た
「
離
在
」
へ
と
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
八
句
の
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
や
孤

独
は
つ
な
が
り
、
こ
の
詩
想
は
「
淋
し
い
」
と
か
「
一
人
ぼ
っ
ち
だ
」
な
ど
と
い
う
心

理
上
の
感
傷
や
感
慨
で
量
る
に
は
、
余
り
に
慎
ま
し
い
謹
厳
さ
に
満
ち
て
い
る
。
つ
ま

り
直
接
そ
の
よ
う
な
心
の
動
き
が
表
立
た
ず
、
情
念
は
目
立
た
ず
意
識
の
水
底
を
悠
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
・
　
・
●
●
・

と
力
強
く
流
れ
て
い
る
。
こ
の
言
わ
ば
生
け
る
静
謐
を
い
ざ
な
う
の
が
、
第
七
句
に
あ

る
「
竪
琴
の
音
（
臣
屎
回
心
回
）
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
気
む
ず
か

し
い
人
々
』
二
七
九
九
年
）
冒
頭
で
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
が
こ
う
歌
っ
て
い
る

（
Ｗ
ｙ
に
函
）
。

一
　
彼
方
か
ら
耳
に
す
る
だ
け
で
、
た
と
え
嘆
き
悲
し
ん
だ
折
と
て
、

二
　
　
竪
琴
の
音
（
添
応
～
召
回
）
と
歌
声
は
、
私
の
心
を
直
ち
に
黙
さ
せ
る
。

　
「
竪
琴
の
音
（
測
’
右
え
）
」
と
は
文
字
通
り
『
詩
篇
』
の
聖
歌
（
汐
巴
日
）
に
通
じ
、

こ
の
謹
厳
な
『
旧
約
聖
書
』
の
慎
ま
し
く
も
力
強
い
調
べ
が
苦
難
の
民
の
心
を
支
え
る

よ
う
に
、
歌
心
に
静
か
に
働
き
か
け
る
楽
音
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
『
パ
ン
と
葡
萄

酒
』
第
八
切
の
恋
や
孤
独
と
て
も
敢
て
外
に
心
情
吐
露
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

内
に
こ
も
り
魂
の
水
底
へ
と
沈
潜
し
、
こ
の
深
沈
の
「
彼
方
卜
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

ア
」
も
始
め
て
問
わ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
第
七
切
か
ら
第
九
句
に
か
け
て
の
詩
想
が
、
そ
れ
ま
で
の
第
六
句
ま
で
と
色

合
い
を
異
に
す
る
こ
と
は
確
か
で
、
こ
こ
に
は
市
民
生
活
の
安
ら
ぎ
が
欠
け
て
い
る
。

但
し
日
常
性
に
離
反
し
て
「
孤
独
な
者
」
が
詩
想
の
核
心
へ
と
自
己
閉
塞
し
て
ゆ
く
の

で
は
決
し
て
な
い
。
成
程
こ
の
第
七
切
以
下
は
次
第
に
内
観
に
沈
み
ゆ
き
、
こ
こ
で



六

（
６
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

「
よ
り
深
層
の
生
か
響
き
わ
た
る
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｔ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
）
」
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
六
句
に
見
ら
れ
る
「
忙
し
い

生
活
の
価
値
領
域
が
、
だ
が
崇
高
な
精
神
的
瞑
想
の
生
活
の
そ
れ
に
は
踏
み
こ
め
な
い

も
の
と
し
て
限
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
3
2
）
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
第
六
句
ま

で
と
第
七
句
以
下
と
の
間
に
は
、
両
者
の
明
暗
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
双
方
の
親
密
な

つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
第
八
句
の
「
恋
人
」
や
「
孤
独
な
者
」
に
詩
人
の
投

影
を
見
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
論
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実

の
と
こ
ろ
詩
人
は
目
立
た
ず
然
り
気
な
く
で
討
あ
る
が
、
す
で
に
第
一
句
で
月
影
と
燈

火
の
光
明
に
浴
し
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。

　
従
っ
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
六
句
ま
で
の
都
市
像
は
、
い
つ
と
は
な
し
に
詩
人
の

眼
下
に
あ
り
、
そ
の
第
七
句
以
下
に
至
っ
て
よ
う
や
く
都
市
像
の
中
に
も
詩
人
の
姿
が

投
影
さ
れ
る
と
読
め
る
。
そ
の
間
に
第
二
句
で
は
「
松
明
」
と
と
も
に
「
（
宮
廷
）
馬

車
」
が
「
過
ぎ
去
る
」
と
歌
わ
れ
、
民
会
に
よ
る
共
和
国
建
設
を
拒
む
門
閥
の
社
交
会

が
消
滅
の
相
に
て
黙
殺
さ
れ
た
後
、
ひ
き
続
く
第
三
句
以
下
は
第
六
句
ま
で
市
民
生
活

の
安
ら
ぎ
が
高
唱
さ
れ
る
。

三
　
満
ち
足
り
て
家
路
を
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
歩
み
ゆ
く

　
　
　
　
人
々
。

四
　
　
し
て
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は

五
　
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
っ
ろ
ぐ
。
（
黄
昏
の
今
は
）
葡
萄
も
花
束
も
な
く
、

六
　
　
し
て
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
安
ら
う
、
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場
。

最
高
潮
が
第
四
句
よ
り
第
五
句
に
か
け
て
、
「
思
慮
深
い
家
長
は
／
悠
然
と
和
や
か
に

（
詞
ｏ
巨
～
印
｛
乱
～
｝
わ
が
家
に
く
っ
ろ
ぐ
」
に
あ
る
点
は
既
に
指
摘
し
た
。
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
「
思
慮
深
い
家
長
」
が
「
収
支
得
失
（
（
い
の
ま
呂
に
乱

　
　
　
　
　
　
お
も
ん
ば
か
　
　
　
　
●
一
・

Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
）
を
慮
る
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ん
ば
か

　
お
お
よ
そ
歌
心
に
は
縁
遠
い
と
し
て
、
「
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
」
が
、

「
抜
か
り
の
な
い
商
人
は
そ
の
日
の
損
益
を
思
い
は
か
る
」
と
和
訳
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
（
3
3
）
。
ま
た
同
様
の
読
み
方
で
、
「
家
長
」
に
搾
取
階
級
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（
ご
ｏ
回
ｌ
ｏ
邑

を
考
え
る
論
者
も
お
り
、
こ
の
場
合
の
根
拠
づ
け
は
第
六
句
を
睨
み
合
わ
せ
、
「
市
場

で
の
営
業
が
儲
か
っ
た
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｐ
ｒ
ａ
ｘ
ｉ
ｓ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
ｓ
　
　
ｈ
ａ
ｔ
　
　
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｇ
ｅ
ｌ
ｏ
ｈ
ｎ
ｔ
）
か

ら
～
」
と
さ
れ
る
。
更
に
は
一
般
化
し
て
、
「
人
間
の
活
動
（
ｍ
ａ
ｎ
'
ｓ
　
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
ｙ
）
を

描
く
す
べ
て
の
言
葉
が
、
こ
こ
で
は
潜
在
的
に
軽
蔑
的
（
ｔ
ｏ
芯
ぽ
副
耳
ｐ
ｅ
ｊ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
i
ｖ
ｅ
）

で
、
例
え
ば
『
忙
し
き
』
、
『
手
仕
事
の
品
々
』
、
『
収
支
得
失
』
と
あ
る
（
曹
）
と
ま
で

言
わ
れ
る
。
す
る
と
第
七
句
以
下
に
「
ひ
き
続
く
詩
行
で
は
、
も
は
や
『
昼
間
の
歓
び

（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
巴
）
（
第
三
句
）
に
つ
い
て
語
ら
れ
ず
、
そ
れ
と
は
全
く
別
種
の

も
の
、
す
な
わ
ち
夜
の
時
代
に
お
け
る
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
歓
び
に
つ
い
て
語

ら
れ
る
（
3
6
）
」
と
評
さ
れ
る
に
至
る
。

　
　
「
収
支
得
失
（
（
Ｊ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
乱
く
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
）
」
（
第
四
句
）
に
象
徴
さ
れ
る
「
人
間
の

活
動
」
を
示
す
冒
頭
六
句
が
、
こ
の
よ
う
に
次
の
第
七
句
以
下
に
不
似
合
い
な
異
物
と

看
倣
さ
れ
た
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
古
い
。
す
で
に
十
九
世
紀
初
頭
一
八
一
六
年
十
二
月
、

ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
日
記
書
簡
に
は
、
明
白
・
な
遁
世
風
想
念
に
駆
ら
れ
て
、

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
六
句
が
「
病
労
（
甲
日
比
自
巴
　
へ
と
至
る
世
の
営
み
）
と

解
さ
れ
て
い
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
Ｉ
Ｉ
.
　
４
３
４
）
。

冒
頭
六
句
は
、
現
実
へ
向
け
て
の
世
の
営
み
（
ｄ
ａ
ｓ
　
w
ｅ
ｌ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
の
Ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｎ
ｓ

Ｒ
ｅ
ａ
邑
が
、
疲
労
へ
と
（
ゴ
ｒ
ｓ
回
甲
～
回
に
品
）
い
た
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ひ
き
続
く
六
句
（
第
七
句
１
第
十
二
句
）
は
、
（
失
な
わ
れ
た
）
時

へ
の
憧
れ
（
Ｓ
ｅ
ｈ
ｎ
ｓ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
）
で
あ
り
、
喪
失
の
感
情
（
Ｇ
ｅ
ｆ
ｉ
ｉ
ｈ
ｌ
　
ｄ
ｅ
ｒ

Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｏ
ｒ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
第
七
句
に
登
場
す
る
の
は
、
失
な
わ

れ
た
無
垢
へ
の
回
顧
（
Ｒ
ｉ
ｉ
ｃ
ｋ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
ｋ
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｏ
ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ｕ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｌ
ｄ
）
で
あ
り
、
…

ロ
マ
ン
派
詩
人
は
第
二
節
以
下
を
知
ら
ず
、
第
一
節
の
み
を
『
夜
（
回
の
ツ
ー
詫
匹
）
』

の
表
題
の
下
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
編
『
詩
神
年
鑑
（
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｎ
ａ
ｌ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
言
）
（
一
八
〇



七
年
）
で
見
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
第
四
節
以
下
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
が

念
頭
に
な
い
の
で
、
専
ら
『
聖
書
』
本
位
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
関
心
か
ら
第
一
節
は

眺
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
十
九
世
紀
当
初
こ
の
失
楽
園
（
Ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
）
の

感
情
は
、
あ
く
ま
で
遠
離
機
上
の
厭
世
観
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
第

四
句
の
「
失
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
）
Ｊ
に
濃
淡
細
や
か
な
喪
失
感
情
を
抱
い
た
と
は
考
え
難
い
。

　
他
方
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
失
楽
園
に
も
通
じ
る
「
喪
失
の
感
情
」
を
確
信
し
た
の
は
第

七
句
以
下
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
前
六
句
に
あ
る
「
世
の
営
み
」
は
結
局
の
と
こ
ろ
味
気

な
き
俗
事
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
喪
失
の
感
情
」
が
「
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー

ソ
ス
の
歓
び
（
万
の
比
の
）
」
に
代
っ
て
も
、
今
日
に
至
る
ま
で
第
六
句
と
第
七
句
に
亀

裂
を
認
め
る
見
解
は
主
張
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
論
の
よ
う
に
、

詩
人
の
心
が
第
一
句
で
既
に
人
間
に
開
か
れ
て
い
る
点
を
留
意
す
れ
ば
、
む
し
ろ
解
釈

は
異
な
る
方
向
を
と
る
。
こ
の
際
と
り
わ
け
決
め
手
と
な
る
の
が
、
「
収
支
得
失
を
慮

る
思
慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）
の
理
解
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
「
家
長
」
は
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
と
し
て
間
違
い
な
い
。
但
し
前
述
の
十
七
世
紀
の
喜
劇
に
あ
る
「
町
人
（
回
か
Ｉ

ジ
ョ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
・
一
●
Ｉ
　
　
ブ
ル
ク
　
　
　
・
・

ｌ
ｏ
に
）
」
、
つ
ま
り
城
砦
都
市
（
り
自
巴
の
市
民
Ｃ
Ｂ
ｉ
ｉ
ｒ
ｇ
ｅ
し
を
、
そ
れ
は
本
来
意
味

す
る
。
ま
た
引
用
し
た
『
ド
イ
ツ
の
現
状
』
で
十
九
世
紀
中
葉
エ
ン
グ
ル
ス
が
「
封
建

貴
族
」
に
対
決
す
る
「
市
民
階
級
（
曾
目
回
ｏ
回
・
）
」
を
物
語
る
時
も
、
こ
の
都
市
民

（
０
旨
ｏ
罵
巳
が
ま
ず
念
頭
に
あ
り
、
ゆ
え
に
「
都
市
が
農
村
を
支
配
す
る
（
硝
の
叩
麗
‐

芯
汗
Ｑ
ｒ
Ｑ
乱
ｂ
ｅ
ｈ
　
ｅ
ｒ
ｒ
ｓ
ｃ
ｎ
　
～
）
」
こ
と
が
、
階
級
闘
争
に
お
い
て
も
目
下
肝
心
な
点

と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
、
「
事
象
世
界
（
Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
w
ｅ
ｌ
ｔ
）
の
価
値
増
大
に
直
接
比
例
し
て
、
人
間
世

界
（
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
w
ｅ
ｌ
ｔ
）
の
価
値
下
落
が
加
速
す
る
。
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
理
論
、
す

な
わ
ち
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
（
一
八
四
四
年
）
第
一
草
稿
に
あ
る
「
疎
外
さ
れ
た

労
働
（
回
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
）
（
3
7
）
」
を
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
の
都
市
像

に
あ
て
は
め
、
こ
の
疎
外
ゆ
え
に
人
間
存
在
が
被
る
　
「
離
反
体
験

（
げ
目
～
凛
Ｓ
既
斗
～
凛
～
）
（
3
8
）
」
を
説
く
の
は
見
当
は
ず
れ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
未

だ
市
民
階
級
は
当
時
一
八
〇
〇
年
頃
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
疎
外
理
論
の
対
象
と
な
る
ほ

七
　
　
（
７
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
二
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

ど
産
業
上
成
熟
し
て
お
ら
ず
、
す
で
に
言
及
の
論
文
で
エ
ン
グ
ル
ス
が
認
め
て
い
る
通

り
、
十
九
世
紀
中
頃
に
至
っ
て
も
な
お
「
ド
イ
ツ
で
は
農
村
が
都
市
を
、
農
業
が
商
工

業
を
お
さ
え
て
」
お
り
、
正
に
「
農
業
の
優
位
」
は
揺
ら
が
ず
留
ま
っ
て
い
る
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
も
し
『
悪
の
華
』
（
一
八
五
七
年
）
に
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
収
め
た
「
パ

リ
描
写
」
の
詩
句
な
ら
、
例
え
ば
『
黄
昏
』
で
「
夕
暮
は
共
犯
者
の
よ
う
に
獲
物
を
狙

う
狼
の
足
ど
り
で
密
や
か
に
忍
び
寄
る
」
（
第
二
句
）
が
矛
盾
す
る
市
民
社
会
の
扉
と

な
り
、
や
が
て
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
も
、
「
労
働
者
（
ｏ
９
に
零
）
は
（
疲
れ
て
）
背

を
曲
げ
、
わ
が
家
の
床
へ
戻
る
」
（
第
一
〇
句
）
と
か
、
「
病
的
な
悪
魔
ら
は
・
：
／
目
覚

め
る
、
さ
な
が
ら
実
業
家
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｄ
'
ａ
ｆ
ｆ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
）
の
如
く
」
（
第
十
一
句
－
第
十
二
句
）

に
お
い
て
証
拠
立
て
ら
れ
る
（
Ｂ
Ｐ
　
Ｉ
.
　
１
９
７
５
.
　
９
４
-
９
５
）
。
と
こ
ろ
が
他
方
ド
イ
ツ
の
場

合
こ
の
種
の
詩
句
は
、
今
世
紀
初
頭
リ
ル
ケ
作
『
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
』
（
一
九
こ
一

年
－
二
二
年
）
第
一
〇
歌
の
第
二
節
に
お
け
る
「
苦
悩
の
都
市
「
に
に
Ｉ
叩
乱
ご
」
（
第

十
六
句
）
の
描
写
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
（
3
9
）
ｏ

　
確
か
に
孤
高
の
詩
人
と
緯
名
さ
れ
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
念
頭
に
置
く
と
、
『
パ
ン
と

葡
萄
酒
』
第
四
句
で
「
収
支
得
失
を
慮
る
（
（
ｊ
r
ｅ
w
m
n
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
　
w
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
）
」
と

い
う
筋
が
一
見
し
た
所
、
疎
遠
な
詩
歌
象
徴
と
映
る
の
も
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し

心
し
て
詩
歌
冒
頭
を
読
み
進
ん
で
み
る
と
、
実
は
一
見
疎
遠
な
こ
の
よ
う
な
現
実
が
、

見
事
に
格
調
高
い
詩
歌
の
響
き
に
乗
り
歌
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
思
わ
ず
読
者
は

驚
く
。
な
ぜ
驚
く
か
と
言
え
ば
、
俗
人
な
ら
ぬ
生
粋
の
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
あ
の
古

典
ギ
リ
シ
ア
の
崇
高
美
へ
と
目
差
を
向
け
て
逸
ら
す
こ
と
な
き
稀
有
な
魂
が
、
然
り
気

な
い
有
り
来
た
り
の
日
常
性
を
温
か
く
見
守
り
つ
つ
静
か
に
歌
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
現
実
の
生
に
お
い
て
遠
く
疎
っ
た
も
の
、
全
く
異
な
る
方
向
へ
と
自
己
実
現
す
る

魂
同
志
が
ふ
と
出
会
っ
て
い
る
。
故
に
「
収
支
得
失
」
と
言
っ
て
も
金
銭
勘
定
の
収
支

決
算
の
み
な
ら
ず
、
日
々
の
自
己
反
省
な
ど
倫
理
道
徳
上
の
利
害
関
心
を
も
含
む
、
人

か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
・
●
・

間
の
内
外
に
わ
た
る
心
の
揺
れ
な
の
で
あ
る
。

　
文
脈
に
即
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
を
第
四
句
か
ら
第
五
句
へ
と
更
に
読
み
進
ん
で

み
る
と
、
こ
こ
に
も
第
一
句
に
確
か
め
ら
れ
た
頭
韻
が
目
に
留
ま
る
。



／へ四五

　
（
８
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

　
し
て
収
支
得
失
を
お
も
ん
ば
か
る
思
慮
深
い
家
長
は
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
）

悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
　
目
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
;
）
…

読
点
が
第
四
句
末
に
な
く
、
第
五
句
頭
へ
と
休
止
を
置
か
ず
流
れ
ゆ
く
律
動
に
お
い
て
、

頭
韻
な
し
て
「
家
長
（
Ｍ
［
麗
警
］
…
わ
が
家
（
巾
［
自
巳
］
と
呼
応
す
る
響
き
が
注
目
に

値
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
家
長
」
は
第
四
句
末
に
重
く
控
え
、
市
民
生
活
の
代
表
者
と

な
る
。
但
し
詩
人
が
単
な
る
空
想
上
の
観
念
と
し
て
「
思
慮
深
い
家
長
」
を
歌
っ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
伝
記
上
の
考
証
を
怠
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
反
し
て
探
求
さ
れ

た
歴
史
事
実
は
、
虚
構
を
凌
ぐ
真
迫
力
を
も
ち
詩
想
を
充
実
さ
せ
る
。
既
に
本
論
で
は

第
一
句
の
「
窓
辺
の
光
」
に
関
連
し
、
詩
人
の
部
屋
が
そ
の
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
商

館
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
更
に
「
思
慮
深
い
家
長
」
を
考
え
る
際
に
は
、
こ
の
豪
商
ラ

ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
姿
を
こ
そ
筆
頭
に
想
い
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
す
る
と
通
常
は
相
互
に

遠
く
隔
た
っ
て
い
る
「
孤
独
な
者
」
（
第
八
句
）
と
「
思
慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）
と

が
、
微
妙
な
明
暗
を
織
り
な
し
て
漫
遁
す
る
。
一
方
は
実
生
活
の
上
で
経
済
活
動
に
励

み
自
ら
の
経
営
に
手
腕
を
発
揮
す
る
商
人
で
あ
り
、
他
方
は
内
省
す
る
心
の
奥
底
か
ら

魂
の
歌
声
を
挙
げ
ん
と
古
典
詩
文
味
読
に
余
念
な
き
思
索
家
で
あ
る
。
こ
の
精
神
の
内

と
外
と
の
両
極
が
、
と
か
く
日
常
の
現
実
に
有
り
が
ち
な
芸
術
家
と
市
民
と
の
相
克
を

乗
り
越
え
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
で
は
異
質
な
魂
同
志
の
稀
有
な
出
会
い
と
七

て
成
就
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
も
は
や
第
六
句
と
第
七
句
と
の
間
に
差
異
ば
か
り
を
強

調
す
る
読
解
は
成
り
立
た
な
く
な
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
何
よ
り
冒
頭
六
句
に
お
け
る
安
ら
ぎ
の
律
動
（
…
Ｊ
冨
寸
：
～
ぼ
ロ
…
～
ぼ
…
）

を
、
史
実
の
側
か
ら
裏
付
け
る
の
が
詩
人
の
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
邸
滞
在
で
あ
る
。
例
え
ば

そ
の
商
館
に
居
を
構
え
た
翌
月
、
つ
ま
り
一
八
〇
〇
年
七
月
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
母
宛

書
簡
で
近
況
報
告
の
つ
い
で
に
、
自
ら
の
心
中
を
次
の
よ
う
に
語
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
７
４
）
。

当
地
に
ま
い
り
ま
し
て
か
ら
私
は
、
　
…
　
久
し
く
見
失
な
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

寛
ぎ
（
Ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
と
安
ら
ぎ
（
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
を
心
に
抱
い
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
の
人
々
は
大
変
親
切
な
の
で
す
。

「
安
ら
ぎ
」
と
共
に
「
寛
ぎ
ト
が
第
五
句
頭
に
お
け
る
「
悠
然
と
和
や
か
に
く
つ
ろ
ぐ

（
だ
ｏ
才
↑
～
ｙ
乱
回
）
」
と
も
協
和
し
て
い
る
。
実
際
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
家
で
の
住
み
心
地

は
詩
人
に
と
て
も
良
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
こ
と
は
更
に
詩
歌
『
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
君
に
』

が
十
分
に
物
語
っ
て
い
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
に
に
）
。

五
　ｌ、

ノヘ

そ
し
て
至
福
（
留
巳
巴
な
の
だ
、
わ
が
家
に
平
和
（
甲
｛
乱
～
｝
を
、

君
の
よ
う
に
、
ま
た
慈
み
と
充
足
を
、
更
に
安
ら
ぎ
（
Ｒ
ｕ
ｈ
）
を
も
見
い
出
す
人
は
。

実
際
こ
の
作
品
は
、
詩
人
の
友
の
三
十
一
歳
の
誕
生
日
（
一
八
〇
〇
年
十
二
月
十
一
日
）

を
祝
し
て
創
作
さ
れ
、
同
月
の
聖
夜
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
邸
に
集
っ
た
客
人
皆
が
知
る
旋
律

で
歌
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

　
伝
記
に
つ
き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
協
会
刊
『
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
年
代
記
』
（
一
九
七
〇
年
）

は
、
「
政
治
上
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
も
ま
た
共
和
主
義
者
（
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｋ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
）
で
あ
り
民
主

主
義
者
（
｛
｝
の
～
ｏ
町
政
）
で
あ
っ
た
（
恕
。
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
と
同
様
に
豪
商
も
民
主
共
和
制
を
望
み
、
共
に
前
述
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
共
和
国

に
期
待
し
た
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
解
か
る
。
目
下
一
八
〇
〇
年
頃
は
旧
体
制
シ
ュ
ト
ッ

ク
マ
イ
ヤ
ー
派
の
巻
き
返
し
に
よ
り
、
政
治
上
領
邦
民
会
が
民
主
共
和
制
に
反
旗
を
翻

し
て
い
る
点
は
す
で
に
見
た
。
か
と
言
っ
て
共
和
制
の
理
想
が
何
も
か
も
実
現
不
可
能

と
は
な
ら
な
い
。
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
二
句
に
関
す
れ
ば
、
「
排
他
的
で
、
惨
め
に

も
少
数
の
人
々
を
暗
い
洞
穴
に
閉
じ
こ
め
、
心
の
中
だ
け
で
わ
く
わ
く
は
ら
は
ら
さ
せ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
Ｉ
　
　
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

る
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
演
劇
（
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
）
は
黙
殺
さ
れ
、
正
反
対
の
共
和
精
神
が

具
現
さ
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
風
の
祝
祭
が
遠
望
さ
れ
た
。
当
面
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
を
扱
う

場
合
に
留
意
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
市
民
と
芸
術
家
の
双
方
が
共
和
す
る
明
暗
で
あ
る
。

次
に
豪
商
自
身
の
経
営
に
お
い
て
労
働
者
と
の
関
係
に
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
が
考
証
さ
れ
る
。
更
に
経
済
上
ド
イ
ツ
全
体
の
発
展
に
お
い
て
「
思
慮
深



い
家
長
」
の
占
め
る
位
置
が
、
旧
封
建
制
下
に
お
け
る
農
業
の
優
位
を
温
床
と
し
た
ハ

ン
ザ
都
市
貴
族
と
の
利
害
対
立
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
産
業
革
命
に

お
い
て
共
和
精
神
を
話
題
と
す
る
の
が
以
下
の
論
述
で
あ
る
。

　
ま
ず
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
第
六
句
ま
で
と
第
七
句
以
下
を
つ
な
ぎ
、
「
思
慮
深
い

家
長
」
（
第
四
句
）
と
「
孤
独
な
者
」
（
第
八
句
）
と
が
、
言
わ
ば
市
民
と
芸
術
家
と
の

異
質
な
魂
の
出
会
い
を
形
造
る
筋
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
礎
に
は
日
頃
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
自
身
が
抱
い
た
希
望
が
、
い
つ
と
は
な
し
に
働
き
か
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
詩
人
は
誰
よ
り
自
ら
の
異
父
弟
カ
ー
ル
ー
ゴ
ッ
ク
に
、
「
思
索
家
（
口
回
ｒ
ご
と

実
務
家
（
「
ｊ
r
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｓ
ｍ
ａ
ｎ
己
」
の
相
互
浸
透
を
願
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
告
げ
る
書
簡

は
す
で
に
折
に
ふ
れ
言
及
し
た
も
の
で
、
「
一
台
の
油
燈
と
油
」
そ
れ
に
「
哲
学
」
に

つ
い
て
語
る
一
七
九
六
年
一
〇
月
十
三
日
付
書
簡
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
に
芯
）
。

哲
学
を
お
ま
え
は
学
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
。
た
と
え
一
台
の
油
燈
と
油
を
買
う

だ
け
に
必
要
な
お
金
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
…
　
こ
の
こ
と
は
、
ど
ん

な
折
で
も
兄
さ
ん
が
繰
り
返
し
言
っ
て
い
る
こ
と
で
、
お
ま
え
の
考
え
で
も
あ
る

の
だ
。
…
　
も
し
将
来
お
ま
え
に
、
思
索
家
と
実
務
家
が
然
る
べ
く
一
体
化
し
て

い
る
［
］
‥
）
の
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
　
ｕ
乱
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｓ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
｡
　
w
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｅ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
｡
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｔ
）

の
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
兄
さ
ん
は
全
体
ど
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

兄
弟
二
人
共
通
の
母
は
一
八
こ
一
年
九
月
二
〇
日
付
の
遺
書
Ｃ
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
a
m
回
｛
｝
に
お
い

て
、
カ
ー
ル
の
父
ヨ
ハ
ン
ー
ゴ
ッ
ク
の
「
活
動
的
精
神
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｉ
ｉ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ご
）

（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
１
.
３
９
１
）
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
恐
ら
く
詩
人
に
は
欠
け
た
持
味
を
弟
は

父
の
「
活
動
的
精
神
」
よ
り
譲
り
受
け
た
に
違
い
な
い
。
。
ゆ
え
に
詩
人
自
身
一
人
で
は

実
現
し
得
な
い
こ
と
が
、
弟
と
の
交
わ
り
に
お
い
て
可
能
と
な
る
期
待
が
生
じ
る
。
丁

度
そ
の
よ
う
に
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と
の
親
睦
に
お
い
て
こ
そ
、
こ
の
心
の
内
と
外
と

に
大
き
く
拡
が
る
現
存
の
豊
か
で
多
彩
な
色
合
い
が
生
じ
、
こ
れ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

第
四
句
の
「
思
慮
深
い
家
長
」
を
史
実
で
支
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
九
　
　
（
９
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
丸
九
五
年
）
　
人
文
科
学

　
と
こ
ろ
で
「
思
索
家
と
実
務
家
」
の
実
り
あ
る
相
互
対
話
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
ラ

ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
二
人
に
の
み
限
ら
れ
た
孤
立
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
。
更
に
行
政
の
実

務
に
携
る
公
務
員
の
中
に
も
、
詩
人
の
学
識
に
敬
意
を
払
い
、
あ
え
て
「
哲
学
の
講
義
」

を
依
頼
す
る
人
も
現
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
母
宛
一
八
〇
〇
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け

て
の
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
（
ｍ
ジ
ベ
に
呂
）
。

す
で
に
幸
運
に
も
官
庁
に
勤
め
る
若
い
人
か
ら
、
然
か
る
べ
く
願
っ
て
も
な
い
申

し
出
か
お
り
、
そ
の
人
は
私
に
哲
学
の
講
義
（
Ｓ
ｔ
ｕ
乱
ｅ
ｎ
　
m
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
邑

を
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
対
し
て
毎
月
一
カ
ロ
リ
ン
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
邸
に
転
居
し
て
ま
も
な
い
頃
で
あ
る
が
、
当
時
三
十
歳
の
詩
人

に
は
更
に
後
日
、
数
歳
以
上
年
長
の
公
務
員
か
ら
も
「
講
義
の
申
し
込
み
」
が
二
件
あ
っ

た
。
一
八
〇
〇
年
七
月
二
〇
日
頃
に
母
に
宛
て
た
書
簡
に
は
こ
う
あ
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
３
９
７
）
。

ま
た
も
や
一
件
新
た
な
講
義
（
ｒ
・
・
に
ｏ
回
巳
の
申
し
込
み
を
、
ラ
ー
シ
ュ
タ
ッ

ト
で
知
り
合
い
ま
し
た
登
記
史
ダ
ッ
チ
ャ
ー
氏
か
ら
受
け
ま
し
た
。

こ
の
母
宛
書
簡
で
は
、
話
題
の
ラ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
会
議
（
一
七
九
八
年
十
一
月
）
に
領

邦
民
会
議
員
代
表
と
し
て
出
席
し
た
ダ
ッ
チ
ャ
ー
と
と
も
に
、
一
八
〇
〇
年
十
一
月
末

ま
で
詩
人
と
同
じ
く
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
邸
に
居
を
構
え
世
話
に
な
っ
て
い
た
教
会
長
老
会

の
記
帳
係
フ
リ
ュ
シ
ュ
も
、
詩
人
か
ら
講
義
を
受
け
て
い
る
公
務
員
と
し
て
名
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
同
」
八
〇
〇
年
七
月
の
別
の
母
宛
書
簡
に
お
い
て
、

「
私
は
目
下
三
人
か
ら
講
義
の
申
し
出
を
受
け
、
ど
れ
も
皆
楽
し
い
も
の
で
す
。
」

（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
こ
宙
）
と
、
待
人
は
語
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
実
務
家
た
ち
の
教
養
の
巾
が
う
か
が
え
る
「
講
義
の
申
し
出
」
を
、
実
は
ラ

ン
ダ
ウ
ェ
ル
が
色
々
と
斡
旋
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
詩
人
は
妹
に
宛
て

た
書
簡
（
一
八
〇
〇
年
一
〇
月
上
旬
）
で
伝
え
て
い
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
台
↑
）
。



Ξ
　
（
1
0
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

　
　
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
私
か
（
当
地
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
）
留
ま
る
こ
と
を
強
く

　
　
望
ん
で
い
る
ら
し
く
、
私
が
な
お
二
件
か
三
件
ほ
ど
は
申
し
出
を
受
け
、
月
に
約

　
　
三
ル
イ
ド
ー
ル
収
入
を
増
す
よ
う
に
と
取
り
計
ら
っ
て
く
れ
た
。

「
思
慮
深
い
家
長
」
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
「
慮
る
収
支
得
失
」
（
第
四
句
）
に
は
、
単
に

自
ら
の
商
会
経
営
に
ま
つ
わ
る
営
業
の
み
な
ら
ず
、
更
に
広
く
こ
の
よ
う
に
詩
人
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
を
心
か
ら
敬
し
、
こ
の
才
気
溢
れ
世
渡
り
の
下
手
な
親
友
の
生
計
を
も
苦
慮

せ
ん
と
す
る
巾
の
広
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
他
方
フ
リ
ッ
シ
ュ
た
ち
公
務
員
が
帰
宅
す
る

姿
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
三
句
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
。

満
ち
足
り
て
家
路
を
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
歩
み
ゅ
く

　
　
人
々
。

そ
の
他
ラ
シ
ダ
ウ
ェ
ル
商
会
に
関
係
す
る
雇
用
職
人
（
の
呂
匹
の
）
も
親
方
の
も
と
か

ら
歩
み
（
回
～
）
つ
つ
家
路
（
冨
～
）
を
自
宅
へ
と
、
ま
た
一
種
の
家
庭
教
師
で
稼

ぐ
詩
人
自
身
も
時
に
は
「
満
ち
足
り
て
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
」
る
。
こ
の
地
味

な
勤
労
者
の
家
路
を
歩
み
ゆ
く
姿
が
第
三
句
で
街
路
上
に
あ
り
、
こ
れ
が
第
二
句
で
騒

然
と
大
路
を
遊
興
へ
と
自
家
用
馬
車
で
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
華
麗
な
出
で
立
ち
と
対
に
な

る
点
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
邸
も
前
述
の
『
ド

イ
ツ
史
跡
都
市
案
内
』
で
確
か
め
て
お
く
と
、
そ
れ
は
旧
市
街
（
一
七
九
四
年
頃
）
の

西
に
聳
え
る
「
ホ
ス
ピ
タ
ー
ル
教
会
呉
［
ｏ
召
屎
巴
配
き
回
］
」
南
西
側
を
走
る
「
学
院

大
路
（
（
ｊ
ｙ
ｍ
ｎ
ａ
ｓ
ｉ
ｕ
m
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｂ
ｅ
）
」
が
、
第
二
句
の
馬
車
で
騒
然
た
る
（
国
王
大
路

早
ｏ
ｎ
縮
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｂ
ｅ
）
」
と
交
差
す
る
地
点
か
ら
、
少
し
西
へ
と
入
っ
た
路
上
脇
に
あ
る
。

そ
し
て
詩
人
が
こ
こ
か
ら
夕
暮
時
に
憩
う
首
都
の
動
静
に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
想
像
さ

れ
る
。
（
註
（
1
4
）
『
ド
イ
ツ
史
跡
都
市
案
内
』
第
六
巻
に
掲
載
の
地
図
を
参
照
）

　
翻
っ
て
前
掲
の
母
宛
書
簡
（
一
八
〇
〇
年
七
月
）
で
詩
人
は
、
「
久
し
く
見
失
な
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
」
が
、
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
も
と
で
再
び
見
い
出

さ
れ
た
と
告
白
し
て
い
た
。
こ
の
昔
日
の
「
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
」
を
伝
記
に
お
い
て
探
し

て
み
る
と
、
詩
人
と
格
別
に
親
し
い
間
柄
と
な
っ
た
女
性
ズ
ゼ
ッ
テ
ー
ゴ
ン
タ
ル
ト
婦

人
が
浮
上
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
婦
人
の
子
弟
の
家
庭
教
師
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
勤
め

て
い
た
頃
、
つ
ま
り
一
七
九
六
年
一
月
か
ら
一
七
九
八
年
九
月
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
滞
在
期
の
初
期
こ
そ
、
正
に
「
至
福
な
る
神
々
」
の
ご
と
き
「
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
」

を
詩
人
が
享
受
で
き
た
時
と
看
倣
さ
れ
る
。
当
時
一
七
九
六
年
三
月
に
親
友
ノ
イ
フ
ァ
ー

に
宛
て
た
詩
人
の
書
簡
が
、
こ
の
こ
と
を
良
く
伝
え
て
く
れ
る
（
Ｗ
ｙ
く
に
呂
）
。

　
　
僕
は
こ
の
上
な
く
元
気
だ
。
屈
託
な
く
暮
し
て
い
る
。
き
っ
と
至
福
な
る
神
々

　
　
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
も
こ
ん
な
生
活
だ
ろ
う
。

心
通
う
女
性
と
の
間
で
獲
ら
れ
た
「
至
福
」
な
充
ち
足
り
た
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
の
季
節

が
前
提
と
し
て
あ
り
、
そ
の
後
「
孤
独
な
者
」
（
第
八
句
）
に
は
再
び
「
思
慮
深
い
家

長
」
（
第
四
句
）
の
下
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
邸
で
「
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
」
が
見
い
出
さ
れ
る
。

　
か
く
し
て
稀
有
な
「
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
」
は
、
人
生
で
二
度
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
訪
れ
た

こ
と
に
な
る
。
敬
慕
す
る
女
性
ズ
ゼ
ッ
テ
は
、
す
で
に
長
編
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
第

一
巻
二
七
九
七
年
）
に
お
い
て
、
詩
人
の
筆
力
に
よ
り
気
高
い
恋
人
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
ヘ
と
昇
華
さ
れ
、
そ
の
死
の
悲
劇
も
そ
の
第
二
巻
（
一
七
九
九
年
）
に
収
め
ら
れ
、

す
で
に
引
用
の
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
』
と
美
し
く
協
和
す
る
。
確
か
に
外

見
の
華
や
か
さ
に
お
い
て
恋
愛
体
験
を
凌
ぐ
も
の
は
無
か
ろ
う
。
ゆ
え
に
伝
記
上
と
か

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
＝
ズ
ゼ
ッ
テ
体
験
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
八
句
に
至
る
と
事
情
が
変
わ
り
、
そ
の
「
恋
人
」
は
一
層
と

空
無
を
孕
み
充
実
し
た
次
元
で
「
孤
独
な
者
」
と
な
り
、
こ
れ
が
第
四
句
の
「
思
慮
深

い
家
長
」
と
見
事
な
明
暗
を
織
り
な
す
。
成
程
こ
の
家
長
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
詩
人
に
と

り
全
く
別
世
界
の
住
人
で
あ
り
、
反
し
て
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
＝
ズ
ゼ
ッ
テ
こ
そ
正

に
詩
人
の
心
に
適
う
別
か
ち
難
き
同
居
人
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
逆
に
無
縁



だ
か
ら
こ
そ
「
思
慮
深
い
家
長
」
が
詩
想
の
上
で
霊
妙
に
隠
れ
て
働
き
か
け
る
と
言
え

る
。

　
そ
も
そ
も
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
月
影
や
キ
リ
ス
ト
像
が
隠
れ
て
働
き
か
け
る
の
も
、

事
情
は
「
思
慮
深
い
家
長
」
の
場
合
に
似
て
い
る
。
も
し
太
陽
の
晴
や
か
さ
で
神
人
キ

リ
ス
ト
が
現
わ
れ
た
な
ら
、
濃
淡
細
や
か
な
詩
想
展
開
は
台
な
し
と
な
る
。
ま
た
『
聖

書
』
の
み
を
専
ら
と
す
る
教
会
内
で
の
よ
う
に
「
わ
が
救
い
主
キ
リ
ス
ト
／
」
な
ど
と

神
自
身
の
名
を
濫
り
に
唱
え
た
り
、
「
天
に
ま
し
ま
す
わ
れ
ら
の
父
よ
／
」
な
ど
と
憚

か
る
こ
と
な
く
表
明
す
れ
ば
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
と
微
妙
に
譲
歩
し
折
れ
合
う
神

自
身
の
謙
虚
な
姿
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
心
に
適
う
別
か
ち
難
き
同
居
人
で

は
な
く
、
む
し
ろ
異
質
な
魂
と
互
い
に
際
立
ち
つ
つ
織
り
な
す
鋭
い
明
暗
が
、
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
明
暗
が
、
ど
き
っ
く
現
わ
れ
て
も

失
敗
と
な
る
。
こ
の
点
そ
の
第
二
句
に
輝
く
「
松
明
」
と
、
第
一
句
に
充
ち
る
光
明
と

の
対
比
は
、
十
分
こ
の
要
請
に
叶
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
更
に
「
思
慮
深
い
家
長
」

（
第
四
句
）
と
「
孤
独
な
者
」
（
第
八
句
）
の
相
互
関
係
も
そ
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
意
外
な
こ
と
に
思
わ
れ
易
い
け
れ
ど
も
、
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
傑
作
が
示
す
よ

う
に
、
芸
術
の
奥
義
は
表
わ
す
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
隠
す
こ
と
に
あ
る
。
但
し
隠
す
と

は
、
隠
蔽
し
て
有
耶
無
耶
に
す
る
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
然
り
気
な
ぐ
隠
し
て
表
わ
す

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
た
め
に
敢
て
「
疎
遠
な
形
姿
」
が
作
品
に
登
場
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
論
文
『
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
基
底
』
（
一
七
九
七
年
）

で
次
の
よ
う
に
語
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｖ
.
１
５
１
）
。

　
疎
遠
な
形
姿
（
回
ｅ
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
）
は
、
疎
遠
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
よ
り

　
生
き
生
き
と
働
き
か
け
る
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
詩
歌
作
品
中
の
目
に
見
え
る

　
素
材
が
、
そ
の
基
底
に
あ
る
素
材
た
る
詩
人
の
心
情
（
９
日
善
言
や
世
界
に
対

　
し
て
、
似
て
も
似
っ
か
ぬ
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
精
神
（
の
・
耳
）
、
す
な
わ
ち

　
詩
人
が
自
ら
の
世
界
で
感
得
し
た
神
性
が
、
詩
歌
に
現
わ
れ
る
疎
遠
な
素
材
の
中

一
一
　
介
１
１
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
二
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

に
お
い
て
、
よ
り
明
確
に
表
出
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

よ
く
考
え
れ
ば
成
程
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
恐
ら
く
詩
人
は
意
図
し
て
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
に
「
疎
遠
な
形
姿
」
を
配
置
し
た
わ
け
で
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
心
の
奥
深
く
根

づ
い
た
逆
説
思
考
は
、
何
ら
腐
心
す
る
こ
と
な
く
歌
う
行
為
に
自
然
と
伴
っ
た
に
違
い

な
い
。

　
一
応
こ
こ
に
「
疎
遠
」
と
あ
る
が
、
や
は
り
相
互
に
対
立
す
る
者
の
間
で
の
話
で
あ

る
。
先
に
燈
火
の
光
明
と
松
明
の
輝
き
を
、
大
胆
な
類
比
ル
ソ
ー
対
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
で

言
い
か
え
た
場
合
も
そ
う
で
、
両
者
並
び
立
ち
双
方
が
際
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
れ

か
こ
れ
か
と
問
う
土
俵
は
同
じ
と
言
え
る
。
但
し
案
外
こ
の
土
俵
は
気
付
か
れ
て
い
な

い
。
ま
ず
抒
情
表
現
に
商
人
の
収
支
得
失
は
出
て
こ
な
い
。
た
と
え
文
学
上
そ
れ
が
出

て
き
て
も
、
せ
い
ぜ
い
喜
劇
作
家
モ
リ
エ
ー
ル
の
『
守
銭
奴
』
（
一
六
六
八
年
）
に
見

ら
れ
る
笑
い
と
皮
肉
の
対
象
と
な
る
程
度
で
、
そ
れ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
四
句
以

下
の
よ
う
に
高
唱
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
稀
有
な
詩
想
が
暗
黙
の
う
ち

に
前
提
と
し
て
い
る
、
通
常
の
抒
情
表
現
を
も
一
つ
留
意
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
詩
人

の
友
ヘ
ー
ゲ
ル
が
一
七
九
六
年
に
創
作
し
た
詩
歌
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

に
』
冒
頭
で
あ
る
（
Ｈ
Ｗ
に
呂
）
。

一五四三二

わ
が
周
囲
に
、
わ
が
内
に
、
安
ら
ぎ
（
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
が
住
ま
う
。

　
　
た
ち
の

倦
む
こ
と
な
き
憂
慮
は
眠
り
、
安
ら
ぎ
を
自
由
が
与
え
、

忙
し
き
人
間

そ
し
て
閑
暇
が
私
に
（
与
え
る
）
－
　
汝
に
感
謝
す
る
、
汝
、
わ
が

解
放
者
、
お
お
夜
（
Ｚ
回
ぼ
）
よ
／
　
白
霧
の
絹
紗
に
つ
つ
ま
れ

月
【
】
く
［
ｏ
乱
］
が
覆
う
の
は
、
・
：

　
「
安
ら
ぎ
」
を
始
め
「
夜
」
や
「
月
」
と
詩
想
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
類
似

し
て
い
る
。
だ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
、
市
民
生
活
の
日
常
は
否
定
さ
れ
る
の
み
で
、



一
二
　
（
1
2
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

「
忙
し
き
人
間
た
ち
の
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
'
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
）
／
倦
む
こ
と
な
き
憂
慮

（
弓
の
日
比
の
臣
品
の
）
」
に
、
高
邁
な
精
神
の
「
安
ら
ぎ
」
な
ど
存
在
し
な
い
と
言
い

た
げ
で
あ
る
。
従
っ
て
俗
界
は
詩
想
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
高
次
の

「
疎
遠
な
形
姿
」
と
し
て
詩
魂
に
迫
り
「
よ
り
生
き
生
き
と
働
き
か
け
る
」
に
ま
で
は

到
底
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
「
あ
の
偉
大
な
る
言
葉
、
『
私
は
人
間
な
の
だ
（
回
～
〇
自
～
）
。
人
間
に
関
し
私
に

無
縁
な
も
の
は
何
一
つ
な
い
と
私
は
思
う
』
口
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
i
ｕ
ｓ
　
｡
　
Ｈ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｎ
ｔ
i
m
〇
～
～
～
〇
ｓ
”

Ｉ
.
に
５
:
　
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
７
６
８
３
.
　
Ｓ
.
　
１
４
）
を
、
全
き
真
心
を
こ
め
全
く
厳
粛
に
受
け
取
ろ
う
」

と
、
一
応
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
一
七
九
九
年
一
月
一
日
に
弟
宛
書
簡
で
表
明
し
て
い
る

（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
こ
５
）
。
と
こ
ろ
が
実
情
は
難
く
現
に
一
七
九
八
年
十
一
月
十
二
日
付
ノ
イ

フ
ァ
ー
宛
書
簡
で
は
本
音
を
吐
き
、
「
僕
は
実
生
活
に
お
け
る
凡
俗
を
余
り
に
厭
い
す

ぎ
る
（
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｅ
w
c

ｚ
ｕ
　
ｓ
ｅ
ｈ
ｒ
.
）
」
と
告
白
し
て
い
る
（
叩
ｙ
べ
に
函
）
。
も
し
日
常
の
俗
界
が
詩
人
に
罵
言

笹
言
を
浴
び
せ
れ
ば
、
両
者
の
亀
裂
は
避
け
難
い
。
正
に
好
例
が
伝
記
に
あ
る
ズ
ゼ
ッ

テ
の
配
偶
者
ヤ
ー
コ
ブ
ー
ゴ
ン
タ
ル
ト
と
の
関
係
に
見
い
出
せ
る
。
こ
の
「
仕
事
第
一

（
Ｌ
ｅ
ｓ
　
ａ
ｆ
ｆ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ
　
ｔ
ｏ
ｕ
ｔ
）
を
旨
と
し
た
生
粋
の
実
務
家
（
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｓ
-

ｍ
ａ
ｎ
己
（
4
1
）
」
に
つ
い
て
、
ホ
イ
シ
ェ
レ
著
『
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
友
人
圏
』
（
一
九
七
五

年
）
で
は
、
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と
対
比
さ
せ
つ
つ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

銀
行
家
ゴ
ン
タ
ル
ト
と
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
ほ
ど
大
き
く
食
い
違
う
人
物
像
は
ま

ず
考
え
難
い
。
当
然
な
が
ら
前
者
は
冷
徹
な
現
世
主
義
者
　
（
ｋ
ｉ
ｉ
ｈ
ｌ
ｅ
ｒ

Ｗ
ｅ
ｌ
ｔ
ｍ
ａ
ｎ
巳
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
実
務
上
の
人
生
の
課
題
と
或
る
高
次
な
美

意
識
と
を
結
び
あ
わ
せ
る
心
術
を
心
得
て
い
た
の
で
あ
る
（
4
2
）
ｏ

こ
う
書
く
と
、
い
か
に
も
銀
行
家
ゴ
ン
タ
ル
ト
が
異
常
な
精
神
の
持
ち
主
で
あ
る
か
の

印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
類
例
と
し
て
、
ゲ
ー
テ
の
長
編
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ー

マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
』
（
一
七
九
六
年
）
に
登
場
す
る
平
均
的
実
務
家
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

を
考
え
併
せ
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
説
で
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
「
真
の
商
魂
」
と

関
連
さ
せ
、
「
複
式
簿
記
」
を
「
人
間
精
神
の
最
も
す
ば
ら
し
い
発
明
の
一
つ
」
と
褒

め
称
え
、
別
の
箇
所
で
「
わ
が
愉
快
な
信
条
「
回
目
回
品
冨
即
～
ぱ
邑
」
を
告
白
す

る
。
「
実
務
を
整
え
、
金
を
儲
け
、
家
族
の
者
と
楽
し
く
や
り
、
世
間
の
こ
と
で
役
に

立
た
な
い
こ
と
に
は
何
一
つ
関
心
を
払
わ
な
い
こ
と
な
の
だ
。
」
呈
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
３
７
／
２
８
７
）

恐
ら
く
現
実
主
義
者
ゴ
ン
タ
ル
ト
の
思
惑
も
こ
ん
な
所
と
し
て
大
過
あ
る
ま
い
。

　
と
か
く
世
聞
知
に
長
け
経
済
活
動
に
励
む
通
例
の
実
務
家
の
人
生
観
に
、
そ
も
そ
も

詩
人
の
よ
う
に
深
く
物
思
い
に
沈
み
静
か
に
思
索
に
耽
る
姿
が
縁
遠
い
こ
と
は
世
に
珍

し
く
な
い
。
む
し
ろ
稀
な
場
合
に
「
思
索
家
と
実
務
家
」
の
両
者
が
実
り
豊
か
な
対
話

を
始
め
る
。
例
え
ば
シ
ラ
ー
と
そ
の
親
友
ケ
ル
ナ
ー
の
交
誼
も
特
筆
す
べ
き
例
で
あ
っ

た
。
但
し
ケ
ル
ナ
ト
は
法
律
関
係
の
実
務
家
、
つ
ま
り
前
述
の
登
記
史
ダ
ッ
チ
ャ
ー
や

記
帳
係
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
公
務
員
な
い
し
は
官
僚
で
あ
っ
た
。
当
然
こ
れ
ら
法
律

関
係
の
実
務
家
は
職
責
上
す
で
に
公
益
を
代
弁
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
民
間
で
経
済
活

動
に
励
み
「
収
支
得
失
を
慮
る
」
と
言
っ
た
商
人
や
銀
行
家
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
民
間
の
実
業
家
は
、
も
し
銀
行
家
ゴ
ン
タ
ル
ト
の
よ
う
に
実
益
上
の
「
収

支
得
失
」
に
余
念
が
な
け
れ
ば
、
抒
情
詩
歌
の
ご
と
く
「
役
に
立
た
な
い
こ
と
に
は
何

一
つ
関
心
を
払
わ
な
い
」
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
は
異
例

で
あ
り
、
稀
有
の
詩
才
が
凡
俗
な
ら
ぬ
故
に
こ
そ
、
そ
の
非
凡
な
親
友
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

を
俗
の
側
か
ら
寛
く
包
容
で
き
た
。
次
に
引
く
一
八
〇
一
年
八
月
二
十
二
日
付
詩
人
宛

書
簡
は
、
こ
の
こ
と
を
良
く
物
語
っ
て
い
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
Ｉ
.
　
１
６
９
）
。

君
は
全
く
の
四
面
楚
歌
だ
（
｛
‥
｝
の
ｉ
ｎ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｒ
m
　
ｉ
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
　
ｎ
ｉ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
　
ｚ
ｕ
　
ｆ
ｉ
ｎ
-

ｄ
ｅ
ｎ
.
）
。
だ
が
僕
は
諸
手
を
拡
げ
て
君
を
待
つ
　
（
白
９
　
ｅ
ｒ
w
ａ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｔ
　
　
　
m
i
ｔ

ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
）

　
　
君
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ー
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル

「
思
慮
深
い
家
長
」
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
で
「
孤
独
な
者
」
た
る
詩
人
に
よ



り
人
魂
さ
れ
、
ド
イ
ツ
抒
情
詩
史
上
た
ぐ
い
稀
な
詩
歌
象
徴
と
し
て
後
世
に
残
る
。
こ

の
通
常
は
望
み
得
な
い
出
来
事
が
空
想
の
所
産
な
ど
で
は
な
く
、
し
か
と
現
実
に
根
ざ

し
た
史
実
の
裏
付
け
を
獲
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
つ
ま
り
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル

が
常
に
「
諸
手
を
拡
げ
て
待
つ
」
「
寛
ぎ
と
安
ら
ぎ
」
の
場
が
あ
り
、
こ
れ
を
礎
と
し

て
始
め
て
内
省
す
る
魂
も
日
常
へ
と
心
開
き
、
普
段
は
何
気
な
い
市
民
生
活
空
間
を
敢

て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
窓
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
実
務
家
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
が
思
索
家
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
庇
護
で
き
た
脈
絡
は
、

異
質
な
魂
同
志
が
相
互
の
違
い
を
認
め
っ
っ
も
歩
み
寄
り
対
話
し
得
た
現
実
を
物
語
る
。

こ
の
よ
う
に
並
の
次
元
で
は
対
立
し
て
い
る
も
の
が
、
稀
有
な
遜
遁
の
幸
運
に
よ
り
調

和
を
目
指
す
。
こ
の
こ
と
を
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
は
冒
頭
の
都
市
像
に
の
み
な
ら
ず
、

更
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
昼
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
夜
な
ど
精
神
上
の
難
問
に
ま
で
繰
り

広
げ
て
ゆ
く
。
但
し
対
立
が
解
消
さ
れ
て
一
元
化
さ
れ
統
一
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
正

に
対
立
が
形
造
る
見
事
な
明
暗
が
調
和
を
志
向
し
、
究
極
の
平
衡
は
丁
度
キ
リ
ス
ト
像

の
如
く
実
在
な
ら
ぬ
仮
象
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
決
し
て
或
る
唯
一
の
原
理

が
全
体
を
丸
く
収
め
大
団
円
を
な
さ
な
い
。
言
わ
ば
中
央
集
権
な
ら
ぬ
共
和
精
神
を
体

現
し
、
敢
て
専
制
を
厭
う
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩
想
は
、
幾
重
に
も
対
立
す
る
微
妙

な
心
の
竪
を
織
り
成
し
つ
つ
、
次
第
に
複
雑
な
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
の
淵
に
深
ま

り
沈
み
ゆ
く
。
こ
の
専
制
な
ら
ぬ
共
和
精
神
を
表
現
し
て
い
る
具
体
的
な
詩
節
は
、
例

え
ば
第
三
節
の
第
四
四
句
以
下
に
見
い
出
さ
れ
る
（
叩
ｙ
｛
｛
・
β
｝
。

四
四

四
五

四
六

永
遠
に
存
続
す
る
規
矩
（
Ｍ
ａ
ａ
ｓ
）
、

万
人
に
普
遍
で
、
し
か
も
各
人
固
有
（
の
規
矩
）
が
定
め
ら
れ
、

何
処
に
往
き
来
し
よ
う
と
も
自
由
な
の
だ
。

　
「
万
人
に
普
遍
（
ヒ
ｌ
ｅ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
）
」
と
は
、
形
而
上
の
哲
学
知
が
有
す
る
何
処
で
も

妥
当
す
る
一
般
性
で
は
な
く
、
他
に
ま
た
と
な
い
一
回
限
り
の
唯
一
性
（
図
ド
ヨ
回
叩

汀
芯
）
に
あ
た
り
、
こ
れ
が
「
各
人
固
有
（
才
芸
９
　
の
ヨ
ー
・
一
　
・
片
回
巳
の
規
矩
）
に
お

　
一
三
　
（
1
3
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
二
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

い
て
実
現
さ
れ
る
。
当
然
こ
こ
で
詩
歌
芸
術
を
ま
ず
念
頭
に
置
く
べ
き
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

　
だ
が
当
時
十
八
世
紀
啓
蒙
期
は
、
そ
れ
以
前
に
増
し
て
学
知
が
芸
術
に
親
し
み
を
抱

き
、
ま
ず
ヴ
ォ
ル
フ
学
派
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
が
『
詩
歌
に
関
す
る
哲
学
的
省
察

つ
く
［
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
　
｛
～
の
｝
』
（
一
七
三
五
年
）
に
加
え
更
に
大
著
『
美
学

（
ｙ
の
匹
回
に
～
）
』
（
一
七
五
〇
年
／
五
八
年
）
を
物
す
。
そ
の
後
に
本
論
で
も
引
い
た

カ
ン
ト
の
『
判
断
力
批
判
』
（
一
七
九
〇
年
）
が
世
に
問
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
真
理
の

普
遍
一
般
性
が
同
時
に
個
別
一
回
性
と
微
妙
に
触
れ
る
精
神
の
問
題
を
真
摯
に
扱
っ
た

も
の
で
あ
る
。
当
然
こ
れ
に
は
人
倫
社
会
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
を
、
今
ま
で
の
旧
封

建
体
制
に
は
望
め
ぬ
高
次
な
視
点
か
ら
擁
護
す
る
政
治
学
や
国
家
論
も
無
縁
で
な
い
。

す
る
と
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
三
節
の
第
四
四
句
に
あ
る
「
規
矩
」
は
場
合
に
よ
り
、

ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
（
一
七
六
二
年
）
第
一
書
、
第
六
章
で
民
主
共
和
制
国
家

を
目
指
す
「
晋
遍
意
志
（
べ
ｏ
↑
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｅ
）
の
至
高
の
指
導
」
（
圃
『
目
臨
↑
』

と
か
、
カ
ン
ト
著
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
（
一
七
九
七
年
）
「
法
論
」
第
四
六
章
に
い
う

「
万
人
の
心
を
合
わ
せ
て
一
致
し
た
意
志
　
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
ｉ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
　
　
ｕ
乱

ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｉ
ｇ
ｔ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
）
」
（
Ａ
Ｔ
　
Ｖ
こ
↑
３
-
３
１
４
）
と
か
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
『
ド
イ
ツ
国
民
に

告
ぐ
』
第
十
三
講
（
一
八
〇
八
年
）
で
説
く
「
精
神
界
の
あ
の
最
高
法
則
（
ｊ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

回
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｔ
ｚ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
w
ｅ
日
）
な
ど
に
遡
及
で
き
る
（
Ｆ
Ｗ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
４
６
７
）
。

　
　
精
神
の
本
性
は
人
類
の
本
質
を
、
偏
に
最
高
度
の
多
様
な
諸
段
階
を
な
し
、
各
々

　
　
個
人
に
お
い
て
も
、
ま
た
大
き
な
全
体
と
し
て
の
個
体
、
つ
ま
り
諸
国
民
に
お
い

　
　
て
も
表
現
し
得
た
。
あ
た
か
も
各
国
民
が
自
己
を
頼
み
と
し
、
自
ら
の
固
有
性

　
　
（
肉
片
～
冨
富
）
に
従
い
、
ま
た
更
に
こ
の
国
民
に
属
す
る
個
人
が
、
国
民
共
通
の

　
　
固
有
性
と
と
も
に
自
ら
の
特
殊
な
固
有
性
に
従
い
、
自
己
展
開
し
自
己
形
成
す
る

　
　
丁
度
そ
の
よ
う
に
、
神
性
の
現
象
（
Ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
～
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
は
自
ら
固

　
　
有
の
鏡
に
自
己
を
映
し
出
す
の
で
あ
る
。



　
一
四
　
（
1
4
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

政
治
上
こ
れ
ら
は
旧
体
制
下
ラ
テ
ン
中
世
風
欧
州
統
合
を
破
り
諸
国
民
の
分
立
を
支
え

る
西
欧
近
世
市
民
社
会
の
形
成
原
理
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
脈
絡
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
文

『
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
体
系
と
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
体
系
の
差
異
』
（
一
八
〇
一
年
）
で
は
、
そ

の
「
フ
ィ
ヒ
テ
の
体
系
の
叙
述
」
に
お
い
て
、
「
最
高
の
共
同
（
（
ｊ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
が

最
高
の
自
由
（
涼
の
日
の
屎
）
で
あ
る
」
會
だ
【
胞
】
と
要
約
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
・
●
　
　
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

　
ち
な
み
に
封
建
制
ラ
テ
ン
中
世
も
一
種
の
共
同
体
（
（
ｉ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
本
論
が
指
摘
し
た
耕
作
強
制
（
Ｆ
ｌ
ｕ
ｒ
ｚ
w
ａ
ｎ
ｇ
）
と
か
同
業
組
合
ギ
ル
ド

の
抑
圧
（
Ｚ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
ｚ
w
ａ
ｎ
ｇ
）
な
ど
、
営
業
の
自
由
（
Ｐ
w
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
な
き
旧
体
制

は
、
言
わ
ば
閉
じ
ら
れ
た
共
同
体
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
そ
の
白
鳥
の
歌
と
評

し
た
啓
蒙
期
十
八
世
紀
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
に
こ
そ
、
こ
の
閉
鎖
的
で
排
他
的

｛
の
肖
｝
自
己
な
性
格
が
具
現
さ
れ
て
い
た
。
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
讃
歌
『
母
な
る

大
地
に
（
口
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｕ
燐
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
）
』
二
八
〇
〇
年
）
冒
頭
を
始
め
る
時
、
こ
う
言
っ

た
排
他
的
閉
鎖
性
は
打
ち
破
ら
れ
る
（
叩
ｙ
｛
に
函
｝
。

一

一

一

一
一

一
四

聞
か
れ
た
共
同
体
（
ｏ
に
・
諾
（
い
の
ヨ
の
ド
の
）
に
か
わ
り
、
私
は
詩
歌
を
歌
う
。

す
る
と
歓
呼
す
る
双
手
に
よ
り

調
律
さ
な
が
ら
触
れ
ら
る
れ
ば
、
一
弦
が

始
ま
り
を
奏
す
る
。
　
…

「
共
同
体
」
は
場
合
に
よ
り
宗
教
上
の
、
あ
る
い
は
文
芸
上
な
い
し
は
学
術
上
の
、
な

い
し
は
市
町
村
な
ど
公
共
体
を
意
味
す
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
前
述
の
拓
９
　
（
芯
‐

芯
）
の
ご
と
く
開
か
れ
（
ｏ
次
～
）
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
ラ
ン
ダ
ウ
ェ

ル
が
「
諸
手
を
拡
げ
て
待
つ
（
ｅ
ｒ
w
ａ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｔ
　
m
i
ｔ
　
ｏ
ｆ
ｆ
～
～
ｙ
り
目
～
）
」
と
言
わ
れ
た

詩
人
と
の
交
友
圏
も
、
一
種
こ
の
「
開
か
れ
た
共
同
体
」
に
他
な
ら
な
い
。
確
か
に

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
は
第
八
句
の
「
孤
独
な
者
」
に
焦
点
を
あ
て
る
限
り
暗
い
。

但
し
「
思
慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）
と
の
明
暗
を
本
論
の
よ
う
に
読
み
取
る
な
ら
ば
、

そ
の
暗
い
詩
節
が
明
か
る
い
都
市
像
と
、
あ
く
ま
で
対
立
し
な
が
ら
協
和
し
て
い
る
全

体
が
把
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
共
和
精
神
の
観
点
は
、
別
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
五
節
の
第
八
四
句
に

「
一
に
し
て
全
（
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｕ
乱
と
↑
謡
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
９
２
）
と
あ
り
、
前
述
の
「
至
福
な

る
ギ
リ
シ
ア
」
の
神
々
、
つ
ま
り
「
隠
れ
な
き
真
性
に
包
ま
れ
」
（
第
八
一
句
）
て

「
啓
き
示
さ
れ
た
者
た
ち
「
巳
の
〇
は
回
冨
諮
巳
」
（
第
八
三
句
）
の
本
性
に
も
宿
る
。

こ
れ
を
更
に
換
言
す
れ
ば
、
長
編
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
第
一
部
の
第
三
〇
書
簡
に
あ

る
「
ヘ
ー
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
多
様
の
一
者
（
£
ｖ
　
５
Ｌ
ａ
ｄ
＞
£
Ｐ
ｏ
ｖ

Ｅ
ａ
ｕ
Ｔ
ｃ
＾
）
］
　
　
（
Ｓ
ｔ
Ａ
ヨ
゜

８
１
）
と
か
、
『
詩
歌
精
神
の
方
法
論
』
（
一
七
九
九
年
）
で
話
題
の
「
生
き
た
統
一
に
お

け
る
調
和
あ
る
対
立
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｚ
ｔ
ｅ
　
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ

Ｅ
ｉ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｖ
.
２
６
０
）
と
か
、
ま
た
一
七
九
八
年
十
二
月
二
十
四
日
付
シ
ン
ク

レ
ー
ア
宛
書
簡
の
次
の
一
節
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
３
０
１
）
。

か
く
し
て
ま
た
そ
れ
故
に
次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
各
個
が
全
体
と
親
密
に

結
び
つ
き
、
こ
の
各
個
と
全
体
と
の
両
者
が
唯
一
の
生
き
た
全
体
を
形
遣
る
。
だ

が
こ
の
全
体
は
徹
底
し
て
個
別
化
（
ｄ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
　
ｕ
乱
ｄ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
　
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｉ
ｒ
ｔ
）
さ

れ
、
こ
の
個
別
の
全
く
独
立
し
た
諸
部
分
か
ら
成
り
立
ち
、
し
か
も
こ
の
諸
部
分

は
正
に
か
く
親
密
（
｛
～
耐
｝
に
永
遠
（
回
片
）
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

殊
に
芸
術
の
領
域
で
話
題
の
観
点
は
留
意
さ
れ
、
先
輩
シ
ラ
ー
も
一
七
九
三
年
二
月
二

十
三
日
付
ケ
ル
ナ
ー
宛
書
簡
、
所
謂
カ
リ
ア
ー
ス
書
簡
に
お
け
る
風
景
論
で
、
「
全
体
」

が
「
各
個
の
自
由
（
甲
・
日
の
屎
）
の
成
果
」
た
る
べ
き
こ
と
を
説
き
、
「
或
る
風
景
に

収
ま
る
も
の
は
皆
（
と
↑
の
・
）
、
全
体
に
関
連
さ
せ
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
す
が
、
そ
の
中

の
各
個
物
は
皆
（
匹
↑
謡
回
～
の
↑
罵
）
そ
れ
自
身
に
固
有
の
規
則
の
下
に
立
ち
、
そ
れ

自
身
に
固
有
の
意
志
に
従
う
風
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
る
（
4
3
）
。
ま
た

『
ド
イ
ツ
建
築
術
に
つ
い
て
』
（
一
七
七
二
年
）
で
ゲ
ー
テ
も
眼
前
に
聳
え
る
シ
ュ
ト
ラ
ー

ス
ブ
ル
ク
大
聖
堂
に
つ
い
て
、
「
あ
た
か
も
永
遠
な
自
然
の
業
の
ご
と
く
、
極
め
て
些



細
な
筋
一
本
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
形
姿
（
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｔ
）
で
あ
り
、
す
べ
て

が
全
体
を
目
指
し
て
い
る
」
（
Ｈ
Ａ
　
Ｘ
Ｉ
Ｉ
.
１
２
）
と
驚
嘆
し
、
同
様
の
こ
と
を
語
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●
●
・
一
　
　
●
・
●
●
●
●

る
。
一
応
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
も
以
上
の
各
個
と
全
体
の
調
和
あ
る
対
立
を
創
作
で
実
現
し

よ
う
と
す
る
。
だ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
が
示
す
よ
う
に
、

究
極
は
「
威
厳
あ
る
悲
劇
形
式
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｈ
ｒ
w
i
i
ｒ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
m
）
」
に
あ
り
、

詩
人
は
一
七
九
九
年
七
月
三
日
付
ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
書
簡
で
、
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
論

じ
て
い
る
。
「
か
く
し
て
詩
歌
諸
形
式
の
う
ち
最
も
厳
格
な
（
悲
劇
）
形
式
が
あ
り
、

こ
れ
が
焦
眉
の
急
と
し
て
目
指
す
点
は
、
い
か
な
る
飾
り
気
も
な
く
、
各
個
が
固
有
の

全
体
（
の
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
）
を
な
す
濁
り
な
き
偉
大
な
諸
音
調
が
十
中
八
九
、
諧
調

な
し
て
転
移
し
つ
つ
進
展
す
る
こ
と
な
の
だ
。
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
こ
留
）

　
こ
う
し
て
後
に
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
悲
劇
祝
祭
に
お
い
て
共
和
精
神
も
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
る
。
目
下
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と
の
関
連
で
そ
れ
は
詩
人
と
の
親
睦
に
ま
ず
確

か
め
ら
れ
た
。
次
は
詩
人
の
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
商
会
経
営
を
考
え
あ
わ
せ
、
こ
こ
に

も
一
種
の
共
和
精
神
を
探
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
分
析
の
た
め
の
資
料
と
し
て
は
、
一
八

二
〇
年
に
始
め
て
設
立
さ
れ
た
統
計
・
地
誌
局
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
-
Ｔ
ｏ
ｐ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ

Ｂ
ｕ
ｒ
ｅ
ａ
ｕ
）
が
一
八
三
二
年
に
刊
行
し
た
『
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ペ
ル
ク
年
鑑
（
Ｗ
ｉ
ｉ
ｒ
ｔ
ｔ
e
m
-

ぼ
ｒ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
　
）
」
に
収
め
ら
れ
た
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
王
国
内
工
場
目
録

（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉ
Ｃ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
l
m
　
Ｋ
ｏ
ｎ
ｉ
ｇ
ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
　
Ｗ
ｉ
ｉ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
　
ｂ
ｅ
ｆ
ｉ
乱
↑
ｌ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
　
Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ

ｕ
乱
Ｍ
ａ
～
に
ぼ
回
～
）
」
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
工
場
目
録
」
か
ら
は
、

「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
絨
毯
毛
織
物
商
会
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｆ
ｕ
Ｂ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
-
　
ｕ
乱
Ｗ
ｏ
Ｕ
Ｉ

Ｓ
回
回
目
乱
に
品
）
」
に
関
し
て
次
の
こ
と
が
解
か
る
。

製
品
は
絨
毯
。
工
場
内
労
働
者
な
く
、
工
場
外
労
働
者
八
名
。
商
会
設
立
一
七
九

こ
こ
に
言
う
商
会
の
製
品
で
あ
る
「
絨
毯
（
『
巨
応
召
寸
回
』
」
の
製
作
に
は
、
確
か
に

相
当
な
高
度
の
技
術
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
「
工
場
外
労
働
者
八

　
一
五
　
（
1
5
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
二
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

名
」
と
し
て
は
、
織
物
職
人
の
親
方
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
を
想
定
す
る
の
が
適
切
で

あ
ろ
う
。
実
際
こ
の
よ
う
に
在
来
の
手
仕
事
職
人
と
新
興
の
資
産
家
と
が
手
を
結
ん
で

い
た
当
時
一
八
〇
〇
年
頃
の
経
営
形
態
を
、
社
会
経
済
史
の
上
で
は
「
問
屋
制
度

（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
ｓ
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ヨ
）
」
と
呼
び
、
「
個
々
の
独
立
し
た
手
工
業
（
コ
Ｑ
乱
１
の
み
）
と
工
場

制
手
工
業
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｋ
ｔ
ｕ
こ
と
の
間
に
位
置
す
る
資
本
主
義
の
発
展
段
階
（
4
6
）
」
と

看
倣
し
て
い
る
。
つ
ま
り
資
本
主
義
勃
興
期
に
、
こ
れ
は
殊
に
話
題
の
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ペ

ル
ク
な
ど
西
南
ド
イ
ツ
で
見
受
け
ら
れ
た
経
営
形
態
で
あ
り
、
決
し
て
大
規
模
な
工
場

へ
の
集
中
形
態
で
は
な
い
。

　
従
っ
て
世
紀
の
変
わ
り
目
一
七
九
七
年
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
商

会
」
に
お
い
て
は
、
資
産
家
で
あ
っ
た
経
営
主
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ー
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
に

対
し
八
名
の
手
工
業
職
人
が
全
き
従
属
関
係
に
立
た
ず
、
各
々
個
人
が
親
方
と
し
て
固

有
の
在
り
方
を
保
持
し
な
が
ら
、
更
に
雇
用
職
人
と
の
関
係
を
も
含
め
て
、
相
互
に
調

和
あ
る
対
立
の
様
を
呈
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
想
像
さ
れ
る
。
少
く
と
も
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
第
三
切
に
映
る
労
働
者
の
姿
が
、
こ
の
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。

満
ち
足
り
て
家
路
を
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
歩
み
ゆ
く

　
　
人
々
。

更
に
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
商
会
」
を
、
工
場
制
手
工
業
の
中
で
分
類
し
て
み
よ
う
。
す
る

と
労
働
集
中
管
理
を
旨
と
す
る
中
央
集
権
型
の
’
「
集
合
工
場
」
よ
り
、
そ
れ
は
む
し
ろ

「
多
数
の
労
働
者
が
結
構
に
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
」
と
言
わ
れ
る
「
分
散
工
場
」
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
分
類
は
マ
ル
ク
ス
著
『
資
本
論
』
第
一
巻
（
一
八
六
七
年
）
第
七
篇

「
資
本
の
蓄
積
過
程
」
の
第
二
四
章
「
い
わ
ゆ
る
本
源
的
蓄
積
」
に
あ
る
。

幾
百
の
人
々
が
一
人
の
経
営
主
の
下
で
働
く
大
規
模
工
場
を
、
通
常
は
集
合
工
場

（
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｉ
ｇ
ｔ
ｅ
　
Ｍ
ａ
～
に
ｋ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｎ
）
と
呼
ん
で
い
る
。
…
　
こ
の
集
合
工
場
（
回
ｅ

ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｉ
ｇ
ｔ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｋ
）
は
一
人
あ
る
い
は
二
人
の
企
業
家
に
巨
万
の
富
を
も
た



　
一
六
　
（
1
6
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

ら
す
。
…
　
他
方
、
分
散
工
場
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｋ
）
で
は
誰
か
一
人
が
富
む

の
で
は
な
く
て
、
多
数
の
労
働
者
が
結
構
に
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
の
で
あ
る
（
4
6
）
。

確
か
に
『
資
本
論
』
で
の
精
緻
な
分
析
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
『
百
科
全
書

（
図
回
回
↑
ｏ
趾
聴
・
）
』
第
一
〇
巻
（
一
七
六
五
年
）
の
「
工
場
制
手
工
業
」
の
項
で
、
ほ

ぼ
百
年
前
に
「
集
合
工
場
【
】
く
［
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
　
ｕ
ｒ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｉ
ｅ
］
」
に
関
し
て
、
「
こ
の
大
工
場

（
間
～
乱
の
ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
）
で
は
、
鐘
を
叩
く
一
撃
の
下
に
全
て
が
執
り
行
な
わ
れ

（
ｔ
ｏ
ｕ
ｔ
　
ｓ
ｅ
　
ｆ
ａ
ｉ
ｔ
　
ａ
ｕ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｐ
　
ｄ
ｅ
　
ｃ
ｌ
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
）
、
職
人
は
一
層
と
拘
束
さ
れ
手
荒
く
扱
わ
れ

て
い
る
。
」
と
、
巧
み
な
比
喩
で
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
他
方
ま
た
「
分
散
工
場

（
Ｍ
ａ
ｎ
氏
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｉ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｅ
）
ト
に
っ
い
て
も
、
「
こ
の
小
工
場
（
ｔ
・
嘩
に
窟
片
～
ぽ
）

で
は
、
職
人
が
親
方
の
仲
間
（
～
目
旨
乱
の
）
で
あ
り
、
親
方
と
は
同
僚
（
・
～
貪
匹
）

と
の
如
く
生
活
す
る
」
と
物
語
ら
れ
て
い
る
（
4
7
）
ｏ
　
こ
の
よ
う
に
「
集
合
工
場
」
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
・
・
・

央
集
権
型
画
一
的
専
制
が
、
「
分
散
工
場
」
の
共
和
精
神
と
好
対
称
を
な
す
。
そ
し
て

取
り
も
直
さ
ず
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
絨
毯
毛
織
物
商
会
」
が
、
正
に
こ
の
「
分
散
工
場
」

の
一
形
態
と
看
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
前
掲
の
『
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ペ
ル
ク
年
鑑
』
所
収
の
「
工
場
目
録
」
か
ら
、
「
ラ
ン
ダ
ウ

ェ
ル
商
会
」
の
設
立
が
「
一
七
九
七
年
」
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
た
。
こ
の
設
立
時
期

は
当
該
の
西
南
ド
イ
ツ
の
領
邦
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
に
お
い
て
は
決
し
て
遅
い
も
の

で
な
い
。
む
し
ろ
当
地
方
の
資
本
主
義
勃
興
期
を
代
表
す
る
先
駆
的
企
業
と
し
て
、

「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
商
会
」
が
「
一
七
九
七
年
」
に
創
設
さ
れ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
例

え
ば
話
題
の
「
工
場
目
録
」
に
よ
る
と
、
こ
の
一
七
九
七
年
よ
り
も
早
く
設
立
さ
れ
た

企
業
が
、
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
見
い
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
「
ラ
ン
ダ

ウ
ェ
ル
商
会
」
が
手
工
業
か
ら
工
場
制
手
工
業
へ
と
進
展
す
る
産
業
革
命
に
先
駆
け
て

創
設
さ
れ
た
こ
と
が
肯
け
る
。
実
は
こ
の
産
業
革
命
の
初
期
は
、
一
七
八
九
年
勃
発
の

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
余
波
を
受
け
た
政
治
革
命
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
共
和
国
実
現
が
企
図
さ

れ
た
頃
で
も
あ
る
。
や
が
て
産
業
革
命
は
十
九
世
紀
と
な
る
と
政
治
革
命
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
一
八
三
〇
年
の
七
月
革
命
、
更
に
は
一
八
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
二
月
革
命
と
ド

イ
ツ
三
月
革
命
へ
と
、
市
民
社
会
形
成
は
既
成
の
封
建
制
中
央
集
権
に
丸
く
収
ま
っ
た

専
制
の
殻
を
破
り
、
新
た
な
調
和
あ
る
対
立
を
実
現
す
べ
く
議
会
制
民
主
主
義
共
和
国

ド
イ
ツ
（
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｋ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
を
目
指
し
実
質
あ
る
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
。

こ
れ
に
先
駆
け
ド
イ
ツ
で
は
本
論
が
述
べ
た
よ
う
に
、
バ
ッ
ハ
や
カ
ン
ト
た
ち
才
人
の

努
力
も
加
わ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
王
朝
ブ
ル
ボ
ン
風
の
専
制
が
十
八
世
紀
末
に
大
打
撃

を
被
る
。

九
八

九
九

一
〇
〇

一
〇
一

一
〇
二

偉
大
な
る
収
穫
の
日
が
始
ま
り
、

暴
君
の
座
（
が
ぶ
～
の
目
～
に
の
）
は
朽
ち
、

暴
君
の
奴
隷
（
づ
ぷ
目
ｏ
沁
目
２
　
芯
）
が
徽
る
と
、

わ
が
同
胞
は
英
雄
の
如
く
集
い
。

ド
イ
ツ
の
血
と
祖
国
愛
が
燃
え
る
。

一
七
九
二
年
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
『
自
由
へ
の
讃
歌
』
終
結
部
で
こ
う
歌
う
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
.

１
４
２
）
。
や
が
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
英
雄
交
響
曲
』
（
一
八
〇
四
年
）
も
高
ら
か
に

響
き
、
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
俗
物
と
し
て
見
下
さ
れ
る
の
も
間
近
で
あ
る
。

　
本
論
の
関
心
は
当
面
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
を
念
頭
に
置
き
、
近
世
ド
イ
ツ
産
業
革
命
に
お

け
る
経
済
面
へ
と
向
け
ら
れ
る
。
す
で
に
文
化
面
で
は
一
八
〇
〇
年
頃
に
統
一
が
ド
イ

ツ
に
あ
り
、
母
国
語
に
よ
る
哲
学
や
詩
歌
、
そ
れ
に
古
典
派
ド
イ
ツ
音
楽
な
ど
の
成
果

が
、
何
ら
異
国
文
化
に
依
存
せ
ぬ
固
有
の
充
実
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
経
済
や
政
治

の
面
で
は
、
小
邦
分
立
（
Ｋ
回
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
）
ゆ
え
に
現
実
上
ま
と
ま
り
の
悪
い
情
勢

を
示
し
て
い
た
。
辛
く
も
政
治
上
の
小
ド
イ
ツ
統
一
は
一
八
七
〇
年
に
軍
事
力
に
よ
り

漸
く
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
経
済
上
の
ま
と
ま
り
は
一
八
三
三
年

に
成
立
し
た
関
税
同
盟
（
Ｚ
ｏ
Ｕ
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
）
が
翌
一
八
三
四
年
か
ら
一
八
六
七
年
に
か
け

て
実
効
を
増
し
て
ゆ
く
経
過
を
目
安
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
当
時
は
ド
イ

ツ
と
一
言
で
云
っ
て
も
小
邦
分
立
の
時
代
で
あ
り
、
今
日
ド
イ
ツ
と
称
す
る
国
土
は
凡

そ
三
百
程
に
も
亙
る
政
治
単
位
に
分
か
れ
、
こ
の
う
ち
五
十
程
の
帝
国
自
由
都
市
を
除



く
二
百
五
十
程
が
領
邦
国
家
で
あ
り
、
合
計
こ
の
三
百
程
が
各
々
独
自
の
関
税
を
物
品

に
か
け
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
従
っ
て
ド
イ
ツ
の
中
を
商
品
が
流
通
す
る
と
な
る
と
、

幾
重
に
も
亙
る
関
税
の
網
の
目
に
捕
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
小
邦
を
経
る
毎
に
商
品

が
割
高
と
な
り
経
済
流
通
が
悪
く
な
る
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
現
状
で
得
を
し
て
い
た
の
が
、
北
海
に
面
し
て
い
た
ハ
ン
ザ
都
市
の
富
豪
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
海
上
で
は
内
陸
で
の
よ
う
に
関
税
が
か
か
ら
ず
に
商
品
が
運
べ
、

何
よ
り
ま
ず
先
進
工
業
国
イ
ギ
リ
ス
の
織
物
製
品
が
ハ
ン
ザ
都
市
に
は
容
易
に
入
手
で

き
た
。
そ
し
て
織
物
工
業
製
品
に
対
し
て
は
、
東
欧
に
か
け
て
の
内
陸
穀
倉
地
帯
か
ら

農
奴
制
や
大
農
地
主
（
け
沁
宍
）
支
配
の
下
で
の
安
価
な
農
作
物
や
畜
産
製
品
を
交

易
の
た
め
運
ん
で
来
れ
ば
良
く
、
こ
の
後
進
農
業
地
帯
と
先
進
工
業
国
と
の
間
を
仲
介

す
る
中
継
貿
易
で
、
北
海
ハ
ン
ザ
都
市
の
富
豪
は
栄
え
て
い
た
。
す
で
に
言
及
し
た

『
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
』
に
登
場
す
る
都
市
貴
族
も
こ
の
類
で
あ
る
。
か
く
し

て
中
継
ハ
ン
ザ
海
外
貿
易
を
軸
と
し
た
経
済
活
動
は
、
一
方
で
工
業
先
進
国
の
繁
栄
を

一
層
と
助
長
し
、
飛
躍
的
産
業
発
展
を
大
英
帝
国
に
専
ら
約
束
す
る
と
と
も
に
、
他
方

で
は
内
陸
部
で
の
旧
封
建
体
制
の
温
床
た
る
農
業
優
位
を
決
定
な
ら
し
め
、
内
陸
ド
イ

ツ
独
自
の
産
業
革
命
の
進
展
を
阻
む
も
の
と
な
る
。
こ
の
点
は
前
述
の
『
ド
イ
ツ
の
現

状
』
（
一
八
四
七
年
）
で
エ
ン
グ
ル
ス
が
批
判
し
た
「
農
業
の
優
位
」
を
考
え
併
せ
れ

ば
一
層
と
納
得
で
き
る
。
繰
り
返
す
と
こ
う
な
る
。
「
イ
ギ
リ
ス
は
農
産
物
を
全
く
輸

出
し
て
お
ら
ず
、
絶
え
ず
外
国
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
　
こ
の
仏
英
両

国
の
富
の
源
泉
は
就
ん
ず
く
工
業
製
品
の
輸
出
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
は
工

業
製
品
を
ほ
と
ん
ど
輸
出
し
て
お
ら
ず
、
夥
し
い
穀
物
、
羊
毛
、
家
畜
を
輸
出
し
て
い

る
。
…
　
農
業
の
政
治
上
の
代
表
は
、
他
の
欧
州
諸
国
と
同
様
ド
イ
ツ
で
も
、
大
土
地

所
有
者
た
る
封
建
貴
族
で
あ
り
、
こ
の
貴
族
の
専
制
支
配
に
適
う
政
治
形
態
が
封
建
制

で
あ
る
。
」
こ
こ
で
エ
ン
グ
ル
ス
は
封
建
貴
族
（
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
　
ｆ
ｅ
乱
匹
・
）
に
の
み
言

及
し
て
い
る
が
、
更
に
只
今
話
題
と
し
た
ハ
ン
ザ
都
市
の
富
豪
た
ち
都
市
貴
族

（
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
　
ｃ
ｉ
ｖ
日
巳
を
も
含
み
置
く
と
、
封
建
制
の
温
床
た
る
「
農
業
の
優
位
」

と
と
も
に
、
中
継
ハ
ン
ザ
海
外
貿
易
に
根
ざ
し
た
両
貴
族
の
勢
力
が
、
内
陸
ド
イ
ツ
独

　
一
七
　
（
1
7
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

自
の
工
業
発
展
を
阻
み
、
仏
英
な
ど
産
業
先
進
国
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
後
進
性
を
裏
付

け
、
こ
れ
ら
諸
外
国
と
ド
イ
ツ
と
の
経
済
面
に
お
け
る
調
和
あ
る
対
立
へ
の
努
力
に
水

を
差
す
障
壁
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
解
か
る
。

　
こ
の
脈
絡
で
興
味
深
く
思
わ
れ
る
の
が
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
の
都
市
像
が
形

造
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
八
〇
〇
年
秋
十
一
月
初
旬
に
公
刊
さ
れ
た
政
治
論
文
、
フ
ィ
ヒ

テ
著
『
封
鎖
商
業
国
家
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｅ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｓ
ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｔ
）
』
で
あ
る
。
一
見
こ

の
書
名
「
鎖
国
」
は
「
開
国
」
と
比
べ
る
時
、
自
由
な
通
商
を
拒
む
時
代
後
れ
の
考
え

を
論
述
し
た
著
作
を
思
わ
せ
る
。
確
か
に
当
時
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
も
併
合
（
一
八
〇
一

年
）
し
、
海
外
植
民
地
争
奪
戦
に
勝
ち
ど
き
を
挙
げ
て
い
た
大
英
帝
国
の
高
度
経
済
成

長
を
積
極
的
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
通
商
の
自
由
へ
と
開
国
を
促
進
し
な
い
政
治
論
は

反
動
と
映
じ
る
以
外
に
術
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
或
る
見
え
ざ
る
手
に
よ
り
導
か
れ

（
↑
亀
邱
自
昨
乱
ｓ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ
　
ｈ
ａ
乱
）
」
（
ス
ミ
ス
『
国
家
論
』
　
一
七
七
六
年
、
第
四
書
、

第
二
章
）
て
、
巧
妙
に
繰
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
自
由
放
任
（
昨
回
零
‐
に
ｉ
）
の

経
済
活
動
こ
そ
「
諸
国
民
の
富
（
弓
回
詞
・
９
　
ｔ
ｈ
　
ｏ
ｆ
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）
（
恕
）
の
源
泉
と
考

え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
旨
を
カ
ン
ト
も
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
（
一
七
九
五
年
）

補
遺
第
一
　
「
永
遠
平
和
保
証
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
主
張
す
る
（
ｙ
Ｈ
ベ
コ
こ
品
）
。

そ
れ
は
商
業
精
神
令
［
ａ
乱
ｅ
ｌ
ｓ
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
］
で
あ
り
、
こ
の
精
神
は
戦
争
と
共
存
し
得

ず
、
そ
し
て
早
晩
ど
の
国
民
を
も
支
配
す
る
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
内
陸
東
欧
の
穀
倉
地
帯
と
大
英
帝
国
産
工
業
製
品
と
の
中
継
貿
易
で
栄
え
て

い
た
海
港
都
市
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
在
住
の
カ
ン
ト
が
、
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」
「
商

業
精
神
」
を
肯
定
し
た
の
も
不
思
議
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
内
陸
ド
イ
ツ

の
領
邦
ザ
ク
セ
ン
の
寒
村
に
貧
し
い
職
工
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
商

業
精
神
」
に
よ
る
資
本
主
義
が
正
に
帝
国
主
義
へ
と
つ
な
が
り
、
「
永
遠
平
和
の
た
め

に
」
な
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
「
こ
の
精
神
が
戦
争
と
共
存
」
す
る
と
指
摘
し
、
こ
こ

に
「
偏
く
見
受
け
ら
れ
る
密
や
か
な
商
業
戦
争
　
（
巴
貧
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
　
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ



　
一
八
　
（

1
8
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

コ
Ｑ
乱
・
↑
か
た
詣
）
」
を
見
る
。
こ
れ
は
『
商
業
封
鎖
国
家
』
（
一
八
〇
〇
年
）
第
二
書
の

第
六
章
で
あ
る
（
Ｆ
Ｗ
　
１
１
１
.
４
６
８
）
。

　
　
こ
の
密
や
か
な
商
戦
は
暴
力
行
為
へ
と
つ
な
が
る
。
…
　
相
争
う
商
業
利
害
関
係

　
　
が
し
ば
し
ば
諸
々
の
戦
争
の
真
の
原
因
で
あ
る
。

単
に
「
商
業
利
害
関
係
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｓ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
）

Ｊ
と
言
っ
て
も
抽
象
的
だ
が
、
こ
こ

で
先
程
か
ら
話
題
と
し
た
大
英
帝
国
の
経
済
発
展
に
軍
事
拡
張
が
伴
な
っ
て
い
た
点
を

顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
無
制
限
の
自
由
放
任
な
商
業
精
神
を
否
定
的
に
見
直
し
、
あ
え
て

「
鎖
国
」
を
説
く
フ
ィ
ヒ
テ
の
主
張
に
一
理
あ
る
こ
と
が
解
か
る
。
殊
に
エ
ン
グ
ル
ス

の
批
判
し
た
「
農
業
の
優
位
」
が
内
陸
ド
イ
ツ
に
封
建
制
の
残
存
す
る
温
床
と
な
り
、

し
か
も
ド
イ
ツ
が
言
わ
ば
大
英
帝
国
の
商
業
資
本
の
植
民
地
と
し
て
後
進
地
域
に
甘
ん

じ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
『
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
』
第
十
三
講
（
一
八

〇
八
年
）
で
フ
ィ
ヒ
テ
が
、
「
ド
イ
ツ
人
相
互
の
一
致
と
と
も
に
、
国
内
の
独
自
性
と

国
内
商
業
の
自
立
（
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｈ
ａ
乱
の
ｌ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｂ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｉ
ｇ
ｋ
　
ｅ
ｉ
ｔ
）

か
そ
れ
に
次
ぐ
繁
栄
へ
の
道
な
の
で
あ
る
。
」
（
Ｆ
Ｗ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
４
６
７
）
と
力
説
し
た
の
も
、

観
念
で
な
く
現
実
で
あ
っ
た
と
看
倣
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
述
の
北
海
ハ
ン
ザ
と
内
陸

ド
イ
ツ
と
の
対
立
か
ら
考
え
る
と
、
「
Ｉ
イ
ツ
国
内
の
独
自
性
と
国
内
商
業
の
自
立
」

を
生
み
出
す
母
胎
と
し
て
、
ド
イ
ツ
内
部
で
の
関
税
の
撤
廃
と
内
地
工
業
の
保
護
育
成

こ
そ
が
、
ド
イ
ツ
産
業
発
展
を
約
束
す
る
具
体
策
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
か
ら
で
あ
る
。

　
正
に
こ
の
連
関
に
お
い
て
、
内
陸
ド
イ
ツ
の
新
興
企
業
家
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
姿
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
一
七
九
七
年
に
創
設
さ
れ
た
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
絨
毯

毛
織
物
商
会
」
の
発
展
に
と
り
、
取
り
も
な
お
さ
ず
ド
イ
ツ
内
部
で
の
関
税
の
撤
廃
と

内
地
工
業
の
保
護
育
成
こ
そ
が
鍵
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
果
し
て
実
際
十
九
世
紀
ド
イ

ツ
史
の
現
実
は
こ
の
方
向
を
と
り
、
次
第
に
ハ
ン
ザ
都
市
の
中
継
貿
易
の
意
義
は
失
な

わ
れ
て
ゆ
き
、
そ
の
都
市
貴
族
は
『
フ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
』
に
描
か
れ
た
当
家

の
よ
う
に
没
落
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
こ
の
際
十
九
世
紀
を
通
じ
、
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
が

促
進
さ
れ
、
や
が
て
ド
イ
ツ
も
仏
英
に
追
い
つ
か
ん
ば
か
り
の
先
進
工
業
国
に
成
長
し

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
展
開
に
と
も
な
う
産
業
革

命
の
躍
進
に
つ
れ
、
旧
来
の
中
継
ハ
ン
ザ
海
外
貿
易
を
動
脈
と
し
た
経
済
構
造
が
崩
れ

て
ゆ
き
、
こ
れ
と
と
も
に
内
陸
ド
イ
ツ
独
自
の
工
業
発
展
の
時
代
が
到
来
す
る
。
こ
の

新
た
な
時
代
に
先
が
け
一
七
九
七
年
に
、
「
思
慮
深
い
家
長
」
が
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
商

会
」
を
設
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
久
し
く
中
継
ハ
ン
ザ
海
外
貿
易
を
主
軸
と
し
て
、

ド
イ
ツ
に
は
産
業
先
進
国
か
ら
織
物
な
ど
工
業
製
品
が
内
陸
か
ら
の
農
畜
産
物
と
引
き

換
え
に
流
入
し
、
ド
イ
ツ
は
言
わ
ば
大
英
帝
国
の
植
民
地
た
る
工
業
後
進
国
に
甘
ん
ぜ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
新
た
な
ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
進
展
ず
る
時
代
に
は
、

経
済
上
の
こ
の
専
制
を
砕
き
、
仏
英
な
ど
工
業
先
進
国
と
の
経
済
面
に
お
け
る
調
和
あ

る
対
立
を
目
指
し
、
ド
イ
ツ
国
内
産
業
が
育
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
こ
の
産
業
革
命

の
力
が
、
先
に
エ
ン
グ
ル
ス
の
い
う
「
貴
族
の
専
制
支
配
」
た
る
「
封
建
制
が
解
体
」

す
る
母
胎
と
な
り
、
同
時
に
市
民
社
会
形
成

ン
と
葡
萄
酒
』
第
四
句
に
読
ん
だ
思
慮
深
い

の
原
動
力
と
な
っ
て
ゆ
く
。
本
論
が
『
パ

家
長
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
姿
は
、
こ
の
よ
う

な
十
九
世
紀
資
本
主
義
西
欧
市
民
社
会
形
成
へ
の
展
望
の
下
に
、
一
層
と
意
義
深
く
映

じ
て
く
る
。
実
際
ド
イ
ツ
文
学
史
上
の
稀
有
の
詩
才
を
も
温
か
く
包
容
で
き
た
実
務
家

ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
力
量
は
、
恐
ら
く
経
済
活
動
に
お
い
て
十
分
巾
広
い
視
野
と
遠
い
将

来
へ
の
見
通
し
の
下
に
発
揮
さ
れ
た
事
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
留
意
し
た
「
政
治
上
ラ

ン
ダ
ウ
ェ
ル
も
ま
た
共
和
主
義
者
で
あ
り
民
主
主
義
者
で
あ
っ
た
」
と
い
う
点
に
関
し

て
は
、
こ
こ
で
宮
廷
と
結
託
せ
ず
市
民
層
と
と
も
に
未
来
を
指
し
た
豪
商
を
想
定
し
て

み
よ
う
。
す
る
と
未
だ
経
済
成
長
な
き
封
建
制
下
十
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
宮
廷
ユ
ダ

ヤ
人
｛
｝
｛
ｏ
と
乱
・
｝
の
悲
劇
が
対
比
さ
れ
る
。
そ
れ
は
し
か
も
話
題
の
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ

ム
ベ
ル
ク
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
豪
商
ヨ
ゼ
フ
ー
ジ
ュ
ス
ー
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
は
宮
廷
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
重
用
さ
れ
、
枢
密
財
政
顧
問
官
（
Ｇ
ｅ
ｈ
　
ｅ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ

Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ｉ
ｅ
ｎ
ｒ
ａ
ｔ
）
に
ま
で
出
世
す
る
。
だ
が
人
々
の
羨
望
の
的
と
な
り
、
挙
げ
句
の
末

は
政
権
交
代
を
機
に
一
七
三
八
年
二
月
四
日
に
、
公
衆
の
面
前
で
絞
首
刑
に
さ
れ
て
し

ま
う
。
当
時
は
恐
ら
く
宮
廷
に
取
り
入
る
の
が
、
豪
商
の
実
力
を
発
揮
す
る
最
も
有
効



な
道
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
勃
発
し
た
後
の
ド

イ
ツ
産
業
革
命
草
創
期
に
は
事
情
が
異
な
り
、
毛
織
物
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
よ
う
に

生
育
し
発
展
す
る
市
民
社
会
と
歩
み
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
稀
有
の
詩
才
を
も
庇
護
し

得
た
豪
商
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
（
4
9
）
ｏ

　
　
　
　
●
・
・
●
●
・

　
故
に
思
慮
深
い
家
長
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
が
、
在
来
の
啓
蒙
期
に
お
け
る
封
建
的
専
制
支

配
、
い
わ
ゆ
る
啓
蒙
専
制
の
（
家
父
長
的
統
治
Ｃ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
」
に
組

す
る
と
は
考
え
難
い
。
な
ぜ
な
ら
カ
ン
ト
が
『
「
理
論
上
は
正
し
く
と
も
実
践
で
役
に

立
た
ぬ
」
と
い
う
俗
説
に
つ
い
て
』
（
一
七
九
三
年
）
と
題
し
た
論
文
で
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
れ
こ
そ
正
に
「
考
え
ら
れ
る
限
り
最
大
の
専
制
支
配
」
に
他
な
ら
ぬ
か
ら

で
あ
る
（
ｙ
司
だ
同
胞
？
諮
↑
）
。

言
わ
ば
子
供
た
ち
に
対
す
る
家
父
長
権
の
よ
う
な
、
国
民
に
対
す
る
好
意

（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
w
ｏ
Ｕ
ｅ
已
の
原
理
に
基
づ
く
が
如
き
統
治
、
す
な
わ
ち
家
父
長
的
統
治

Ｃ
ｉ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｕ
m
　
ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
ｅ
）
で
は
、
従
っ
て
臣
民
が
、
自
ら
に
と
り
真
に
何
か
有

益
か
有
害
か
を
判
断
で
き
ぬ
未
成
年
の
子
供
同
然
で
、
全
く
受
動
的
に
振
舞
わ
ざ

る
を
得
ず
、
い
か
に
幸
福
た
る
べ
き
か
に
関
し
て
は
専
ら
国
家
元
首
の
判
断
を
、

ま
た
こ
の
元
首
が
何
を
欲
し
よ
う
と
も
専
ら
そ
の
親
切
を
期
待
す
る
の
み
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
家
父
長
的
統
治
は
、
考
え
ら
れ
る
限
り
最
大
の
専
制
支
配
（
ｄ
ｅ
ｒ

回
富
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｂ
ａ
ｒ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
　
で
あ
る
。

政
治
上
の
み
な
ら
ず
経
済
面
に
お
い
て
も
「
共
和
主
義
者
で
あ
り
民
主
主
義
者
」
で
あ

り
得
た
「
思
慮
深
い
家
長
」
は
、
旧
体
制
下
で
の
啓
蒙
専
制
に
具
現
さ
れ
た
「
家
父
長

的
統
治
」
に
代
わ
る
新
た
な
人
倫
統
治
の
あ
り
方
を
求
め
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の

要
請
に
応
え
る
政
治
上
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
下
で
の
王
制
廃
止
。

　
　
　
　
　
・
・
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ロ
チ
ッ

す
な
わ
ち
共
和
制
樹
立
（
一
七
九
二
年
九
月
）
と
旧
ブ
ル
ボ
ン
王
ル
イ
斬
首
（
一
七
九

三
年
一
月
）
で
あ
っ
た
。
殊
に
諸
外
国
の
「
家
父
長
的
統
治
」
が
皆
こ
の
共
和
国
フ
ラ

ン
ス
を
敵
視
し
、
反
動
勢
力
と
し
て
結
託
し
王
政
復
古
を
目
指
し
た
結
果
、
四
面
楚
歌

　
一
九
　
（
1
9
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

の
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
祖
国
（
写
寸
邑
の
た
め
に
自
ら
進
ん
で
抗
戦
し
た
。
つ
ま
り
心

の
内
か
ら
の
必
然
に
よ
り
、
何
ら
「
家
父
長
」
の
命
令
に
依
存
し
な
い
「
祖
国
的
統
治

（
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
」
が
、
こ
こ
に
誕
生
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
家
父
長
的
統
治
」
を
専
制
と
断
じ
た
カ
ン
ト
が
、
『
俗
説
に
つ
い
て
』
の
論
文
で
称
揚

す
る
の
も
、
こ
の
（
祖
国
的
統
治
會
ｎ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｕ
m
　
ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
m
）
」
で
あ
る
（
ｙ
Ｈ

だ
｛
に
β
｝
。

　
　
家
父
長
的
な
ら
ざ
る
祖
国
的
統
治
（
ｉ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｕ
m
　
　
　
ｎ
～
ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
ｅ
｡
　
　
　
ｓ
乱

　
　
ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
m
）
の
み
が
正
に
、
諸
権
利
の
資
格
あ
る
市
民
の
た
め
、
同
時
に
統

　
　
治
者
の
好
意
を
顧
慮
し
て
考
え
出
さ
れ
得
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
祖
国
的

　
　
（
ｔ
ぽ
に
ｏ
訃
９
　
）
と
は
、
つ
ま
り
国
民
の
誰
も
が
（
国
家
元
首
も
例
外
と
せ
ず
）

　
　
公
共
体
を
母
な
る
懐
と
、
あ
る
い
は
国
土
を
父
な
る
大
地
と
看
倣
す
考
え
方
で
あ

　
　
り
、
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た
祖
国
を
誰
も
が
ま
た
言
わ
ば
貴
重
な
遺
産
と
し
て
後
世

　
　
に
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
え
る
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
各
人
が
自
ら
の
諸
権

　
　
利
を
公
共
体
の
（
普
遍
）
意
志
に
拠
る
立
法
に
よ
り
守
る
た
め
で
あ
り
、
決
し
て

　
　
統
治
者
の
無
制
限
な
（
絶
対
）
恣
意
に
従
属
す
る
事
態
を
正
当
と
は
看
倣
さ
な
い

　
　
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
力
説
さ
れ
て
い
る
「
家
父
長
的
な
ら
ざ
る
祖
国
的
統
治
（
冨
ｏ
耳
彫
目
乱
‐

芯
ふ
・
高
し
ｏ
乱
ｅ
ｒ
ｎ
　
ｅ
r
n
e
　
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
Ｊ
ｉ
ｅ
　
Ｋ
ｅ
ｇ
ｉ
　
の
～
品
）
」
の
原
理
は
、
正
に
冒
頭

の
詩
歌
象
徴
「
思
慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）
の
み
な
ら
ず
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
と
い

う
作
品
全
体
の
基
調
と
協
和
し
う
る
指
導
理
念
で
あ
ろ
う
。
殊
に
冒
頭
の
都
市
像
に
関

係
の
深
い
政
治
面
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
｛
に
邨
呂
｝
片
目
）
の
誕
生
と
そ

の
余
波
が
、
そ
れ
と
正
反
対
に
解
体
へ
と
向
か
う
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
断
末
魔
と
睨
み

合
い
、
新
旧
交
代
の
明
暗
を
織
り
な
す
。
「
も
し
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
首
長
）
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
軍
隊
が
勝
利
を
占
め
る
と
、
悪
く
酷
い
時
代
に
な
る
。
王
侯
の
権
力
乱
用

（
Ｍ
ｉ
ｓ
ｂ
ｒ
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
　
｛
町
ｓ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
w
ａ
ｌ
こ
が
甚
し
く
手
に
負
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
お



　
言
　
（
2
0
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

兄
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
信
じ
な
さ
い
／
　
そ
し
て
人
権
の
擁
護
者
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｒ

ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
回
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
　
診
）
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
に
祈
り
な
さ
い
（
回
診
「
目

印
の
『
；
回
〇
呂
巳
。
』
と
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
も
一
七
九
二
年
夏
六
月
に
妹
宛
書
簡

で
述
べ
て
い
る
（
叩
ｙ
ｊ
’
コ
）
。
従
っ
て
「
祖
国
」
の
範
は
亙
解
す
る
旧
封
建
制
帝

国
に
は
な
く
、
革
命
を
遂
行
す
る
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
に
あ
り
、
更
に
は
古
典
古
代
の
民

主
制
都
市
国
家
ア
テ
ー
ナ
イ
に
そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
帝
国
ペ
ル
シ
ア
の
侵

略
に
抗
し
た
マ
ラ
ト
ー
ン
の
戦
士
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
言
葉
ど
お
り
、
「
い
か
な
る
者

の
奴
隷
で
も
な
く
、
ア
テ
ー
ナ
イ
人
は
、
い
か
な
る
者
の
臣
民
で
も
な
い
」
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
脈
絡
か
ら
始
め
て
、
「
祖
国
の
詩
歌
の
崇
高
で
純
粋
な
歓
呼
（
ｄ
ａ
ｓ

ｈ
ｏ
ｈ
ｅ
　
ｕ
乱
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｈ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ

ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｅ
ｅ
）
」
　
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
こ
呂
）

と
い
う
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
葉
（
一
八
〇
三
年
十
二
月
ヴ
ィ
ル
マ
ン
ス
宛
書
簡
）
も
十

分
理
解
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
「
祖
国
の
詩
歌
」
こ
そ
は
、
「
在
来
の
も
の
を
全
て
恥
じ

い
ら
せ
る
志
操
と
思
考
法
の
来
た
る
べ
き
革
命
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｋ
ｉ
ｉ
ｎ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
０
ゴ
に
〇
巳
）

（
前
掲
一
七
九
七
年
一
月
一
〇
日
付
エ
ー
ベ
ル
宛
書
簡
）
に
結
び
つ
き
、
こ
の
祖
国
と

い
う
点
に
お
い
て
、
「
思
慮
深
い
家
長
」
と
歌
わ
れ
た
毛
織
物
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
も

詩
人
に
深
く
か
か
わ
る
「
共
和
主
義
者
で
あ
り
民
主
主
義
者
」
な
の
で
あ
っ
た
。

１叫
噴
泉
と
晩
鐘
（
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｎ
）

　
今
ま
で
扱
っ
た
第
九
句
の
「
若
き
日
を
偲
び
つ
つ
」
ま
で
、
詩
想
は
安
ら
ぎ
に
向
か
っ

て
い
た
。
『
パ
ン
。
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
の
都
市
像
に
見
ら
れ
る
「
・
：
安
ら
う
・
：
安
ら
ぎ
・
：

安
ら
う
」
は
、
引
き
続
く
第
七
句
か
ら
詩
想
が
主
情
の
色
合
い
を
帯
び
一
層
と
内
面
化

す
る
に
至
り
、
目
下
の
生
前
の
安
ら
ぎ
の
み
な
ら
ず
、
更
に
死
後
永
生
の
至
福
な
る
安

ら
ぎ
を
も
、
い
つ
と
は
な
し
に
求
め
て
い
。
た
。
こ
れ
が
第
八
句
の
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
と

か
孤
独
が
深
沈
す
る
魂
の
底
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
眼
前
で
あ
れ
永
生
で
あ
れ
安
ら
ぎ
を

目
指
す
詩
想
は
、
第
九
句
の
繋
ぎ
の
接
続
詞
「
し
て
（
に
乱
）
」
を
機
に
転
調
し
、
こ

れ
ま
で
の
孤
独
な
空
無
の
彼
方
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
遠
く
深
い
魂
の
淵
と
鮮
や
か
に
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ネ
ッ
　
　
　
　
・
●

暗
を
織
り
な
し
「
噴
泉
「
甲
自
帛
巳
」
が
生
成
し
て
く
る
。

九

一

〇

　
・
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
し
て
噴
泉
が

浩
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
送
り
、
芳
香
に
匂
う
花
壇
を
店
し

　
て
い
る
。

「
噴
泉
が
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
巳
／
洽
々
と
湧
き
（
↑
ヨ
ヨ
の
ぶ
９
　
日
乱
）
、
し
て
清
冽
な
水

し
ぶ
き
を
あ
げ
迢
り
（
ｕ
乱
ｆ
ｒ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
冨
目
２
　
～
）
、
…
」
と
、
こ
の
生
成
は
映
像
を
以

て
視
覚
に
立
ち
現
わ
れ
る
形
成
で
な
く
、
空
無
な
す
魂
の
淵
へ
と
清
聴
す
る
内
耳
に
響

き
生
育
し
て
く
る
意
識
の
流
れ
で
あ
る
。

　
類
例
は
ニ
ー
チ
ェ
の
『
か
く
ツ
フ
フ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
語
り
き
』
第
二
部
（
一
八
八
四
年
）

第
九
章
「
夜
の
歌
」
に
も
あ
る
。

夜
な
の
だ
。
今
や
語

（
ヨ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
）
　
も
、

に
、
迢
る
噴
泉
が
皆
。
し
て
又
わ
が
魂

の
だ
。
…
　
あ
る
密
か
な
ら
ざ
る
も
の

(
Ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
ｔ
ｅ
ｓ
）
、
潜
ま
ら
ぬ
も
の
（
1
に
I
n
ｓ
ｔ
i
手
ａ
ｒ
ｅ
ｓ
）
が
私
の
中
に
あ
り
、
そ

れ
が
声
高
な
ら
ん
と
す
る
（
。
）
。

　
「
ひ
そ
や
か
（
昨
日
）
に
街
路
…
」
と
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
句
後
半
は
始
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
そ
が
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
一

再
び
第
十
一
句
冒
頭
で
も
「
ひ
そ
や
か
（
叩
日
）
に
黄
昏
・
：
」
と
来
る
。
こ
の
ひ
そ
や

か
な
基
調
に
挟
ま
れ
、
「
あ

「
ひ
そ
や
か
（
叩
日
）
に
黄
昏
・
：
」
と
来
る
。
こ
の
ひ
そ
や

る
密
か
な
ら
ざ
る
も
の
、
潜
ま
ら
ぬ
も
の
」
が
詩
魂
に
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
こ

る
。
ま
ず
第
八
句
の
恋
や
孤
独
で
は
前
述
の
「
何
処
に
も
安
ら
ぎ
な
き
こ
と
」
（
『
ヒ
ュ

ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
』
第
十
七
句
）
が
、
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
を
可
能
に
す

る
。
そ
の
深
沈
す
る
魂
の
歌
声
に
対
峙
し
、
今
度
は
大
地
の
奥
底
か
ら
「
噴
泉
が
洽
々

と
湧
き
送
り
」
、
こ
の
大
自
然
の
脈
動
が
第
九
句
末
か
ら
第
一
〇
句
に
か
け
天
空
を
指

す
。
す
な
わ
ち
「
噴
泉
」
は
、
空
無
へ
と
突
き
抜
け
た
心
魂
と
と
も
に
、
悠
久
な
る
大



地
を
も
母
胎
と
し
て
、
こ
の
双
方
の
源
か
ら
洞
々
と
湧
き
出
で
て
く
る
。
恐
ら
く
砂
漠

の
民
に
と
り
、
「
生
け
る
水
の
噴
泉
（
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
乱
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
w
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｒ
ｓ
）
Ｊ
（
『
創
世
記
』

第
二
六
章
、
第
一
九
節
、
□
ご
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
「
生
け
る
水
（
μ
口
Ｐ
ａ
）
」
ミ
）
が
「
生
け
る
神
（
ｆ
ｔ
ｕ
Ｐ
口
）
」
（
『
中
命

記
』
第
五
章
、
第
二
六
節
、
２
９
６
）
に
つ
な
が
り
、
苦
悩
す
る
預
言
者
に
は
唯
一
な
る

神
こ
そ
「
生
け
る
永
の
源
泉
（
會
・
↑
・
ヴ
・
乱
貧
～
心
自
序
）
」
（
『
エ
レ
ミ
ア
書
』
第
二

章
、
第
一
三
節
、
【
胞
】
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
目
下
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
の
関
連
で
は
、

こ
れ
が
シ
ュ
ヴ
″
Ｉ
ベ
ン
の
敬
虔
主
義
に
結
び
つ
く
こ
と
を
留
意
し
て
お
き
た
い
。
な

ぜ
な
ら
ラ
ン
グ
ン
著
『
ド
イ
ッ
敬
虔
主
義
の
語
彙
』
再
版
（
一
九
六
八
年
）
に
、
「
源

泉
、
『
聖
書
』
で
は
、
神
が
生
け
る
源
泉
｛
｝
・
ぎ
乱
耐
・
（
心
自
Ｆ
）
と
あ
り
、
こ
の
意

味
は
敬
虔
主
義
の
場
合
も
当
語
の
原
義
（
の
ｒ
ｕ
乱
ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
-
）
を
な
す
。
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
～
。

　
　
　
　
　
・
・
　
　
ア
ル
ヶ
－
　
　
　
ｅ
　
ビ
ュ
ト
ー
ル

　
万
物
の
根
源
（
以
ミ
忿
は
水
（
廊
若
）
で
あ
る
説
を
、
イ
オ
ー
ニ
ア
ー
学
派
タ
レ
ー

ス
が
主
張
し
た
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
『
形
而
上
学
』
九
八
三
Ｂ
で
述
べ
て
い

る
（
5
2
）
。
ま
た
抒
情
詩
人
ピ
ン
ダ
ロ
ス
も
『
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祝
勝
歌
』
第
一
歌
冒
頭
で
、

「
こ
の
上
な
く
貴
き
は
水
な
れ
ど
（
ｋ
ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｖ

Ｌ
t
ｔ
ｖｕ
５
(
i
）
ｐ
）
…
」
（
に
弓
に
咽
↑
・
に
）

と
、
同
旨
を
開
陳
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
古
来
よ
り
貴
重
と
さ
れ
る
「
水
」
ゆ
え
、

話
題
の
「
噴
泉
」
の
意
味
は
大
き
い
。
し
か
淑
第
九
句
末
の
「
噴
泉
」
で
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
第
一
節
は
始
め
て
、
自
然
そ
の
も
の
の
息
吹
き
に
直
接
触
れ
る
。
成
程
す
で
に

第
一
句
後
半
は
月
影
の
光
明
に
充
ち
て
い
る
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
詩
想
展
開
上
、

「
月
も
／
ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
」
る
の
が
、
第
十
四
句
以
下
な
の
で
あ

る
か
ら
、
第
一
句
で
直
接
に
目
に
つ
く
の
は
、
「
都
市
」
と
そ
の
「
燈
火
の
と
も
る
街

路
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
わ
り
、
第
二
句
で
は
「
松
明
」
と
「
馬
車
」
、
第
三

句
で
は
「
家
路
を
歩
み
ゆ
く
人
々
」
、
更
に
「
家
長
」
（
第
四
句
）
や
「
広
場
の
市
場
」

間
に
限
定
さ
れ
た
表
象
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
趣
を
異
に
し
て
、
「
噴
泉
」
は

（
第
六
句
）
と
か
「
庭
園
」
（
第
七
句
）
な
ど
、
’
様
々
な
形
象
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第

一
節
を
彩
っ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
皆
あ
く
ま
で
各
々
人
間
の
生
活
空

二
Ｉ
　
（
2
1
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

大
地
の
奥
底
と
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生
成
し
て
く
る
。

　
目
立
た
ぬ
が
力
強
い
「
噴
泉
」
の
詩
句
は
、
同
じ
動
詞
〈
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
Ｖ
が
別
様
に
響

く
第
二
句
と
対
比
す
る
時
、
一
層
と
内
実
の
意
味
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
つ
ま
り
第

二
句
で
は
「
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
（
ぶ
回
・
冨
已
と
（
大
路
を
幾
合
も
の
宮
廷
）
馬

車
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
Ｃ
ｈ
ｍ
w
ｅ
ｇ
）
」
の
で
あ
る
か
ら
、
贅
沢
な
俗

気
に
溢
れ
た
社
交
広
間
の
ど
よ
め
き
を
も
混
じ
え
て
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
が
消
滅
の
相
に

あ
る
。
こ
の
言
わ
ば
人
工
楽
園
を
目
指
す
第
二
句
と
対
比
さ
れ
、
大
地
自
然
の
懐
か
ら

は
「
噴
泉
が
／
洽
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
迢
り
（
ぷ
回
吊
～
）
、
芳
香

　
　
　
　
　
　
う
る
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
一

に
匂
う
花
壇
を
店
し
て
い
る
」
（
第
九
句
－
第
一
〇
句
）
。
こ
の
際
に
生
成
す
る
「
噴
泉
」

は
、
第
二
句
の
（
過
ぎ
去
る
Ｃ
ｈ
ｍ
w
ｅ
ｇ
）
」
を
睨
ん
で
、
い
よ
い
よ
「
洞
々
と
湧
き

（
｛
～
～
の
ぶ
９
　
↑
｝
の
乱
）
」
い
ず
る
。
更
に
双
方
の
限
定
語
、
「
飾
ら
れ
て
（
―
呂
冨
乱
回
）
」

（
第
二
句
）
と
「
清
冽
な
（
？
に
會
）
」
（
第
一
〇
句
）
と
の
対
比
も
鮮
明
で
あ
る
。
同

様
の
人
工
と
自
然
と
の
明
暗
は
、
『
マ
タ
イ
福
音
書
』
第
六
章
の
第
二
八
節
以
下
で
語
。

ら
れ
る
神
言
に
も
、
ど
き
っ
く
は
な
い
が
鋭
く
現
わ
れ
て
い
る
（
に
）
。

野
の
百
合
（
君
？
巳
を
見
よ
（
汝
ら
）
。
…
（
宮
廷
の
）
栄
華
を
極
め
た
ソ
ロ

モ
ー
ン
で
さ
え
、
正
に
一
輪
の
百
合
ほ
ど
に
も
着
飾
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

神
の
子
牛
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
絢
爛
豪
華
な
ソ
ロ
モ
ー
ン
エ
朝
の
宮
廷
ユ
ダ
ヤ
文
化
と

　
　
あ
ぶ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●

て
、
泡
の
如
き
虚
飾
に
過
ぎ
ず
、
「
一
輪
の
百
合
」
に
見
ら
れ
る
真
正
な
自
然
の
慎
し

み
深
い
荘
厳
な
姿
と
比
べ
れ
ば
、
単
な
る
人
工
の
産
物
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
言
っ
た

自
然
の
真
正
な
姿
と
し
て
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
九
句
以
下
の
「
噴
泉
」
も
、
第
二

句
で
示
さ
れ
る
目
立
つ
権
勢
の
出
で
立
ち
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
第
二
句
と
第
一
〇
句
に
お
け
る
人
工
対
自
然
を
象
徴
す
る
の
が
双
方
の
前
置
詞

句
で
、
一
方
は
「
松
明
に
（
目
屎
司
弥
・
ぎ
）
」
と
あ
り
他
方
は
「
芳
香
に
匂
う
花
壇
を

（
ａ
ｎ
　
ｄ
ｕ
ｆ
ｔ
ｅ
乱
e
m
　
Ｂ
ｅ
ｅ
こ
）
と
あ
る
。
更
に
後
者
は
「
遜
り
（
ぶ
回
３
　
～
）
」
い
で
る

「
噴
泉
」
と
共
に
、
目
下
の
週
日
と
は
違
う
「
祝
祭
の
日
（
吻
恥
器
品
）
」
に
は
、
新
教



　
】
三
　
（
2
2
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

徒
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
属
し
た
「
教
区
民
（
９
∃
Ｒ
乱
の
）
の
（
神
を
）
畏
み
怖
れ
る
歌

声
」
の
響
き
（
～
回
多
～
）
と
協
和
し
合
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ッ

も
こ
う
歌
っ
て
い
る
。

一
六
　
祝
祭
の
日
に
は
、
ま
た
（
庭
園
の
花
壇
の
）
花
も
ひ
そ
や
か
に
（
Ｂ
ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｎ

　
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
巳
の
）
、

一
七
　
恐
ら
く
常
よ
り
麗
し
く
咲
き
匂
い
し
、
ま
た
明
澄
に
湧
き
迢
り
し
生
け
る
噴
泉

　
　
　
　
（
↑
３
　
日
巳
ｇ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
回
巳
。

一
八
　
彼
方
に
響
き
し
は
（
哨
の
～
ぷ
目
３
　
芯
）
、
教
区
民
の
（
神
を
）
畏
み
怖
れ
る
歌

　
　
　
　
声
か
即
～
ｅ
ｒ
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
r
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
）
、

一
丸
　
そ
こ
で
は
聖
な
る
葡
萄
酒
さ
な
が
ら
、
黙
示
の
言
葉
が

「
宥
和
す
る
者
（
く
自
乱
～
の
乱
・
ご
よ
、
…
）
と
始
ま
る
当
草
稿
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
に
呂
）
は
、

前
述
の
讃
歌
『
平
和
の
祝
祭
』
初
稿
に
あ
た
る
。
従
っ
て
眼
目
は
聞
か
れ
た
祝
祭
空
間

に
あ
り
、
そ
の
「
（
神
を
）
畏
み
怖
れ
る
歌
声
」
の
響
き
（
ぶ
回
５
　
臣
）
も
清
澄
な
る

蒼
寫
の
大
気
を
浴
び
、
あ
の
閉
じ
ら
れ
た
排
他
的
特
権
オ
ペ
ラ
会
場
に
向
け
「
騒
然

（
Ｍ
Ｓ
９
　
～
）
と
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」
（
第
二
句
）
の
と
は
、
た
と
え
動
詞

Ａ
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
Ｙ
の
文
字
面
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
実
が
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
Ａ
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｎ
　
ｅ
ｎ
Ｖ
と
い
う
動
詞
に
は
三
様
の
相
が
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち

「
噴
泉
」
と
「
畏
み
怖
れ
る
歌
声
」
と
の
両
者
は
、
目
立
つ
門
閥
の
俗
界
と
睨
み
合
い
、

そ
の
「
迢
り
」
と
「
響
き
」
が
俗
界
の
喧
噪
を
浄
め
る
。
引
用
し
た
祝
勝
歌
で
古
代
詩

人
ピ
ン
ダ
ロ
ス
が
「
こ
の
上
な
く
貴
き
は
水
な
れ
ど
　
・
：
」
と
歌
っ
た
時
、
ま
ず
念
頭

に
あ
っ
た
の
は
託
宣
の
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
が
宮
居
す
神
域
デ
ル
ポ
イ
の
「
カ
ス
タ
リ
ア
ー

源
泉
」
な
ど
浄
め
の
水
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
『
多
島
海
』
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、

こ
の
神
域
の
源
泉
を
次
の
よ
う
に
歌
う
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
に
呂
）
。

二
Ｉ
○
　
（
詩
神
の
古
里
）
パ
ル
ナ
ソ
ス
山
へ
私
は
赴
き
た
い
。
そ
し
て
も
し
樫
の
暗

　
　
　
　
　
き
林
苑
で
、

一

一

一

微
光
を
帯
び
、
迷
え
る
私
に
、
そ
こ
で
カ
ス
タ
リ
ア
ー
源
泉
（
Ｋ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ａ
ｓ

　
Ｑ
ｕ
ｅ
ｌ
↑
・
）
が
現
わ
れ
る
な
ら
、

詩
想
展
開
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
場
合
も
、
す
で
に
見
た
第
五
〇
句
以
下
で
「
パ
ル

ナ
ソ
ス
山
麓
へ
と
、
白
雪
が
輝
く
デ
ル
ポ
イ
の
巌
へ
と
、
…
」
と
あ
る
通
り
、
同
じ
地

平
線
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
界
を
目
指
し
て
い
る
。
但
し
第
一
節
の
都
市
像
に
お
い
て
は
、

こ
の
方
向
を
明
確
に
指
す
形
姿
が
な
く
、
後
に
来
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五

五
句
）
へ
の
道
は
表
層
に
出
ず
、
む
し
ろ
深
層
に
隠
れ
て
い
る
。
当
面
の
「
噴
泉
」
に

関
し
て
も
、
そ
れ
は
何
よ
り
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
噴
泉
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い

る
。
ゆ
え
に
市
内
に
散
見
さ
れ
る
現
実
の
噴
泉
も
無
視
で
き
な
い
。
だ
が
問
題
の
要
点

は
こ
の
場
合
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
九
句
の
「
噴
泉
（
り
～
～
～
）
」
が
、
単
数
で
な

く
複
数
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
複
数
に
よ
る
表
記
は
先
の
『
平
和
の
祝
祭
』
初
稿
に
お

け
る
「
生
け
る
噴
泉
」
（
第
十
七
句
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
現
実
に
今
日
で
も

旧
市
街
を
散
策
し
、
中
央
駅
か
ら
南
西
へ
歩
み
、
シ
ラ
ー
広
場
と
市
庁
舎
前
中
央
広
場

を
へ
て
、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
通
り
五
三
番
地
ヘ
ー
ゲ
ル
の
生
家
あ
た
り
ま
で
、
千
メ
ー

ト
ル
に
も
及
ば
な
い
区
域
を
見
回
し
た
だ
け
で
も
、
十
ケ
所
を
下
ら
な
い
「
噴
泉
」
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
5
3
）
。
し
か
し
な
が
ら
詩
想
を
読
み
解
く
上
で
大
切
な
の
は
、

数
多
く
の
「
噴
泉
」
が
あ
る
場
所
を
詳
細
に
考
証
す
る
こ
と
で
な
く
て
、
む
し
ろ
現
実

の
噴
泉
か
ら
詩
魂
が
抱
く
心
象
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
多
島
海
』

第
二
Ｉ
Ｉ
句
の
「
カ
ス
タ
リ
ア
ー
源
泉
」
が
、
浄
め
の
水
と
い
う
意
味
で
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
第
九
句
の
「
噴
泉
」
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
伝
記
資
料
を
も
踏
ま
え

る
と
、
こ
の
両
者
の
関
連
は
密
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
詩
人
の
三
歳
年
長
の
友
マ
ー

ゲ
ナ
ウ
が
、
一
七
九
〇
年
頃
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
神
学
院
時
代
を
描
い
た
『
交
友
回
想

録
』
（
著
者
没
後
七
一
年
一
丸
一
七
年
初
刊
）
で
あ
る
（
叩
ｙ
ｌ
に
・
弓
－
‐
垢
ご
。



今
や
シ
ラ
ー
の
歌
『
歓
喜
に
寄
す
（
ｙ
ロ
聴
・
喘
諮
乱
・
）
』
二
七
八
六
年
）
が
歌

い
出
さ
れ
ん
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
望
ん
だ
。
僕
た
ち
が
ま

ず
（
詩
歌
女
神
ム
ー
サ
達
と
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
縁
あ
る
）
カ
ス
タ
リ
ア
ー

源
泉
（
ｋ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｑ
ｕ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
）
で
、
自
分
た
ち
の
罪
悪
（
曽
乱
～
）
を
皆
ぬ
ぐ

い
浄
め
る
（
ｇ
シ
片
目
）
べ
き
こ
と
を
。
庭
園
の
傍
を
流
れ
て
い
た
所
謂
「
哲
学

者
の
噴
泉
「
で
即
↑
ｏ
の
ｏ
唇
～
汐
目
罵
已
」
、
こ
れ
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
う
「
カ

ス
タ
リ
ア
ー
源
泉
（
ｋ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｒ
　
Ｑ
ｕ
ｅ
↑
↑
）
」
だ
っ
た
。
僕
た
ち
は
庭
園
を
通
り
、

そ
の
源
泉
へ
と
赴
き
、
顔
と
手
を
洗
っ
た
。
荘
重
に
ノ
イ
フ
ァ
ー
は
悠
然
と
歩
を

進
め
た
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
言
う
に
は
、
（
シ
ラ
ー
の
こ
の
歌
を
、
不
浄
な
者

宍
ｎ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
）
は
誰
一
人
歌
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
　
何
と

我
々
は
か
く
も
至
福
（
～
呂
の
↑
吃
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
／
　
ア
カ
デ
ー
メ
イ
ア

風
の
交
友
よ
、
・
：

・
・
＠
一
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ネ
ッ

浄
め
る
源
泉
は
こ
こ
で
明
確
に
「
噴
泉
（
圃
～
～
～
）
」
と
呼
ば
れ
、
し
か
も
「
哲
学

者
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
当
然
ル
ソ
ー
と
か
カ
ン
ト
が
念
頭
に
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
若
い
頃
だ
け
に
反
俗
の
姿
勢
が
如
実
に
表
立
っ
て
現
わ
れ
て
お
り
、
類

似
の
情
操
は
尚
い
ら
立
ち
気
味
の
未
熟
な
詩
『
荒
野
に
て
記
す
』
で
す
で
に
見
た
通
り

で
あ
る
。
他
方
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
は
熟
成
の
作
で
、
『
交
友
回
想
録
』
に
表
明
さ
れ

た
士
気
を
内
に
こ
め
て
表
層
に
目
立
だ
せ
ず
、
い
つ
と
は
な
し
に
高
邁
な
精
神
の
脈
動

を
そ
れ
と
な
く
伝
え
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
第
九
句
以
下
「
噴
泉
」
の
詩
句
は
意
味

深
長
で
あ
り
、
決
し
て
芸
術
上
や
修
辞
上
の
完
成
に
な
ど
終
始
せ
ぬ
生
け
る
思
念
の
証

左
と
看
傲
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
諸
行
無
常
万
物
流
転
を
説
く
解
釈
に
よ
る
と
、
只
今
の
「
生
け
る
噴
泉
」

も
引
き
続
い
て
歌
わ
れ
る
「
晩
鐘
」
（
第
十
一
句
）
と
と
も
に
、
「
ロ
マ
ン
派
風
詩
歌

（
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
　
Ｐ
ｏ
ｅ
ｓ
ｉ
ｅ
）
の
二
大
主
題
、
彼
方
（
吻
・
～
の
）
と
逝
く
時
の
流
れ
（
く
ｅ
ｒ
-

ﾖ
ｅ
Ｂ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
）
の
そ
れ
」
と
解
釈
さ
れ
、
「
噴
泉
は
、
常
な
る
生
成
（
宅
の
江
～
）

　
二
三
　
（
2
3
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

と
常
な
る
消
滅
（
べ
・
品
多
～
）
を
物
語
り
、
晩
鐘
は
、
そ
の
音
響
が
、
時
の
大
い
な

る
脈
動
を
感
知
せ
し
め
る
（
怒
）
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
更
に
同
じ
観
点
は
第
十
二
句

で
「
時
刻
（
叩
口
乱
～
）
を
想
い
、
そ
の
数
を
声
高
に
呼
ば
わ
る
夜
警
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｗ
ａ
ｃ
ｈ
-

ｔ
ｅ
こ
）
に
も
及
ぼ
さ
れ
、
「
晩
鐘
や
夜
警
の
叫
び
声
が
強
く
主
張
す
る
点
は
、
時
の
分

断
性
や
無
常
性
（
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
'
ｓ
　
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｉ
ｔ
ｓ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
）
を
知
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
音
響
は
従
っ
て
、
変
転
す
る
時
間
性
（
芯
日
ｔ
ｏ
ぶ
に
ぐ
）
の
真
正

な
意
識
を
い
ざ
な
う
余
）
。
」
と
説
明
が
く
る
。

十
一

十
二

ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音

し
て
時
刻
を
想
い
、
そ
の
数
を
夜
警
は
声
高
に
呼
ば
わ
る
。

第
九
句
末
の
「
噴
泉
」
か
ら
第
十
二
句
に
至
る
ま
で
を
、
こ
の
よ
う
な
「
時
の
脈
動

「
ｔ
９
　
・
に
円
が
言
」
で
掴
み
、
そ
の
「
時
の
分
断
性
や
無
常
性
」
に
重
心
を
置
く
な

ら
ば
、
確
か
に
「
常
な
る
生
成
と
常
な
る
消
滅
を
物
語
り
」
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
本

論
は
史
実
の
考
証
か
ら
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」
を
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一

節
に
読
み
と
り
、
専
ら
消
滅
（
べ
の
品
３
　
日
）
を
第
二
句
の
豪
奢
な
出
で
立
ち
の
中
に

見
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
第
一
句
で
月
影
と
燈
火
の
光
明
か
ひ
そ
や
か
に
生
成
（
耳
日

ま
乙
・
：
）
す
る
の
を
始
め
、
そ
の
光
明
の
下
に
あ
る
第
二
切
以
外
の
都
市
像
は
「
思

慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）
も
「
孤
独
な
者
」
（
第
八
句
）
も
含
み
皆
、
基
本
的
に
消
滅

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
生
成
（
詞
の
乱
～
）
に
本
質
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
引

き
続
く
「
噴
泉
」
（
第
九
句
）
に
し
て
も
、
更
に
「
晩
鐘
の
音
」
（
第
十
一
句
）
や
「
声

だ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

高
に
呼
ば
わ
る
夜
警
」
（
第
十
二
切
）
も
、
あ
く
ま
で
生
成
の
基
調
で
読
み
取
ら
れ
る
。

　
そ
れ
ら
が
一
見
し
た
と
こ
ろ
消
滅
と
映
る
の
は
、
全
体
と
し
て
詩
想
展
開
が
第
一
節

の
場
合
で
も
、
例
外
な
く
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
聞
か
れ
た
悲
劇
祝
祭
を
目
指
す

と
い
う
本
筋
に
気
が
つ
か
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
「
至
福
」
へ
の
道
が
目
立
た
ず
深

一
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
　
　
く
ら

層
に
隠
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
な
く
幽
か
に
玄
く
指
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

そ
れ
は
止
む
を
得
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
殊
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
み
を



　
二
四
　
（
2
4
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

「
夜
」
の
表
題
で
知
り
、
第
二
節
以
下
の
詩
想
展
開
に
不
案
内
で
あ
っ
た
ロ
マ
ン
派
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
の
場
合
、
そ
れ
は
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
言
及
し
た
一
八
ニ
八
年

十
二
月
の
日
記
書
簡
で
、
ロ
マ
ン
派
詩
人
は
こ
う
書
い
て
い
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
１
１
.
４
３
４
）
。

　
　
　
（
第
九
句
か
ら
第
一
‐
Ｏ
句
に
か
け
て
）
洞
々
と
湧
く
噴
泉
は
、
正
し
き
義
人
た
ち

　
　
が
飲
ん
で
元
気
と
な
る
約
束
の
永
遠
の
泉
（
ｅ
w
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｑ
ｕ
ｅ
ｌ
ｌ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
Ｂ
ｕ
ｎ
ｇ
）

　
　
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
こ
の
義
人
た
ち
を
（
第
十
一
句
の
）

　
　
晩
鐘
は
、
響
き
渡
た
る
音
を
蔵
す
る
世
界
に
よ
り
、
待
ち
望
み
（
回
り
回
）
そ
し

　
　
て
祈
る
（
ぼ
寸
巳
よ
う
警
告
し
、
（
第
十
二
句
の
）
夜
警
は
時
が
満
ち
た
（
Ｅ
ｒ
-

　
　
ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
）
の
を
声
高
に
告
げ
知
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

　
　
か
？

格
別
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
『
聖
書
』
の
神
観
を
踏
ま
え
て
「
夜
」
の
詩
想
を
汲
み
取
っ
て

い
る
点
は
、
特
筆
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
と
い
う
表
題
を
知
ら
ず

に
、
そ
の
第
一
節
か
ら
す
で
に
こ
の
よ
う
に
解
す
る
所
に
、
当
ロ
マ
ン
派
詩
人
と
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
に
共
在
す
る
精
神
風
上
が
偲
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
修
辞
上
の
文
芸

学
が
今
日
と
か
く
踏
み
込
む
に
至
ら
ぬ
宗
教
の
沃
土
が
あ
り
、
こ
の
豊
か
な
土
壌
を
精

神
史
上
で
切
り
開
い
た
所
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
解
釈
が
持
つ
強
味
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
だ
が
『
聖
書
』
そ
の
も
の
は
、
必
ず
し
も
ロ
マ
ン
派
風
の
厭
世
観
に
根
ざ
し
て
い
る

わ
け
で
な
い
。
む
し
ろ
『
聖
書
』
こ
そ
は
、
既
成
の
世
界
を
変
え
て
き
た
し
、
少
く
と

も
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
和
す
る
『
聖
書
』
は
将
来
も
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」

を
見
据
え
る
こ
と
を
教
え
る
。
こ
の
点
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
解
釈
は
微
妙
な
地

平
に
立
つ
。
そ
れ
が
冒
頭
六
句
の
都
市
像
に
見
ら
れ
る
日
常
性
を
、
「
疲
労
（
甲
～
～

き
品
）
へ
と
い
た
る
」
に
過
ぎ
ぬ
言
わ
ば
死
圏
と
看
倣
し
た
こ
と
は
先
に
見
た
。
従
っ

て
遁
世
こ
そ
が
生
者
の
圏
内
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
圏
内
に
は
諸
行
無
常
と
か
万
物

流
転
な
ど
の
響
き
は
な
い
。
つ
ま
り
後
世
ロ
マ
ン
派
風
と
言
わ
れ
て
挙
げ
ら
れ
る
「
変

転
す
る
時
間
性
」
や
「
常
な
る
消
滅
」
な
ど
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
「
噴
泉
」
や

「
晩
鐘
」
を
念
頭
に
置
く
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
関
与
せ
ぬ
死
圏
の
諸
相
に
他
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
当
ロ
マ
ン
派
詩
人
は
そ
れ
ら
の
形
象
に
生
き
た
至
福
圏
へ
の
契
機
と
し
て
、

「
約
束
の
永
遠
の
泉
」
と
か
「
待
ち
望
み
そ
し
て
祈
る
」
こ
と
を
認
め
る
。
更
に
「
夜

警
は
時
が
満
ち
た
の
を
声
高
に
告
げ
知
ら
せ
て
い
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
。
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
は
第
十
二
句
に
し
て
ヽ
「
時
（
ト
ご
恥
）
が
満
ち
ヽ
神
の
国
（
馳
O
L
-

Ｘ
ｔ
i
a
　
ｚ
ｏ
ｕ
　
Ｏ
ｓ
ｏ
ｕ
）
が
近
付
い
た
。
回
向
し
福
音
を
信
ぜ
よ
」
（
『
マ
ル
コ
福
音
書
』

第
一
章
、
第
一
五
節
、
涵
）
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
は
、
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
よ
う
に
性
急
に
焦
ら
ず
、

む
し
ろ
「
疎
遠
な
形
姿
」
つ
ま
り
「
詩
歌
作
品
中
の
目
に
見
え
る
素
材
」
の
中
に
「
精

神
」
す
な
わ
ち
「
詩
人
の
心
情
や
世
界
」
を
、
大
切
に
秘
蔵
の
荘
厳
に
密
や
か
に
隠
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
エ
ム
ベ
ド
ク
レ
ー
ス
の
基
底
』
よ
り
引
用
し
て
先
に
論
述
し

た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
こ
の
「
詩
人
の
心
情
や
世
界
」
を
す

で
に
第
十
二
句
で
予
感
し
語
り
出
だ
す
。
こ
の
切
羽
詰
っ
た
ロ
マ
ン
派
の
心
情
を
も
実

の
所
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
は
第
一
節
「
夜
」
だ
け
取
っ
て
み
て
も
十
分
満
喫
さ
せ
る
。

成
程
そ
れ
だ
け
豊
か
な
宗
教
性
を
第
一
節
「
夜
」
が
内
包
し
、
そ
れ
自
体
で
『
パ
ン
と

葡
萄
酒
』
全
一
六
〇
句
を
暗
示
し
予
感
さ
せ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
詩
人

は
未
だ
黙
し
て
自
ら
の
「
心
情
や
世
界
」
を
直
接
こ
こ
で
は
表
明
し
な
い
。
だ
が
や
が

て
次
第
に
着
実
で
地
道
な
詩
想
展
開
を
通
し
て
、
つ
い
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

（
第
五
五
句
）
も
言
葉
と
な
り
、
「
時
が
満
ち
、
神
の
国
が
近
付
い
た
。
回
向
し
（
至
福

な
る
ギ
リ
シ
ア
の
）
福
音
を
信
ぜ
よ
」
と
来
る
。
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
「
待
ち

望
み
（
回
り
～
）
そ
し
て
祈
る
」
の
は
来
世
の
彼
岸
に
向
け
て
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

「
乏
し
き
時
代
」
で
は
あ
っ
て
も
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
あ

く
ま
で
今
こ
の
時
（
ぼ
の
匹
～
回
）
に
踏
み
留
ま
り
、
「
神
の
国
」
た
る
「
至
福
な
る

ギ
リ
シ
ア
」
が
生
き
た
現
実
と
な
る
の
を
「
待
ち
望
み
」
、
そ
し
て
第
七
節
の
終
結
部

で
こ
う
歌
う
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
９
４
）
。

コ
ー
一
　
か
く
待
ち
望
み
（
回
『
・
已
、
し
て
何
を
為
し
こ
の
間
に
、
し
て
言
う
べ
き



　
　
　
　
　
　
か

一
二
二
　
　
知
ら
ぬ
の
だ
私
は
、
し
て
何
の
た
め
に
詩
人
が
乏
し
き
時
代
に
？

第
一
二
二
句
の
色
調
の
暗
さ
に
気
を
取
ら
れ
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
盲
目
と
な
っ

て
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
全
体
を
考
察
で
き
な
い
。
つ
ま
り
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
へ
奔

走
し
た
り
、
あ
る
い
は
革
命
時
代
に
躍
動
す
る
現
実
に
背
を
向
け
る
趨
勢
が
強
力
で
あ
っ

て
も
、
「
詩
人
が
乏
し
き
時
代
に
「
回
ｏ
匹
９
ド
匹
守
コ
耐
宍
り
言
」
お
い
て
直
面
す

べ
き
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
理
想
は
揺
ら
が
ず
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
話
題
の

「
詩
人
」
は
、
単
数
な
ら
ぬ
複
数
で
あ
り
孤
立
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
至
福
宣
［
ａ
ｎ
ａ
-

心
配
］
な
の
だ
ヽ
乏
し
き
（
お
配
Ｆ
）
汝
ら
は
・
つ
ま
り
神
の
国
が
汝
ら
の
も
の
で

あ
る
か
ら
。
」
（
『
ル
カ
福
音
書
』
第
六
章
、
第
二
〇
節
、
↑
呂
）
と
、
神
の
子
牛
リ
ス
ト

も
『
聖
書
』
で
説
く
よ
う
に
、
乏
し
さ
と
至
福
は
表
裏
一
体
な
の
で
あ
る
。

　
再
び
話
題
を
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
一
句
に
戻
す
と
、
こ
こ
の
「
晩
鐘
」
が
格
別

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
宗
教
の
本
質
を
告
げ
、
≒
待
ち
望
み
そ
し
て
祈
る
（
Ｆ
｛
・
巳
よ
う
警

告
し
｝
た
点
が
興
味
深
い
。
話
題
の
日
記
書
簡
（
一
八
一
六
年
十
二
月
）
の
前
の
方
に

も
目
を
や
る
と
、
当
ロ
マ
ン
派
詩
人
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
を
「
最
も

好
き
な
詩
歌
（
ｄ
ａ
ｓ
　
　
ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｓ
ｔ
ｅ
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
）
」
と
呼
び
、
「
こ
の
詩
歌
は
私
に
平
和

（
『
に
乱
～
』
を
与
え
、
わ
が
頭
上
に
天
（
宍
日
日
の
↑
）
を
張
り
わ
た
し
、
そ
の
下
で
私

は
母
の
懐
に
抱
か
れ
そ
の
胸
下
に
あ
る
子
供
の
よ
う
に
横
た
わ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
こ

の
第
一
節
を
正
に
「
祈
り
／
（
ご
・
茫
茫
）
」
の
た
め
の
祈
祷
書
つ
ま
り
時
祷
詩
集

合
才
乱
回
目
訃
）
と
し
て
い
た
こ
と
が
解
か
る
（
叩
ｙ
だ
に
に
器
）
。
こ
の
際
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
が
そ
の
第
十
一
句
の
「
晩
鐘
」
を
中
心
に
し
て
、
第
一
節
「
夜
」
を
受
容
し

て
い
た
こ
と
は
、
数
年
前
一
八
一
〇
年
一
月
二
十
一
日
付
ル
ン
グ
宛
書
簡
に
お
い
て
、

す
で
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
叩
ｙ
だ
こ
広
岡
）
。

殊
に
「
夜
」
は
明
澄
で
星
辰
に
輝
き
、
孤
独
で
、
そ
し
て
過
去
へ
ま
た
未
来
へ
と

あ
ら
ゆ
る
想
い
出
の
響
く
晩
鐘
（
芯
回
乱
の
臼
ｏ
輿
の
）
で
す
。
そ
も
そ
も
優
れ

二
五
　
（
2
5
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

　
　
た
詩
歌
と
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
の
こ
と
を
言
う
の
で
す
。

　
「
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音
Ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｌ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
臼
ｏ
ｒ
已
」
（
第
十
一
句
）
は
、
特
別

に
中
世
風
観
光
都
市
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
ヘ
な
ど
赴
か
な
く
て
も
、
今
日
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
の
町
中
で
も
毎
晩
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
日
頃
の
市
民
生
活
の
中

で
美
し
く
響
き
渡
る
教
会
の
晩
鐘
の
音
で
、
あ
ち
こ
ち
の
教
会
で
鳴
ら
さ
れ
、
市
内
の

ど
こ
に
い
て
も
自
然
と
聴
こ
え
て
く
る
。
あ
え
て
説
教
し
た
り
教
訓
を
垂
れ
る
よ
う
な

態
と
ら
し
さ
は
微
塵
だ
に
な
く
、
い
ま
な
お
日
常
生
活
に
協
和
し
な
が
ら
存
続
し
て
い

る
。
こ
の
在
り
来
た
り
の
佇
い
に
「
祈
り
！
」
を
も
ふ
と
誘
う
美
を
見
い
出
し
た
点
に
、

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩
人
の
非
凡
な
才
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
詩
歌
の
魅
力
を
多
少
な
り
と
も
修
辞
上
で
考
察
し
て
み
る
と
、
ま
ず
第
十
一
句

冒
頭
が
然
り
気
な
く
「
ひ
そ
や
か
に
（
叩
巳
）
…
」
と
限
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
、
事

情
が
第
一
句
後
半
冒
頭
「
ひ
そ
や
か
に
（
江
巳
）
・
：
」
と
同
じ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
艶

消
し
の
悄
で
幽
か
で
玄
く
鸚
あ
る
陰
影
を
帯
び
、
言
わ
ば
実
在
な
ら
ぬ
仮
象
の
如
く
光

明
や
音
響
が
目
立
た
ず
慎
ま
し
く
も
謹
厳
に
そ
れ
と
な
く
広
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
音
響
そ
の
も
の
に
関
し
て
言
え
ば
、
変
母
音
（
り
と
こ
と
二
重
母
音
（
回
）
が

豊
か
に
た
ゆ
と
う
律
動
の
波
と
な
り
、
「
ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
渡
る
晩
鐘

の
音
（
叩
｛
↑
↑
ｉ
ｎ
　
d
a
m
m
ｒ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ｕ
ｆ
ｔ
　
ｅ
ｒ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｌ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
已
」
（
第
十
一
句
）

が
際
立
つ
。
同
様
の
効
果
は
、
第
一
句
後
半
の
二
重
母
音
（
～
）
に
よ
る
「
燈
火
（
と

月
影
の
光
明
）
が
み
ち
る
街
路
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
茫
茫
の
回
諮
）
」
の
所
に
も
、
ま
た
先

に
見
た
第
七
句
の
最
高
潮
「
響
い
て
来
る
（
茄
ぽ
）
」
に
も
確
か
め
ら
れ
る
も
の
の
、

や
は
り
第
十
一
句
に
お
け
る
変
母
音
二
つ
と
二
重
母
音
と
の
数
珠
つ
な
ぎ
に
は
優
る
も

の
で
な
い
。
更
に
以
上
の
中
で
第
七
句
の
「
響
い
て
く
る
（
乱
ぽ
）
」
と
第
十
一
句
の

「
響
き
渡
る
（
・
詐
回
～
）
」
は
、
後
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
で
讃
歌
燃
焼
の
極
み

に
「
轟
く
（
呟
罵
｛
｝
偉
大
な
る
運
命
」
（
第
六
二
句
）
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
名
高
い
シ
ラ
ー
の
『
鐘
（
の
↑
ｏ
・
ｒ
）
の
歌
』
二
八
〇
〇
年
）
冒
頭
に
付
さ
れ
た
標

語
に
、
「
わ
れ
生
者
を
呼
ぶ
（
べ
才
ｏ
Ｑ
～
８
し
。
わ
れ
死
者
を
悼
む
（
｛
く
［
〇
ｒ
ｔ
ｕ
ｏ
ｓ
　
ｐ
ｉ
目
‐



　
二
六
　
（
2
6
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

叫
〇
‘
）
。
わ
れ
稲
妻
を
砕
く
（
Ｆ
ｕ
ｌ
ｇ
ｕ
ｒ
ａ
　
ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
〇
・
）
。
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
.
に
陥
）
と
あ
る
よ
う

に
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
一
句
で
「
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音
」
も
生
者
と
死
者
の
両

圏
へ
と
、
更
に
大
自
然
へ
と
拡
が
り
ゆ
く
調
べ
で
あ
る
。
但
し
全
九
節
が
漸
く
一
八
九

四
年
に
印
刷
さ
れ
た
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
を
、
そ
の
第
一
節
「
夜
」
に
つ
い
て
だ
け
親

し
ん
だ
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
は
、
果
し
て
目
前
の
「
晩
鐘
の
音
」
が
】
体
ど
こ
に
向
か
っ

て
い
る
の
か
？
　
明
確
に
判
断
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
前
掲
の
ル
ン

グ
宛
書
簡
（
一
八
一
〇
年
一
月
二
十
一
日
）
に
は
、
「
過
去
へ
ま
た
未
来
へ
と
あ
ら
ゆ

る
想
い
出
の
響
く
晩
鐘
回
ｎ
ｅ
　
ｒ
ｉ
ｉ
ｃ
ｋ
-
目
ｄ
　
ｖ
ｏ
ｒ
w
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
　
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
乱
ｅ
（
‥
）
↑
Ｏ
ｅ
ｋ
ｅ
　
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ

ｂ
ｒ
ｍ
ｎ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
」
と
あ
り
、
『
過
去
』
と
か
「
未
来
」
と
言
っ
て
も
当
所
な
き
空
漠
と

し
た
「
後
方
（
ｒ
ｉ
ｉ
ｃ
ｋ
w
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
）
」
や
「
前
方
（
ｖ
ｏ
ｒ
w
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
）
」
に
過
ぎ
な
い
。
類
似
の
ロ

マ
ン
派
風
の
無
限
へ
の
憧
憬
に
駆
ら
れ
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
（
一
八
〇

八
年
）
に
お
け
る
「
夜
（
之
回
ぼ
）
」
の
場
面
で
は
、
「
復
活
祭
の
始
ま
る
時
刻
」
（
第

七
四
五
句
）
を
告
げ
る
「
鐘
の
音
「
臼
ｏ
沁
の
ぽ
ｏ
已
」
（
第
七
七
三
句
）
が
話
題
と
な

る
（
Ｈ
Ａ
　
１
１
１
.
３
０
-
３
１
）
。

七
七
三
　
あ
の
少
年
の
頃
に
は
、
か
く
も
予
感
に
満
ち
、
溢
れ
ん
ば
か
り
に
鐘
の
音
が

　
　
　
　
　
　
響
き
渡
り
、

七
七
四
　
そ
し
て
祈
り
（
の
呂
江
）
が
、
燃
え
る
悦
楽
だ
っ
た
の
だ
。

少
年
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
も
劣
ら
ぬ
若
き
純
真
な
魂
で
、
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
に
心
酔
し
た
。
そ
の
胸
に
は
「
か
く
も
予
感
に
満
ち

（
・
ｏ
斗
～
品
回
ｏ
巳
、
溢
れ
ん
ば
か
り
に
鐘
の
音
（
ｄ
ｅ
ｓ
～
ｏ
恥
の
ぼ
ｏ
罵
・
『
日
ぎ
』
が

響
き
渡
り
、
そ
し
て
祈
り
が
燃
え
る
悦
楽
だ
っ
た
」
こ
と
が
、
先
に
言
及
し
た
日
記
書

簡
（
一
八
ニ
八
年
十
二
月
）
よ
り
、
手
に
取
る
よ
う
に
解
か
る
。
そ
こ
に
は
正
に
「
祈

り
／
」
が
宗
教
の
本
質
と
な
り
、
第
十
一
句
の
「
晩
鐘
」
を
要
と
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄

酒
』
の
詩
魂
に
追
っ
て
い
る
。
だ
が
死
圏
ギ
リ
シ
ア
が
甦
り
生
者
の
魂
に
彷
彿
と
現
わ

れ
る
兆
し
は
、
こ
の
ロ
マ
ン
派
の
無
限
へ
の
憧
憬
に
見
い
出
さ
れ
な
い
。

　
事
情
は
文
字
通
り
「
無
限
の
憧
憬
（
自
・
乱
回
冨
？
丁
目
・
耳
）
」
を
『
サ
イ
ズ
の

学
徒
』
（
一
七
九
八
年
－
九
九
年
）
第
二
章
（
Ｚ
∝
に
Ｉ
）
で
語
っ
た
ノ
ヴ
″
Ｉ
リ
ス
の

場
合
も
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
理
想
界
ギ
リ
シ
ア
が
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
さ
な
が
ら
聳

え
る
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
と
異
な
り
、
こ
の
ロ
マ
ン
派
詩
人
の
代
表
作
『
夜
の
讃
歌
』

は
ギ
リ
シ
ア
を
克
服
さ
れ
た
過
去
と
看
倣
す
。
な
ぜ
な
ら
『
夜
の
讃
歌
』
そ
の
五
に
よ

れ
ば
、
こ
の
古
典
古
代
は
死
の
豊
か
さ
を
内
包
で
き
ぬ
「
古
き
世
界
（
巴
芯
測
宍
）
」

に
留
ま
り
、
結
局
そ
の
生
命
溢
れ
る
姿
と
て
「
愕
然
と
さ
せ
る
夢
幻
｛
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
ｅ
ｔ
ｚ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ

｝
ａ
ｕ
ｍ
ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
）
」
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
９
ｍ
｛
・
呂
＼
呂
｝
。
こ
れ
に
反
し
て
死
圏

の
空
無
を
孕
む
『
聖
書
』
の
神
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活
こ
そ
（
新
た
な
世
界
の
誕
生

石
ｅ
ｂ
ｕ
ｒ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｎ
ｅ
ｕ
ｅ
ｎ
　
Ｗ
ｅ
ｌ
ｔ
）
」
（
Ｚ
∝
｛
恵
｝
を
告
げ
る
要
石
に
他
な
ら
な
い
。
大
体

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
も
似
た
よ
う
な
『
聖
書
』
の
神
観
を
礎
と
し
て
、
ロ
マ
シ
派
ノ
ヴ
ァ
ー

リ
ス
風
の
「
夜
」
と
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
を
理
解
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ゆ

え
に
無
限
の
憧
憬
は
こ
の
場
合
、
来
世
の
彼
岸
へ
向
け
て
「
待
ち
望
み
そ
し
て
祈
る
」

な
か
に
宿
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
お
い
て
憧
憬
の
対
象
が
夭
折
し
た

恋
人
ソ
フ
ィ
ー
で
あ
り
、
こ
の
少
女
の
死
に
神
の
受
難
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
当
時
一
八
〇
〇
年
の
今
こ
の
時
に
「
在
来
の
も
の
を
全
て
恥
じ

い
ら
せ
る
志
操
と
思
考
法
の
来
た
る
べ
き
革
命
」
と
し
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の

福
音
を
歌
う
詩
人
と
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
興
味
深
い
こ
と
は
実
の
所
、
『
夜
の
讃
歌
』
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
執
筆

の
少
し
前
に
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
十
分
こ
の
讃
歌
を
留
意
し

て
自
ら
の
創
作
に
筆
を
初
め
た
と
考
え
ら
れ
る
点
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
夜
の
讃
歌
』

全
六
歌
は
一
八
〇
〇
年
夏
八
月
に
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
の
文
芸
誌
『
ア
テ
ネ
ー
ウ
ム
』

第
三
巻
の
第
二
分
冊
で
公
刊
さ
れ
る
。
そ
の
後
一
八
〇
〇
年
秋
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

が
歌
い
始
め
ら
れ
る
。
こ
の
思
想
詩
が
讃
歌
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
、
そ
れ
は
ロ
マ
ッ

派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
詩
魂
に
働
き
か
け
、
そ
れ
を
揺
振
っ
た
予
感
さ
せ
る
力
、
無
限
へ

の
憧
憬
を
掻
き
立
て
た
濃
淡
細
や
か
な
想
念
で
あ
る
。
こ
れ
を
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
『
断

章
』
（
一
七
九
八
年
）
で
「
ロ
マ
ン
化
」
と
呼
ぶ
（
Ｚ
∝
｛
に
弓
｝
。



世
界
は
ロ
マ
ン
化
さ
れ
る
必
然
に
あ
る
。
か
く
し
て
根
源
の
意
味
が
再
び
見
い
出

さ
れ
る
。
ロ
マ
ン
化
（
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｓ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
）
と
は
質
的
累
乗
で
高
め
る
こ
と

（
ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
回
な
～
品
）
に
他
な
ら
な
い
。
…
　
私
か
俗
な
も
の
に
崇

高
な
意
味
を
、
日
常
に
対
し
神
秘
に
み
ち
た
外
観
を
、
既
知
の
も
の
に
未
知
の
尊

厳
を
、
有
限
な
も
の
に
無
限
の
陰
影
Ｃ
ｕ
ｎ
ｅ
乱
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
）
を
あ
た
え
る
な

ら
、
こ
う
し
て
私
は
ロ
マ
ン
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
夜
の
讃
歌
』
と
比
べ
て
み
る
と
、
こ
こ
で
要
請
さ
れ
て
い
る
「
質
的
累
乗
で
高
め
る

こ
と
」
の
な
か
で
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
の
方
が
優
る
点
と
し
て
、
「
俗

な
も
の
に
崇
高
な
意
味
を
（
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｏ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
）
、
日
常
に
対
し

神
秘
に
み
ち
た
外
観
を
（
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｇ
ｅ
w
ｏ
ｈ
ｎ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
-
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ｎ
ｉ
ｓ
ｖ
ｏ
Ｕ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｈ
巳

あ
た
え
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
讃
歌
で
俗
な
日
常
な
ど
取

り
上
げ
て
も
い
な
い
。
反
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
都
市
像
に
は
、
「
街
路
」

や
「
収
支
得
失
」
な
ど
在
り
来
た
り
の
表
象
が
溢
れ
て
お
り
、
第
十
一
句
の
「
晩
鐘
」

に
し
て
も
例
外
で
は
な
い
。

　
そ
れ
ら
都
市
の
諸
相
が
「
ロ
マ
ン
化
」
の
力
に
よ
り
根
源
か
ら
照
ら
し
出
さ
れ
る
限

り
、
そ
の
光
明
の
果
て
に
神
を
予
感
し
「
待
ち
望
み
そ
し
て
祈
る
」
の
は
正
鵠
を
射
て

い
る
。
こ
の
意
味
な
ら
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
は
、
一
種
の
『
夜
の
讃
歌
』

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
節
「
夜
」
に
は
、
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
た
ち
の
関
与
し

な
い
神
秘
ギ
リ
シ
ア
ヘ
の
道
も
あ
り
、
こ
の
筋
が
ゆ
き
着
く
悲
劇
祝
祭
の
時
空
に
お
い

て
『
聖
書
』
の
神
キ
リ
ス
ト
も
問
わ
れ
る
。
ま
た
前
述
の
悲
劇
祝
祭
に
お
け
る
共
和
精

神
に
呼
応
し
て
、
第
一
節
の
都
市
像
の
中
で
何
か
果
し
て
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も

の
」
か
も
明
ら
か
と
な
る
。
就
く
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
焦
点
を
あ
て
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
は
、
他
な
ら
ぬ
悲
劇
の
誕
生
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
精
髄
を
見
る
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
と
か
く
生
者
・
の
圏
内
へ
と
閉
じ
た
と
さ
れ
る
古
典
古
代
を
死
圏
へ
と
開
く
。

な
ぜ
な
ら
悲
劇
に
お
い
て
こ
そ
両
圏
の
相
互
浸
透
が
可
能
と
な
り
、
こ
の
「
悲
劇
性
の

　
二
七
　
（
2
7
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

表
出
」
が
極
致
に
至
る
時
に
「
神
は
死
の
姿
に
お
い
て
現
わ
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
美
学
論
文
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
』
二
八
〇
四
年
）
第
三
章
で
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
次
の
よ
う
に
語
る
（
叩
ｙ
べ
・
に
呂
）
。

悲
劇
性
の
表
出
（
回
ｅ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｄ
ａ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
）
は
、
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ

の
註
解
』
（
一
八
〇
四
年
）
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
次
の
点
に
よ
る
。
つ
ま
り
無

媒
介
直
接
の
神
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｍ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｌ
ｂ
ａ
ｒ
ｅ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
）
が
、
入
と
全
き
一
体
（
回
ｎ
ｚ

回
ｎ
ｅ
ｓ
　
m
i
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
　
～
）
と
な
る
点
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
（
こ
れ
に
対
し

て
）
使
徒
の
神
（
Ｐ
ｔ
ｔ
　
ｅ
r
n
e
ｓ
　
Ａ
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
ｓ
）
は
、
よ
り
間
接
的
（
日
回
・
回
目
・
１
　

で
あ
り
、
こ
れ
は
最
高
の
精
神
に
宿
る
最
高
の
（
分
別
）
知
性
（
ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

く
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
乱
ｉ
ｎ
　
ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
e
m
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
）
で
あ
る
か
ら
（
問
題
と
な
ら
な
い
）
。
と

こ
ろ
で
神
と
人
と
の
一
体
は
、
無
限
の
霊
感
（
自
の
乱
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）

が
無
限
に
自
ら
を
掴
む
こ
と
で
あ
る
。
無
限
と
は
、
意
識
を
揚
棄
（
目
映
・
ぼ
）

す
る
意
識
の
中
で
諸
々
の
相
克
に
よ
り
、
神
聖
（
回
白
巴
な
霊
感
そ
の
も
の
に

亀
裂
が
入
る
（
匹
５
　
円
冨
ま
の
乱
）
　
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
神
は
死
の
姿

（
（
い
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
乱
・
巳
に
お
い
て
現
わ
れ
る
。

　
「
無
限
の
霊
感
」
は
別
の
面
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
述
べ
る
先
程
の
「
無
限
の
憧
憬
」
に

通
じ
、
こ
の
筋
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
ロ
マ
ン
化
か
遁
世
の
詩
人
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の

心
を
掴
ん
だ
。
他
方
こ
れ
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
鏡
に
し
て
、
そ
の
神
観
と
『
聖
書
』

と
の
内
な
る
結
び
目
を
も
探
し
求
め
る
。

　
要
点
は
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
を
「
死
の
姿
」
に
お
い
て
把
え
、
こ
れ
を
「
使
徒
の

神
」
と
峻
別
す
る
こ
と
に
あ
る
。
『
夜
の
讃
歌
』
に
お
け
る
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
な
ら
、
『
聖

書
』
の
神
キ
リ
ス
ト
の
み
を
そ
の
受
難
に
お
け
る
死
の
姿
で
特
別
視
し
て
、
他
の
神
々

は
ア
ポ
ロ
ー
ン
で
あ
れ
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
で
あ
れ
留
意
さ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
の
悲
劇
祝
祭
に
お
い
て
は
、
そ
の
三
者
と
と
も
に
「
無
媒
介
直
接
の
神
」

と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
が
「
死
の
姿
」
に
お
い
て
滅
び
る
時
に
、



　
二
八
　
（
2
8
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

悲
劇
の
「
神
は
現
わ
れ
る
」
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
ア
ポ
ロ
ー
ン
は
悲
劇

の
舞
台
に
登
場
し
な
い
隠
れ
た
神
（
口
ｅ
ｕ
ｓ

ａ
ｂ
ｓ
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ｉ
ｔ
ｕ
ｓ
）
に
留
ま
り
、
あ
く
ま
で

「
悲
劇
性
の
表
出
」
の
深
層
に
お
い
て
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
と
な
る
。
事
情
は
「
離

在
（
ア
ー
ザ
ブ
）
」
と
の
関
連
で
す
で
に
見
た
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
の
「
死
の
姿
」

で
も
同
じ
く
、
神
自
身
は
隠
れ
て
い
る
。
但
し
『
聖
書
』
に
よ
れ
ば
神
自
身
は
同
時
に

救
世
主
キ
リ
ス
ト
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
神
々
と
は
異
な
る
唯
一
神
の
場
合
は
、
異

例
な
こ
と
に
神
の
死
（
Ｑ
ｏ
は
に
｛
ど
｛
｝
が
、
十
字
架
上
の
受
難
に
お
い
て
成
就
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
　
従
っ
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
六
節
の
第
一
〇
七
句
か
ら
第
一
〇
八
句
に
か
け
て
、

　
　
　
　
　
ゆ
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
　
　
く
ら

始
め
て
神
自
身
キ
リ
ス
ト
が
幽
か
に
玄
く
問
い
か
け
る
よ
う
に
歌
わ
れ
る
時
、
「
人
の

姿
を
と
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
内
実
は
、
「
死
の
姿
」
に
他
な
ら
な
い
（
Ｓ
ｔ
Ａ

１
１
.
９
３
）
。

一
〇
七
　
或
い
は
も
し
か
す
る
と
神
自
身
も
来
臨
し
（
〇
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｅ
ｒ
　
ｋ
ａ
ｍ
　
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
　
罵
ぎ
匹
）
、

　
　
　
　
　
　
　
し
か
も
人
の
姿
を
と
り
（
μ
乱
ｎ
ａ
ｈ
ｍ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
（
ｊ
-
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｔ

　
　
　
　
　
　
　
ａ
ｎ
）
、

一
〇
八
　
　
そ
し
て
天
上
の
祝
祭
（
た
る
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
）
を
終
結
し
宥
和
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
の
だ
。

未
だ
「
死
の
姿
」
を
と
ら
ぬ
ア
ポ
ロ
ー
ン
や
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
は
、
当
然
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
神
観
に
よ
れ
ば
「
人
の
姿
」
も
と
ら
ず
に
隠
れ
た
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
で
あ

り
、
ま
し
て
や
晴
れ
の
檜
舞
台
に
颯
爽
と
登
場
す
る
「
機
械
仕
掛
け
の
神
（
口
の
縦
の
～

～
回
冨
～
）
（
5
6
）
」
な
ど
で
な
い
。
む
し
ろ
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
は
一
種
の
「
使
徒
の

神
」
で
あ
り
、
詩
人
の
「
最
高
の
精
神
に
宿
る
最
高
の
（
分
別
）
知
性
」
の
産
物
と
看

倣
さ
れ
る
。
更
に
別
の
「
使
徒
の
神
」
が
『
聖
書
』
に
あ
り
、
そ
れ
は
「
福
音
書
」
な

ら
ぬ
使
徒
パ
ウ
ロ
た
ち
の
書
簡
に
根
を
持
つ
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
私
達
は
だ
か
キ
リ
ス
ト
の
精
髄
（
芭
胃
）
を
持
つ
」
と
、
使
徒

パ
ウ
ロ
が
『
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
書
簡
』
第
二
章
の
第
十
六
節
（
｛
咀
｝
で
述
べ
る

時
、
こ
の
「
精
髄
」
を
先
程
の
「
最
高
の
精
神
に
宿
る
最
高
の
（
分
別
）
悟
性
「
べ
ｇ
‐

耳
自
巳
」
と
解
す
る
の
は
中
世
ス
コ
ラ
哲
学
な
ど
思
弁
形
而
上
学
の
筋
で
あ
ろ
う
。

実
際
十
三
世
紀
思
弁
哲
学
の
巨
匠
ト
マ
ス
著
『
神
学
大
全
（
汐
～
日
限
訃
の
ｏ
↑
ｏ
侃
～
）
』

第
一
部
「
神
論
」
第
十
二
問
の
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
「
神
（
口
ｍ
・
）
は
ま
た
（
分
別
）

知
性
能
力
の
創
造
主
（
自
３
　
ｏ
ｒ
　
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｅ
　
ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ｔ
邑
で
あ
り
）
、
し
か
も
「
第

一
の
（
根
源
）
知
性
（
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
ｓ
　
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
↑
・
・
ぱ
乙
）
に
他
な
ら
な
い
（
5
7
）
ｏ
　
こ
の
こ
と
は

後
に
啓
蒙
期
十
八
世
紀
シ
ラ
ー
の
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
（
一
七
八
八
年
）
終
結

部
の
第
二
五
節
に
お
い
て
も
、
そ
の
第
一
九
四
句
に
『
聖
書
』
の
唯
一
神
が
「
知
性
の

創
造
主
（
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｐ
ｆ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
）
」
（
ツ
「
ン
こ
呂
」
と
語
ら
れ
て
示
さ
れ
る
。

但
し
『
聖
書
』
の
神
は
、
必
ず
し
も
知
性
本
位
に
把
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
旧
教
カ
ト

リ
ッ
ク
公
認
（
べ
巴
回
剪
）
ラ
テ
ン
語
ヒ
エ
ロ
ー
ニ
ュ
モ
ス
訳
聖
書
で
は
、
話
題
の
使

徒
パ
ウ
ロ
の
言
葉
「
キ
リ
ス
ト
の
精
髄
」
が
「
キ
リ
ス
ト
の
心
意
（
呂
回
目
０
可
屁
巴
）

（
｛
に
コ
↑
｝
と
さ
れ
、
こ
れ
と
同
様
ル
タ
ー
訳
一
五
四
五
年
聖
書
で
も
「
精
髄
（
回
収
）
」

が
「
心
意
（
巳
～
）
」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
（
｛
に
合
｝
。

　
引
用
し
た
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
』
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
「
使
徒
の
神
」
と

言
う
時
、
こ
れ
は
「
（
分
別
）
知
性
」
本
位
の
思
弁
哲
学
が
継
承
す
る
『
聖
書
』
の
神

と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
そ
の
対
極
に
「
無
限
の
霊
感
」
に
拠
る
「
無
媒
介
直
接
の
神
」

が
あ
り
、
こ
の
言
わ
ば
霊
感
の
神
は
『
聖
書
』
な
ら
「
死
の
姿
に
お
い
て
」
「
人
の
姿

を
と
り
」
て
十
字
架
上
で
受
難
し
た
「
キ
リ
ス
ト
の
心
意
」
に
宿
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
使
徒
パ
ウ
ロ
の
言
う
『
聖
書
』
の
「
精
髄
」
を
宗
教
改
革
者
ル
タ
ー
の
「
心
意
」

と
解
す
れ
ば
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
母
宛
一
七
九
一
年
二
月
の
書
簡
で
述
べ
る
敬
虔
主
義

の
筋
、
す
な
わ
ち
「
心
の
こ
も
ら
ぬ
冷
た
き
（
思
弁
哲
学
の
）
理
性
（
ｋ
ａ
ｌ
ｔ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｍ

Ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｎ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｅ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
）
」
に
拠
ら
ぬ
「
わ
が
心
の
信
仰
（
（
～
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
　
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｎ
ｓ
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
６
４
）
」
が
浮
上
し
、
こ
れ
が
「
無
限
の
霊
感
」
の
母
胎
と
な
る
。

従
っ
て
詩
人
は
パ
ウ
ロ
を
一
七
九
五
年
十
一
月
九
日
付
エ
ー
ベ
ル
宛
書
簡
で
「
見
え
ざ

る
闘
争
す
る
教
会
（
ｕ
ｎ
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｂ
ａ
ｒ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
乱
ｅ
　
Ｋ
ｉ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
）
」
に
結
び
つ
け
、
「
わ
が
魂



の
人
物
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
　
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｅ
ｅ
と
）
に
し
て
、
「
今
日
の
追
従
者
ら
が
自
分
た
ち

に
無
知
で
あ
る
の
に
劣
ら
ず
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
い
使
徒
｛
ｙ
ｔ
ｏ
耳
ｏ
｝
）
」
（
叩
ｙ

だ
’
↑
弓
）
と
称
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
詩
人
は
西
方
ラ
テ
ン
教
会
の
思
弁
哲
学

に
よ
る
「
最
高
の
精
神
に
宿
る
最
高
の
（
分
別
）
知
性
」
を
下
位
に
置
き
、
「
心
」
や

「
魂
」
に
基
づ
く
「
無
限
の
霊
感
」
を
優
先
す
る
。
こ
の
点
で
は
ロ
マ
ン
派
の
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
や
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
も
同
じ
戦
線
に
立
ち
、
思
弁
哲
学
な
ら
ぬ
詩
歌
芸
術
に
お
い

て
こ
そ
「
キ
リ
ス
ト
の
精
髄
」
を
問
う
と
言
え
る
。

　
但
し
格
別
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
双
方
の
ロ
マ
ン
派
詩
人
と
異
な
る
の
は
、
『
聖
書
』
の

神
キ
リ
ス
ト
の
精
髄
を
、
他
な
ら
ぬ
異
教
の
神
々
が
君
臨
す
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
誕

生
の
時
空
に
も
認
め
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
使
徒
パ
ウ
ロ
を
始
め
教
父
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー

ヌ
ス
た
ち
に
も
見
ら
れ
な
い
新
た
な
聖
書
理
解
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
哲
学
者
プ
ラ
ト
ー

ン
た
ち
以
降
の
思
弁
形
而
上
学
の
筋
を
吟
味
し
、
そ
の
（
分
別
）
知
性
本
位
の
神
論

口
回
ｏ
｝
ｏ
胚
・
）
を
不
十
分
と
批
判
し
た
観
点
は
、
実
の
と
こ
ろ
教
会
の
歴
史
に
お
い
て

古
い
。
そ
し
て
魂
や
心
の
底
か
ら
信
仰
を
掴
み
直
し
霊
感
を
重
視
し
た
の
が
、
西
方
ラ

テ
ン
教
会
な
ら
ぬ
東
方
ギ
リ
シ
ア
教
会
の
伝
統
で
あ
る
。
例
え
ば
四
世
紀
の
教
父
ナ
ジ

ア
ン
ソ
ス
の
グ
レ
ー
ゴ
リ
オ
ス
の
『
第
三
十
二
講
話
』
第
十
二
章
に
は
、

て
語
る
（
Ａ
ａ
/
ｌ
ｅ
ｌ
ｖ
）
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
自
ら
を
神
に
向
け
浄
め
て
ゆ
く
「
き
亀
―
‐

到
ご
」
こ
と
が
大
事
と
さ
れ
る
（
随
）
ｏ
　
文
字
通
り
『
詩
学
』
　
一
四
四
九
Ｂ
で
「
悲
劇

　
ト
ラ
ゴ
ー
デ
ィ
ア
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

（
召
～
色
９
Ｑ
）
」
を
論
じ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
、
そ
の
眼
目
と
し
た
「
浄
め
（
江
‐

ｔ
Ｑ
ｔ
ミ
ｎ
）
」
（
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
７
８
２
８
.
　
１
８
）
が
教
父
の
関
心
の
的
で
も
あ
る
。
但
し
教
父
は
悲
劇

を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
よ
う
に
「
清
澄
な
る
神
事
礼
拝
」
（
既
出
シ
ュ
ッ
ツ
宛
書
簡
）
と

見
な
い
。
む
し
ろ
異
教
の
祝
祭
は
偶
像
崇
拝
と
し
て
斥
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
近
代
ド
イ
ツ
の
詩
人
は
敢
て
異
議
を
申
し
立
て
る
。
果
し
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
風
の

「
悲
劇
性
の
表
出
」
よ
り
も
優
れ
て
「
浄
め
」
を
現
実
化
で
き
る
も
の
な
ど
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
？
　
と
。

　
少
く
と
も
思
弁
哲
学
な
ら
ぬ
文
芸
の
場
合
、
殊
に
西
欧
の
近
世
で
は
ラ
シ
ー
ヌ
の

『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
（
一
六
七
七
年
）
や
ゲ
ー
テ
の
『
タ
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ェ
』

「
神
に
つ
い

　
　
ヵ
タ
イ

二
九
　
（
2
9
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
二
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

二
七
八
七
年
）
に
顕
著
な
ご
と
く
、
「
浄
め
」
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
抜
き
に
し
て

考
え
難
い
。
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
五
五
句
で
「
至
福
」
が
他
な
ら
ぬ
「
ギ
リ
シ
ア
」

に
宿
る
の
も
、
ま
ず
は
「
悲
劇
」
に
よ
る
「
浄
め
」
ゆ
え
で
あ
る
。
す
で
に
第
一
節

「
夜
」
に
も
一
種
の
浄
め
が
あ
り
、
と
り
わ
け
第
十
一
句
前
後
の
詩
節
に
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
が
そ
れ
を
汲
み
取
っ
た
こ
と
は
先
に
確
か
め
た
通
り
で
あ
る
。
だ
が
ロ
マ
ン
派
の
詩

人
は
、
そ
れ
が
更
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
ま
で
辿
ら
れ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
単

に
『
聖
書
』
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
「
無
限
の
霊
感
」
を
心
に
抱
い
た
の
で
あ
っ
た
。

往
時
十
四
世
紀
ギ
リ
シ
ア
教
父
パ
ラ
マ
ー
ス
が
東
口
Ｉ
マ
帝
国
都
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン

陥
落
（
一
四
五
三
年
）
の
百
年
程
前
に
大
著
『
三
部
作
』
で
東
方
教
会
の
伝
統
を
振
り

返
っ
た
時
、
そ
の
念
頭
に
あ
っ
た
も
の
は
何
よ
り
「
魂
の
情
感
（
ｎ
'
ａ
Ｑ
ｏ
ｏ
）
部
分
の
清

浄
（
～
～
Ｉ
Ｊ
ｎ
）
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
パ
ラ
マ
ー
ス
は
由
緒
あ
る
教
父
た
ち
が
「
霊

　
プ
ネ
ウ
マ
　
　
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
　
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
・
プ
ネ
ウ
マ
テ
ィ
ヶ
Ｉ

｛
ｎ
ｖ
ｅ
ｕ
ｕ
ｘ
ｉ
｝
の
感
覚
（
ａ
ｔ
ａ
９
ｖ
ａ
t
(
：
　
ｎ
ｖ
ｅ
ｕ
ａ
ａ
Ｔ
Ｌ
ｉ
ｔ
Ｔ
ｆ
)
］
と
呼
ん
だ
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
「
霊
の
感
覚
」
つ
ま
り
霊
感
に
よ
る
「
神
観
（
～
～
～
Ｑ
）
」
こ
そ
が
求
め
ら
れ
、

こ
れ
に
比
べ
「
神
学
の
神
論
（
～
～
～
ご
）
」
は
劣
る
と
さ
れ
る
（
5
9
）
○
　
こ
の
立
論
を

徹
底
さ
せ
れ
ば
、
少
く
と
も
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
場
合
な
ら
、
（
分
別
）
知
性
本
位
の
思

弁
哲
学
の
み
な
ら
ず
、
教
理
講
話
や
説
教
も
到
底
そ
の
「
浄
め
」
の
業
に
お
い
て
、
詩

歌
芸
術
の
精
華
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
性
の
表
出
に
及
ば
な
い
こ
と
と
な
る
。
他
方
ロ
マ
ン
派

た
ち
も
教
父
た
ち
も
、
こ
の
よ
う
に
既
成
キ
リ
ス
ト
教
圏
を
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

へ
と
突
破
す
る
に
至
ら
な
い
。
ゆ
え
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
三
節
の
第
四
〇
句
以
下

で
こ
う
歌
わ
れ
た
。
「
神
々
し
い
焔
（
０
ｏ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｆ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
）
も
ま
た
昼
と
な
く
夜
と

な
く
迫
る
／
（
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
ヘ
の
）
出
立
（
ｙ
乱
～
可
・
・
ｒ
ロ
・
）
を
。
な
ら
ば

来
た
れ
！
　
聞
か
れ
た
時
空
（
ｄ
ａ
ｓ
〇
次
～
の
）
を
私
達
が
眺
め
る
た
め
に
。
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.

９
１
）

　
前
述
の
旧
体
制
下
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
と
と
も
に
既
成
キ
リ
ス
ト
散
圏
も
、
「
至
福
な

る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
と
「
開
か
れ
た
時
空
」
か
ら
眺
め
る
な
ら
ば
、
前
者
は
封
建
的
特
権

へ
と
後
者
は
専
ら
『
聖
書
』
へ
と
閉
じ
ら
れ
た
世
界
で
あ
る
。
勿
論
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
た

ち
ロ
マ
ン
派
詩
人
が
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
に
奔
走
す
る
な
ど
と
は
想
像
し
難
い
。
む
し
ろ



　
言
　
（
3
0
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

詩
人
た
ち
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
の
方
に
無
辺
無
量
の
感
慨
を
抱
く
。

と
こ
ろ
が
所
詮
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
た
ち
ロ
マ
ン
派
詩
人
を
掴
む
「
無
限
の
霊
感
」
に
は
、

古
典
ギ
リ
シ
ア
の
福
音
が
欠
如
し
て
い
る
。
他
方
シ
ラ
ー
た
ち
古
典
派
の
眼
前
に
は
、

古
都
ア
テ
ー
ナ
イ
の
中
心
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
に
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
が
今
日
な
お
聳

え
る
如
く
、
理
想
界
ギ
リ
シ
ア
は
揺
ら
が
ず
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』

に
お
い
て
も
詩
人
の
姿
勢
は
、
ゲ
ー
テ
の
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
』
第
十
二
句
が
語
る
通

り
、
「
ギ
リ
シ
ア
人
の
国
を
魂
で
探
し
つ
つ
（
｛
｝
目
ｒ
Ｑ
乱
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
　
m
i
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
　
ｓ
ｕ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
｡
）
」
（
Ｈ
Ａ
　
Ｖ
.
７
）
と
言
っ
た
所
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
一
七
五
五
年
ヴ
ィ

ン
ケ
ル
マ
ン
の
『
絵
画
と
彫
刻
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
芸
術
模
倣
論
』
が
公
刊
さ
れ
て
以

来
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
成
立
に
至
る
ま
で
約
半
世
紀
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
。
こ

の
間
一
七
六
六
年
刊
『
ラ
オ
コ
オ
ン
』
第
二
六
章
で
、
レ
ッ
シ
ン
グ
は
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ

ン
の
仕
事
に
「
歴
史
の
松
明
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
）
」
（
Ｌ
Ｗ
　
Ｉ
Ｖ
.
４
０
９
）
を
認

め
る
旨
を
公
言
し
、
こ
の
新
時
代
の
胎
動
を
小
論
『
い
か
に
古
代
人
は
死
を
形
造
り
し

か
』
二
七
六
九
年
）
の
終
結
部
で
こ
う
表
明
す
る
（
Ｌ
Ｗ
　
Ｘ
Ｖ
Ｉ
こ
脇
）
。

　
　
誤
れ
る
理
解
に
基
づ
く
宗
教
の
み
が
、
私
達
を
美
か
ら
遠
ざ
け
得
る
。
も
し
宗
教

　
　
が
私
達
を
再
び
美
へ
と
連
れ
戻
す
な
ら
、
そ
れ
は
真
正
な
宗
教
、
つ
ま
り
正
し
く

　
　
理
解
さ
れ
た
真
正
な
宗
教
の
証
左
な
の
で
あ
る
。

美
の
古
里
ギ
リ
シ
ア
ヘ
回
向
し
、
そ
こ
へ
帰
郷
を
目
指
す
宗
教
が
、
や
は
り
『
パ
ン
と

葡
萄
酒
』
で
も
求
め
ら
れ
、
そ
の
美
の
宗
教
と
の
新
た
な
盟
約
が
課
題
な
の
で
あ
る
。

　
目
下
話
題
の
「
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音
（
ｅ
ｒ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｌ
ｉ
ｉ
ｕ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
臼
ｏ
ｒ
巳
）
（
第
十
一

句
）
も
従
っ
て
、
後
に
美
の
古
里
ギ
リ
シ
ア
で
「
轟
く
偉
大
な
る
運
命
（
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ａ
ｓ

ｇ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
）
」
（
第
六
二
句
）
に
も
繋
が
る
開
か
れ
た
性
格
を
宿
す
。
す
る
と
遁

世
ロ
マ
ン
派
風
の
「
無
限
の
憧
憬
」
は
、
同
時
に
『
ギ
リ
シ
ア
芸
術
模
倣
論
』
以
来
の

古
典
へ
の
憧
憬
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
こ
の
点
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
を
目

指
す
「
無
限
の
憧
憬
」
こ
そ
は
、
先
輩
ゲ
ー
テ
た
ち
を
も
凌
ぎ
遥
か
に
徹
底
し
て
お
り
、

言
わ
ば
全
身
全
霊
で
美
の
古
里
へ
と
理
念
追
求
し
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
ロ
マ
ン
派
詩
人

た
ち
に
見
ら
れ
る
「
無
限
の
憧
憬
」
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
一
層
と
形
式
面
で
純
化
さ
れ
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
無
限
の
憧
憬

と
し
て
現
実
の
力
、
つ
ま
り
封
建
制
下
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
既
成
意
識
を
解
体
し
、
新

た
に
心
魂
を
美
に
向
け
て
形
成
す
る
力
、
す
な
わ
ち
人
文
教
養
（
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ
）
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
『
美
を
目
指
す
人
間
教
育
（
ａ
ｓ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ｒ
ｚ
ｉ
ｅ
ｈ
ｕ
ｎ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
　
回
）
に
つ
い

て
』
と
題
し
た
一
連
の
書
簡
（
一
七
九
五
年
）
で
シ
ラ
ー
が
試
み
た
こ
と
も
、
『
ハ
ン

と
葡
萄
酒
』
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
結
実
す
る
古
典
へ
の
道
に
あ
丞
。
前
述
の

『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
』
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
「
（
分
別
）
知
性

（
べ
の
ぶ
す
乱
）
」
が
、
こ
こ
で
は
正
に
「
美
を
目
指
す
教
育
」
を
受
け
る
べ
き
対
象
と

さ
れ
、
第
八
教
育
書
簡
に
お
い
て
「
（
分
別
）
知
性
の
啓
蒙
（
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
-

ｓ
ｔ
ａ
乱
回
）
」
に
つ
い
て
シ
ラ
ー
は
語
り
、
こ
れ
を
更
に
「
心
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
）
を
通
り
頭

｛
｝
｛
ｏ
低
｝
へ
向
か
う
道
」
と
言
い
換
え
る
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
.
３
３
２
）
°
つ
ま
り
思
弁
哲
学
に
欠

如
し
た
心
髄
が
、
美
の
古
里
ギ
リ
シ
ア
ヘ
の
探
究
過
程
で
始
め
て
問
わ
れ
る
と
言
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
啓
蒙
」
と
は
、
ロ
マ
ン
派
が
万
有
の
根
源
に
迫
る
仕
方
と
異
な

り
、
地
道
に
今
こ
の
時
よ
り
道
を
少
し
ず
つ
切
り
開
く
。
従
っ
て
根
源
の
光
明
が
言
わ

ば
叡
知
直
感
に
よ
り
予
感
し
先
取
り
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
光
明
を
探
し

求
め
倦
む
こ
と
な
き
理
念
追
求
（
に
ｍ
Ｆ
白
目
）
の
努
力
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
探
究
過
程
は
ロ
マ
ン
派
と
は
別
の
意
味
で
「
無
限
」
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
を
シ
ラ
ー

は
詩
歌
『
友
情
』
（
一
七
八
二
年
）
終
結
部
で
、
「
泡
立
ち
の
ぼ
る
Ｉ
無
限
」
（
第
六
〇

句
）
と
歌
っ
て
い
る
（
Ｎ
Ａ
に
↑
↑
）
。

五
八

五
九

六
〇

よ
し
ん
ば
至
高
の
者
（
ｄ
ａ
ｓ
　
ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
　
ｓ
ｔ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
）
が
無
類
無
比
で
あ
ろ
う
と
も
、

霊
魂
の
国
そ
の
も
の
な
す
玉
杯
よ
り

そ
の
者
を
目
指
し
泡
立
ち
の
ぼ
る
（
Ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
m
ｔ
　
ｉ
ｈ
ｍ
）
－
無
限
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｕ
ｎ
ｅ
乱
‐

　
　
回
目
の
～
）
。



　
「
霊
魂
の
国
「
曽
・
に
～
冊
已
」
（
第
五
九
句
）
は
地
上
に
あ
り
、
こ
れ
が
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
で
は
「
乏
し
き
時
代
」
に
あ
る
現
実
と
な
る
。
そ
し
て
「
至
高
者
の
息
子
（
キ

リ
ス
ト
）
」
（
第
一
五
五
句
以
下
）
が
住
ま
う
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
、
西
欧
牛
リ

ス
ト
教
圏
の
「
幽
魂
た
ち
（
昭
冨
は
§
）
」
（
第
一
五
六
句
）
が
渇
望
す
る
。
こ
の
影
な

す
幽
魂
の
代
表
が
、
光
明
界
ギ
リ
シ
ア
を
無
比
の
理
想
と
す
る
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
只
今
シ
ラ
ー
と
の
関
連
で
確
か
め
た
「
啓
蒙
」
の
筋
に
、
古
典
派
ゲ
ー
テ
た
ち
の
理

想
界
ギ
リ
シ
ア
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
泡
立
ち
の
ぼ
る
Ｉ
無
限
」
は
実
際
ロ
マ
ン

派
の
「
無
限
の
憧
憬
」
に
期
待
さ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
そ
れ
は

先
輩
シ
ラ
ー
た
ち
よ
り
啓
蒙
の
遺
産
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
敢
て
ド
イ
ツ
思
想
詩

（
Ｇ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
ｌ
ｙ
ｒ
ｉ
ｋ
）
と
し
て
当
作
品
が
話
題
と
さ
れ
る
時
に
は
、
こ
の
無
限
な
思
念

の
脈
動
が
中
心
に
来
る
こ
と
に
な
る
。
類
例
は
『
英
雄
』
を
始
め
と
す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
類
な
ど
、
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
音
楽
の
壮
大
で
雄
渾
な
形
式
美
に
あ
り
、
こ

れ
は
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
楽
劇
よ
り
は
む
し
ろ
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
室
内
楽
に
継
承
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
「
形
相
の
国
（
口
ａ
ｓ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
　
皿
ｇ
句
～
～
回
）
」
（
Ｚ
ｙ
口
・
に
品
）

と
シ
ラ
ー
が
呼
ん
だ
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
造
形
力
を
忘
れ
、
何
ら
か
の
「
陶
酔
と
有
耶
無

耶
（
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
乱
ｅ
ｓ
　
ａ
ｌ
ｓ
　
Ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｂ
ｅ
↑
乱
謡
）
」
に
耽
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
場
合
で
も
「
反
ギ
リ
シ
ア
主
義
（
Ａ
ｎ
ｔ
耐
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｈ
ｕ
m
）
に
し

て
ロ
マ
ン
主
義
「
お
ｏ
ヨ
目
に
巴
」
と
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
お
け

る
「
自
己
批
判
の
試
み
」
（
一
八
八
六
年
）
の
思
う
壷
に
は
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

る
（
恕
。
実
は
先
に
見
た
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
る
第
一
節
「
夜
」
の
受
容
が

こ
れ
で
あ
り
、
す
で
に
論
述
し
た
通
り
そ
れ
で
は
詩
想
の
半
面
し
か
汲
み
つ
く
し
た
こ

と
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
泡
立
ち
の
ぼ
る
Ｉ
無
限
」
が
古
典
派
シ
ラ
ー
の
筋
よ
り
取

り
出
さ
れ
、
不
十
分
な
「
無
限
の
憧
憬
」
も
漸
く
補
完
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
は
言
う
も
の
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
全
貌
を
穿
つ
こ
と
は
、
ロ
マ
ン
派

の
み
な
ら
ず
古
典
派
だ
け
で
も
出
来
な
い
。
な
ぜ
な
ら
幽
か
で
玄
い
濃
淡
細
や
か
な
口

　
＝
＝
　
（
3
1
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
二
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

マ
ン
派
好
み
の
陰
影
は
、
所
詮
シ
ラ
ー
た
ち
古
典
派
に
望
み
薄
で
あ
る
。
一
応
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
た
ち
ロ
マ
ン
派
が
歴
史
上
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
夜
」
を
発
見
し
、
ド
イ
ツ
古
典

派
の
巨
匠
た
ち
は
そ
れ
に
無
頓
着
だ
っ
た
た
め
、
ま
ず
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩
人
と

言
え
ば
一
種
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
風
の
「
無
限
の
憧
憬
」
を
基
調
に
想
像
さ
れ
易
い
。
と
こ

ろ
が
思
想
詩
史
上
こ
の
詩
人
は
先
輩
シ
ラ
ー
に
固
有
の
「
泡
立
ち
の
ぼ
る
Ｉ
無
限
」
を

礎
と
し
て
お
り
、
順
序
と
し
て
無
辺
無
量
の
陰
影
（
Ｚ
～
～
の
）
を
後
か
ら
加
味
し
た

模
様
で
あ
る
。
例
え
ば
詩
人
の
一
七
九
八
年
十
一
月
十
二
日
付
ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
書
簡
で

は
、
正
に
陰
影
を
求
め
て
苦
闘
す
る
創
作
の
現
場
が
次
の
告
白
か
ら
偲
ば
れ
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ
.
２
８
９
）
。

　
　
僕
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
力
よ
り
も
軽
み
、
理
念
（
↑
曾
～
）
よ
り
も
陰
影
（
Ｚ
宍

　
　
呂
～
已
、
基
音
よ
り
も
多
彩
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
音
色
、
光
（
に
Ｑ
ぼ
）
よ
り
影

　
　
（
昭
江
燐
～
）
な
の
だ
。

恐
ら
く
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
ほ
ど
「
多
彩
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
音
色
（
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｆ
ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｇ

ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
）
」
の
宝
庫
は
他
に
あ
る
ま
い
。
但
し
稀
有
な
創
作
に
お
い
て
始
め

て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
し
て
も
希
望
が
叶
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
第
一

節
「
夜
」
の
よ
う
な
円
熟
し
た
芸
術
作
品
に
ま
で
至
る
努
力
の
道
は
峻
し
い
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
引
用
の
書
簡
に
あ
る
「
理
念
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
シ

ラ
ー
が
詩
論
『
素
朴
文
学
と
情
感
文
学
に
つ
い
て
』
（
一
七
九
五
年
－
九
六
年
）
で
述

べ
た
「
理
念
　
（
Ξ
・
～
）
　
に
よ
り
わ
れ
わ
れ
を
感
動
さ
せ
る
」
　
「
情
感
詩
人

（
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
回
８
　
な
ら
）
で
あ
る
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
.
４
３
６
／
４
５
３
）
。
こ
の
啓
蒙
期

十
八
世
紀
の
「
情
感
」
を
第
一
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
は
継
承
し
、
何
よ
り
当
作
品
は

ド
イ
ツ
思
想
詩
の
成
果
と
し
て
留
意
さ
れ
る
。
し
か
し
後
世
十
九
世
紀
の
詩
風
は
「
理

念
よ
り
も
陰
影
」
を
求
め
る
方
向
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
一
八
八
二
年
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ

の
『
詩
法
（
ｙ
ユ
ｔ
ｏ
町
政
に
・
）
』
第
四
節
（
第
十
三
句
－
第
十
四
句
）
に
お
い
て
、
表



-

一
一

（
3
2
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

立
つ
「
色
彩
」
な
ら
ぬ
微
妙
な
「
陰
影
」
の
優
位
と
し
て
示
さ
れ
る
（
ま
で
↑
目
口
咽
）
。

十
三

十
四

す
な
わ
ち
陰
影
（
Ｚ
ｇ
回
の
）
を
一
層
と
求
め
よ
う
、

色
彩
（
の
ｏ
巴
の
弓
）
な
ら
ぬ
陰
影
こ
そ
を
／

ま
ず
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
夜
」
は
「
陰
影
」
の
見
事
さ
に
お
い
て
、
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
た
ち
の
心
を
掴
み
、
第
一
級
の
芸
術
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が

『
夜
の
讃
歌
』
の
よ
う
な
「
ロ
マ
ン
化
」
と
と
も
に
、
実
は
先
輩
シ
ラ
ー
た
ち
古
典
派

　
１
１
１
　
　
イ
デ
ー
ツ
　
　
　
　
　
ー
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
・
　
Ｉ

の
諸
理
念
（
に
の
回
）
と
そ
の
基
音
♀
［
自
警
｛
ｏ
巳
ギ
リ
シ
ア
を
も
、
『
パ
ン
と
葡
萄

酒
』
第
一
節
は
内
包
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
理
念
」
と
「
陰
影
」
、
「
基
音
」
と
「
多
彩

に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
音
色
」
の
双
方
が
縦
横
に
織
り
成
す
総
合
芸
術
と
し
て
、
こ
の
思

想
詩
は
一
重
に
古
典
派
に
も
ロ
マ
ン
派
に
も
偏
せ
ず
、
し
か
も
両
者
の
要
請
を
満
た
す

稀
有
な
成
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
話
題
を
再
び
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
中
央
部
に
戻
す
と
、
そ
の
「
噴
泉
」

（
第
九
句
）
と
、
「
晩
鐘
」
（
第
十
一
句
）
に
続
い
て
「
夜
警
」
（
第
十
二
句
）
が
目
に
留

ま
る
。
す
で
に
一
八
一
六
年
十
二
月
の
日
記
書
簡
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
、
「
夜
警
は
時

が
満
ち
た
の
を
声
高
に
告
げ
知
ら
せ
て
い
る
」
と
解
し
た
点
は
確
か
め
た
。
つ
ま
り
万

物
流
転
を
説
き
「
時
の
分
断
性
や
無
常
性
」
を
強
調
す
る
の
と
は
正
反
対
に
、
ロ
マ
ン

派
詩
人
は
『
聖
書
』
に
基
づ
く
消
滅
な
ら
ぬ
生
成
の
相
に
お
い
て
、
「
時
が
満
ち
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
ノ
イ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｌ
　
ｌ
●

の
国
が
近
付
い
た
。
回
向
し
福
音
を
信
ぜ
よ
」
と
い
う
内
な
る
声
を
耳
に
し
た
。
そ
し

て
至
福
な
る
生
者
の
住
居
は
遁
世
の
彼
方
に
あ
り
、
こ
の
至
福
を
「
待
ち
望
み
そ
し
て

祈
る
よ
う
警
告
し
」
て
い
る
の
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
よ
れ
ば
第
十
一
句
の
「
晩
鐘
」

で
あ
る
。
あ
と
は
「
至
福
」
が
厭
世
観
か
ら
解
放
さ
れ
、
「
在
来
の
も
の
を
全
て
恥
じ

い
ら
せ
る
志
操
と
思
考
法
の
来
た
る
べ
き
革
命
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｋ
ｉ
ｉ
ｎ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
↑
ぽ
｛
ｏ
巳
｝

の
礎
と
し
て
「
ギ
リ
シ
ア
」
が
据
え
ら
れ
れ
ば
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
本
来
の
詩
魂
に

迫
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
最
後
の
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
ロ
マ
ン
派
詩
人
は

旧
体
制
下
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
留
ま
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
予
感
し
本
題
を
先
取
り
す
る
点
に
お
い
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
生

粋
の
詩
人
と
言
え
る
。
し
か
も
豊
か
な
感
受
性
は
単
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
を

味
読
し
て
解
釈
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
実
際
一
八
一
〇
年
一
月
二
十
一
日
付

ル
ン
グ
宛
書
簡
で
も
、
「
そ
れ
ら
（
「
夜
」
の
「
晩
鐘
」
な
ど
）
の
こ
と
を
体
験
し
つ
つ
、

私
の
心
に
は
一
篇
の
詩
歌
を
創
作
し
た
い
願
望
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
｡
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｇ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
耳
～

ｅ
ｒ
ｆ
ｉ
乱
ｅ
ｎ
）
が
、
ふ
と
思
い
が
け
ず
生
じ
ま
し
た
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
１
１
.
４
０
７
）
と
、
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
は
語
っ
て
い
る
し
、
後
の
日
記
書
簡
（
一
八
一
六
年
十
二
月
）
で
も
同
旨
を
、

「
こ
の
（
夜
の
）
歌
を
新
た
に
詩
作
す
る
（
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｓ
に
乱
～
９
　
∃
ａ
ｌ
ｓ
　
ｚ
ｕ
　
ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
）

の
は
、
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
課
題
で
し
ょ
う
。
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
１
１
.
４
３
己
と
述
べ
て
い
る
。

果
し
て
「
願
望
」
は
叶
え
ら
れ
、
「
素
晴
ら
し
い
課
題
」
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。
そ
の

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
（
第
一
句
－
第
十
八
句
）
に
つ
な
が
る
『
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

の
夜
の
続
篇
』
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
（
汐
ｙ
ぺ
【
日
・
詔
－
】
。

一
九
　
あ
あ
夜
は
私
を
慰
め
ぬ
。
私
は
夜
を
知
っ
て
い
る
。
私
は
待
ち
、
夜
は
近
づ
く
。

二
〇
　
　
あ
た
か
も
捕
わ
れ
し
者
へ
忍
び
寄
る
夜
警
（
Ｗ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
）
の
如
く
。

二
Ｉ
　
こ
こ
に
（
葡
萄
酒
の
）
杯
か
お
る
。
そ
う
夜
は
語
る
。
こ
の
杯
を
あ
な
た
の
涙

　
　
　
　
　
　
で
充
た
し
な
さ
い
。

二
二
　
　
此
所
の
こ
の
石
を
胸
に
抱
き
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
石
は
あ
な
た
の
パ
ン
と

　
　
　
　
　
　
な
る
で
あ
ろ
う
。

文
字
通
り
「
パ
ン
」
と
「
（
葡
萄
酒
の
）
杯
」
を
、
こ
こ
で
ロ
マ
ン
派
待
人
は
話
題
と

し
、
先
行
す
る
第
一
節
の
読
解
で
礎
と
し
た
『
聖
書
』
の
神
観
を
一
層
キ
リ
ス
ト
ヘ
と

強
く
結
び
っ
け
て
い
る
。
未
だ
詩
人
は
本
来
の
表
題
で
あ
る
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
を
知

ら
ず
、
そ
の
第
一
節
の
み
を
「
夜
」
の
題
名
で
親
し
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
鋭
い

詩
人
の
直
感
力
は
『
夜
の
続
篇
』
で
、
す
で
に
本
題
を
先
取
り
し
て
歌
い
上
げ
て
い
る
。

　
但
し
「
捕
わ
れ
し
者
」
（
第
二
〇
句
）
か
ら
明
ら
か
に
、
現
世
は
牢
獄
で
あ
り
、
「
パ



ン
と
葡
萄
酒
」
は
此
岸
に
「
捕
わ
れ
し
者
」
に
対
す
る
形
而
上
の
慰
め
（
マ
ｏ
耳
）
に

過
ぎ
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
続
篇
の
第
十
九
切
に
「
夜
は
私
を
慰
め
ぬ
（
ｓ
ｉ
ｅ
　
ｔ
ｒ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｔ

ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
）
Ｊ
と
あ
る
通
り
、
先
の
「
夜
警
」
（
第
十
二
切
）
か
ら
「
時
が
満
ち
た
」

と
察
知
で
き
、
そ
の
前
の
「
晩
鐘
」
（
第
十
一
句
）
と
と
も
に
「
待
ち
望
み
そ
し
て
祈

る
」
と
し
て
も
、
未
だ
究
極
の
慰
め
を
求
め
る
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
心
は
満
た
さ
れ
な
い
。

故
に
『
夜
の
続
篇
』
冒
頭
で
「
最
後
の
晩
餐
」
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
我
が
体
（
～

　
ソ
ー
マ
ー
ム
ー
　
　
　
●
ゆ
Ｉ
　
　
ト
・
ハ
イ
マ
ー
ム
ー

ｑ
印
な
恥
言
巳
と
我
が
血
（
～
Ｑ
印
Ｑ
言
巳
、
つ
ま
り
『
マ
タ
イ
福
音
書
』
第
二
六

章
の
第
二
六
節
以
下
に
い
う
コ
ハ
ン
（
斜
肘
）
」
と
「
（
葡
萄
酒
の
）
杯
（
斟
ぎ
刎
肘
）
」

（
ｊ
）
が
歌
い
出
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
に
か
く
基
調
に
は
厭
世
観

か
お
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
に
本
題
の
「
パ
ン
と
葡
萄
酒
」
に
辿
り
着
い
た
所
に
、
ロ

マ
ン
派
詩
人
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
形
而
上
の
ロ
マ
ン
派
風
慰
め
か
ら
は
、
決
し
て
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る

も
の
」
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
生
成
し
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　
実
の
と
こ
ろ
「
晩
鐘
の
音
」
（
第
十
一
句
）
に
し
て
も
、
第
一
句
後
半
の
燈
火
と
月

影
の
光
明
が
目
立
た
ず
「
ひ
そ
や
か
に
生
成
す
る
（
江
巳
豆
乱
…
）
」
の
と
文
字
通

り
同
じ
く
、
「
ひ
そ
や
か
（
叩
巳
）
に
　
・
：
　
響
き
渡
る
」
た
め
に
、
そ
の
謹
厳
な
底

力
は
余
り
気
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
見
過
さ
れ
易
い
。
と
こ
ろ
が
慎
ま
し
く
も
力
強

い
音
響
の
世
界
は
、
控
え
目
な
が
ら
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
の
中
央
部
を
、

そ
の
第
十
一
句
よ
り
第
十
三
切
に
か
け
て
着
実
な
歩
ど
り
で
広
が
り
ゆ
く
。

十
一

十
二

十
三

ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音

　
し
て
時
刻
を
想
い
、
そ
の
数
を
夜
警
は
声
高
に
呼
ば
わ
る
。

今
や
又
あ
る
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
宛
の
樹
頭
を
（
天
上
へ
と
）
揺
り
動
か
す
。

前
述
の
『
ド
イ
ツ
建
築
術
に
つ
い
て
』
（
一
七
七
二
年
）
と
題
し
た
論
文
で
、
眼
前
の

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
大
聖
堂
に
驚
嘆
す
る
詩
人
ゲ
ー
テ
の
言
葉
を
頼
り
に
、
話
題
の

引
用
し
た
詩
句
に
関
し
想
像
を
逞
し
く
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
第
十
一
切
に
あ
る
人
工

　
量
　
（
3
3
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
（
一
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

の
建
築
と
、
第
十
三
句
で
自
然
の
「
息
吹
き
」
を
孕
む
「
林
苑
の
樹
頭
｛
～
狐
・
↑
胎
・

｝
｛
匹
回
｝
」
が
協
和
し
合
う
。
す
な
わ
ち
聖
堂
の
そ
そ
り
立
つ
　
「
巨
大
な
壁

Ｃ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｍ
自
・
し
」
を
、
ゲ
ー
テ
は
「
崇
高
に
聳
え
樹
枝
を
四
方
へ
拡
げ
た
神

木
（
圃
～
～
の
ｏ
ぱ
謡
）
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
｛
｝
ｙ
｛
β
に
こ
つ
｝
。
確
か
に
神
の
家
で

あ
る
教
会
と
「
神
木
」
に
は
、
互
い
に
通
い
合
う
も
の
か
お
り
、
ど
ち
ら
も
垂
直
方
向

に
高
き
上
な
る
天
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
、
第
十
三
句
の
「
林
苑
の
（
神
木
の
）
樹
頭
」

と
、
第
十
｛
句
の
「
晩
鐘
」
が
鳴
る
教
会
の
尖
頭
と
が
、
同
じ
く
北
欧
ド
イ
ツ
の
神
性

を
目
覚
め
さ
せ
る
。
こ
れ
を
古
典
古
代
の
神
性
と
対
比
し
て
、
ゲ
ー
テ
は
『
蔵
言
と
省

察
』
第
八
七
で
次
の
よ
う
に
語
る
（
Ｈ
Ａ
　
Ｘ
Ｉ
に
コ
）
。

古
典
古
代
の
神
殿
は
神
を
人
間
の
中
に
収
斂
さ
せ
、
中
世
の
教
会
は
高
き
に
神
を

求
め
る
。

一
方
ギ
リ
シ
ア
芸
術
が
有
限
な
中
に
無
限
を
内
包
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
他
方
ド
イ
ツ
芸

術
は
「
無
限
の
憧
憬
」
に
駆
ら
れ
て
有
限
を
越
え
出
で
て
ゆ
く
。
但
し
曖
昧
模
糊
と
し

た
空
漠
の
彼
方
に
拡
散
す
る
こ
と
な
く
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
友
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
悲
劇

に
よ
る
「
無
限
の
霊
感
」
を
通
じ
て
神
を
求
め
（
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｇ
ｏ
燐
）
、
し

か
も
「
死
の
姿
」
に
お
い
て
人
間
を
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
の
本
質
へ
と
収
斂

（
ｒ
ｏ
回
～
寸
｛
円
～
｝
さ
せ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
ド
イ

ツ
と
の
相
互
浸
透
が
あ
り
、
こ
れ
を
幾
重
に
も
多
様
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
は
繰
り
広

げ
、
そ
の
思
想
詩
と
し
て
の
本
務
を
果
た
す
。

　
こ
の
際
の
ド
イ
ツ
思
想
詩
に
特
有
な
思
念
の
脈
動
、
あ
の
英
雄
交
響
曲
に
も
似
た
情

操
の
多
岐
に
わ
た
る
普
遍
化
を
推
進
す
る
力
、
こ
れ
を
表
わ
す
に
は
恐
ら
く
『
歴
史
哲

学
講
義
』
（
一
八
三
七
年
）
序
論
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
く
「
理
性
的
意
志
」
が
適
切
で
あ

ろ
う
｛
Ｈ
Ｗ
　
｝
日
・
司
）
。



三
四
　
（
3
4
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

　
　
理
性
的
意
志
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ｉ
ｉ
ｎ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｗ
巳
・
）
の
み
が
こ
の
普
遍
な
る
者
で
あ
り
、

　
　
自
己
自
身
の
内
部
で
自
己
規
定
し
自
己
展
開
し
、
自
ら
の
諸
契
機
を
有
機
的
分
肢

　
　
と
し
て
解
釈
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ゴ
テ
ィ
。
ク
式
の
聖
堂
建
築
（
ｇ
ｏ
ｔ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ

　
　
ｒ
）
ｏ
～
目
巳
に
つ
い
て
、
古
典
古
代
人
は
何
一
つ
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
が
単
な
る
ギ
リ
シ
ア
の
亜
流
と
な
ら
ず
に
す
む
可
能
性
が
、
こ
の

「
古
典
古
代
人
は
何
一
つ
知
ら
な
か
っ
た
」
「
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
式
の
聖
堂
建
築
」
に
宿
る

「
理
性
的
意
志
」
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
第
十
一
句
の
「
晩
鐘
」
か
ら
第
十
三
句
の

「
林
苑
」
に
か
け
て
の
音
響
空
間
が
醸
し
出
す
風
上
ド
イ
ツ
に
、
こ
れ
を
日
常
で
裏
付

０
　
る
地
盤
が
見
い
出
さ
れ
る
。
当
然
こ
の
意
志
の
古
里
は
『
聖
書
』
を
拠
り
所
と
し
た

中
世
キ
リ
ス
ト
教
ド
イ
ツ
に
あ
り
、
一
般
に
啓
蒙
期
十
八
世
紀
は
こ
れ
を
野
蛮
な
暗
黒

時
代
と
し
て
片
付
け
た
。
と
こ
ろ
が
正
に
「
野
蛮
な
旧
体
制
の
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
式
遺
跡
の

直
下
で
活
け
る
生
命
が
伸
び
伸
び
と
育
く
ま
れ
る
」
と
考
え
た
の
が
、
先
の
『
ド
イ
ツ

建
築
術
に
つ
い
て
』
を
物
し
た
ゲ
ー
テ
で
あ
り
、
次
の
断
片
草
稿
『
ド
イ
ツ
の
偉
容
』

二
七
九
七
年
）
を
残
し
た
シ
ラ
ー
で
あ
る
（
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
.
１
.
４
３
１
）
。

ド
イ
ツ
人
の
威
厳
は
決
し
て
王
侯
の
頭
上
に
存
し
な
か
っ
た
。
政
治
上
の
価
値
を

遠
離
し
、
ド
イ
ツ
人
は
自
ら
固
有
の
価
値
を
樹
立
し
た
。
よ
し
ん
ば
（
神
聖
ロ
ー

マ
）
帝
国
（
Ｉ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｕ
m
）
が
滅
ん
だ
と
て
、
ド
イ
ツ
の
尊
厳
は
揺
ら
が
ず
悠
然

と
留
ま
ろ
う
。
そ
の
尊
厳
は
人
倫
の
偉
容
（
ｓ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｆ
ｌ
ｅ
）
で
あ
り
、
そ
れ

が
住
ま
う
の
は
そ
の
国
の
文
化
と
気
質
で
あ
る
。
…
　
こ
の
（
精
神
の
）
国
が
ド

イ
ツ
に
花
咲
き
、
溢
れ
る
生
育
を
示
す
。
そ
し
て
野
蛮
な
旧
体
制
の
ゴ
テ
ィ
ッ
ク

式
遺
跡
（
ｇ
ｏ
ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
　
Ｒ
ｕ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ

ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｎ
　
ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
Ｂ
ｕ
ｎ
ｇ
）

の
直
下
で
、
活
け
る
生
命
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
乱
耐
の
）
が
伸
び
伸
び
と
育
く
ま
れ
る
の

だ
。

「
活
け
る
生
命
」
と
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
場
合
で
も
、
『
ド
イ
ツ
の
偉
容
』
に
お

い
て
と
同
じ
く
、
慎
ま
し
く
も
謹
厳
な
「
人
倫
の
偉
容
」
に
宿
る
。
こ
れ
を
先
輩
シ
ラ
ー

は
散
文
体
草
稿
で
語
る
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
敢
て
後
世
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
の
尊
厳
」
を
目
立
た
ぬ
が
底
力
あ
る
「
人
倫

の
偉
容
」
と
し
て
歌
う
と
言
え
る
。

　
不
思
議
と
第
一
節
「
夜
」
に
は
、
と
か
く
シ
ラ
ー
に
見
ら
れ
る
教
訓
調
の
詩
句
が
見

ら
れ
ず
、
ま
た
教
会
の
中
で
「
パ
ン
と
葡
萄
酒
」
を
雄
弁
に
物
語
る
説
教
調
も
影
を
ひ

そ
め
て
い
る
。
七
か
し
な
が
ら
シ
ラ
ー
の
言
わ
ん
と
す
る
所
、
あ
る
い
は
説
教
牧
師
が

説
か
ん
と
す
る
所
が
、
静
か
な
瞑
想
の
国
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
風
上
か
ら
、
・
に
じ
み
出
て

く
る
の
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
当
作
品
の
真
骨
頂
で
あ
ろ
。
う
。
す
な
わ
ち
第
一
句
の
燈
火

　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と

と
月
影
の
光
明
に
始
ま
り
、
第
十
一
句
で
「
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音
」
や
第
十
三
句
で

「
あ
る
息
吹
き
が
揺
り
動
か
す
林
苑
の
樹
頭
」
に
至
る
ま
で
、
詩
想
は
決
し
て
甘
美
な

陶
酔
感
へ
と
解
消
せ
ず
、
敢
て
謹
厳
な
シ
ラ
ー
の
言
葉
で
「
帝
国
が
滅
ん
だ
と
て
、
ド

イ
ツ
の
尊
厳
は
揺
ら
が
ず
悠
然
と
留
ま
ろ
う
」
と
表
明
す
る
に
恥
じ
な
い
「
人
倫
の
偉

容
」
を
湛
え
て
い
る
。
そ
し
て
今
な
お
何
処
の
ド
イ
ツ
の
町
に
投
宿
し
た
と
し
て
も
、

こ
こ
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
歌
い
上
げ
て
い
る
詩
の
言
葉
は
、
市
井
に
無
理
な
く
自
然
に

反
響
し
て
ゆ
く
。
恐
ら
く
『
人
間
性
促
進
の
た
め
の
書
簡
』
第
八
集
（
一
七
九
六
年
）

末
尾
を
飾
り
、
ヘ
ル
ダ
ー
が
述
べ
た
次
の
言
葉
も
良
く
こ
の
詩
歌
に
あ
て
は
ま
る
で
あ

ろ
う
。
「
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
、
ま
た
い
か
な
る
言
葉
に
お
い
て
も
、
詩
歌
は
或
る

国
民
の
様
々
な
過
誤
お
よ
び
完
全
性
の
精
華
で
あ
り
、
そ
の
国
民
の
様
々
な
物
の
考
え

方
の
鏡
で
あ
り
、
そ
の
国
民
の
努
力
目
標
た
る
至
高
の
も
の
の
表
現
で
あ
っ
た
。
…

多
様
な
思
考
様
式
や
努
力
や
願
望
を
蔵
す
こ
の
画
廊
に
お
い
て
、
私
達
は
諸
時
代
お
よ

び
諸
国
民
を
、
そ
の
政
治
史
と
か
戦
史
と
言
っ
た
慰
め
な
き
失
望
の
道
乗
り
に
お
い
て

よ
り
も
、
確
実
に
一
層
と
深
く
知
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
後
者
に
お
い
て
私
達
が

国
民
に
関
し
見
る
こ
と
は
、
せ
い
ぜ
い
支
配
と
殺
戮
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
前
者
で

は
国
民
が
い
か
に
思
考
し
、
何
を
願
望
し
欲
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
自
ら
喜
ん
だ
の

か
を
学
ぶ
の
で
あ
る
（
6
1
）
。
」



註
解

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
関
す
る
引
用
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
な
ど
の
場
合
も
含
め
、
基
本
的
に

Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
冊
ａ
ｒ
ｔ
Ｃ
Ｋ
ｏ
即
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
）

１
９
４
６
-
１
９
７
７
／
１
９
８
５
.
よ
り
引
用
し
、
例

え
ば
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
は
そ
の
第
二
巻
の
九
〇
頁
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
９
０
と
略
記
）
に
典
拠
が

あ
る
。

　
引
用
文
献
で
、
Ｒ
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ｉ
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
巴
由
居
ｌ
ｉ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｋ
　
（
図
～
ま
と
略
記
）
、
り
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
-
に
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
【
】
］
）
Ｚ
ｒ
と
略
記
）
、
口
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
に
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
１
８
.

ｕ
ｎ
ｄ
　
１
９
.
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
（
｛
｝
ｒ
Ｄ
と
略
記
）
、
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｃ
ａ
　
Ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
m
　
　
Ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｏ
ｏ
ｒ
ｕ
m

e
ｔ
　
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ
ｒ
ｕ
m
　
Ｔ
ｅ
ｕ
ｂ
ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
（
�
司
と
略
記
）
、
対
訳
Ｔ
ｕ
ｓ
ｃ
ｕ
ｌ
ｕ
m
由
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
（
『
ま
と

略
記
』
、
Ｂ
ｉ
ｂ
ｈ
ｏ
語
ぷ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
日
『
と
略
記
』
は
、
巻
数
や
刊
行
年
と
と
も
に
頁

数
を
付
す
。

　
　
『
聖
書
』
は
今
日
口
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｅ
耐
の
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
で
刊
行
の
諸
版
を
用
い
、
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ａ

Ｈ
ｅ
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｃ
ａ
　
　
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
耐
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ａ
　
、
Ｓ
ｅ
ｐ
ｔ
ｕ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
　
（
Ｖ

ｅ
ｔ
ｕ
ｓ
　
　
　
'
J
-
'
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
n
i

　
ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｅ

～
ｘ
ｔ
ａ
　
　
J
j
X
X

　
m
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
乙
Ｎ
ｏ
ｖ
ｕ
m
　
　
　
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
m
　
　
　
ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｅ
　
　
　
ｅ
ｔ
　
　
　
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
　
、

べ
に
貧
江
両
、
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ａ
　
Ｇ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
　
１
５
４
５
（
Ｌ
ｕ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
-
Ｂ
ｉ
ｂ
ｅ
ｌ
の
復
刻
）
に
よ
り
、
そ
の
各
々

の
巻
数
や
頁
数
の
み
を
典
拠
と
し
て
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

　
左
記
の
文
筆
家
よ
り
の
引
用
は
、
そ
の
略
号
に
巻
数
や
頁
数
な
ど
を
加
え
て
略
記
す
る
。

　
コ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ
:
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
　
（
（
ｊ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
／
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
）
　
印
亀
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ

　
ｄ
ｅ
ｒ

　
　
≒
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
"

（
Ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
　
１
９
５
５
-
１
９
７
４
）
｡
　
　
　
Ｄ
ａ
ｒ
m
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
（
Ｗ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

　
　
Ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
１
９
７
１
-
１
９
８
１
.
令
側
と
略
記
）

　
Ｋ
ａ
ｎ
ｔ
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｕ
ｎ
ｖ
ｅ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｂ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　

。
ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｌ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
"

（
Ｈ
ｇ
ｉ

　
　
-

Ｐ
ｒ
ｅ
ｕ
Ｂ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
)
　
｡
　
　
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
-
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.

　
　
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
n
（
（
い
Ｊ
～
～
）
１
９
６
８
.
（
ｙ
司
と
略
記
）

　
Ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
:

　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.

　
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
｡
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
”

（
Ｂ
ｏ
ｎ
ｇ
ｓ
（
ａ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
ｅ
　
　
Ｋ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｋ
ｅ
ｒ

　
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｋ
　
１
９
２
５
／
１
９
２
９
／
'
↑
器
戸
日
了
の
孚
～
～
（
〇
）
ヨ
巳
１
９
７
０
.
　
（
Ｌ
Ｗ
と
略
記
）

　
Ｇ
ｏ
ｅ
語
ｅ
^
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
　
Ｍ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
（
汐
輿
＼
９
乙
１
９
８
１
／
１
９
８
２
｡

　
　
（
Ｈ
Ａ
と
略
記
）

　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
:
　
Ｗ
.
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
　
１
９
４
３
ｆ
ｆ
.
　
（
Ｎ
Ａ
と
略
記
）

　
Ｆ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
,

ｓ
a
m
m
ｔ
ｌ
ｉ
ｏ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
”

（
Ｂ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
　
１
８
４
５
-
１
８
４
６
）
’

　
　
∽
の
ユ
～
（
（
い
～
～
～
）
１
９
７
１
.
　
（
Ｆ
Ｗ
と
略
記
）

一
里
　
（
3
5
）

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
四
巻
　
二
九
九
五
年
）
　
人
文
科
学

H
ｅ
ｇ
ｅ
ｉ
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
　
ａ
ｕ
ｆ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　

。

Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
”

（
１
８
３
２
-
１
８
４
５
）
｡
　
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
-

　
ｆ
ｕ
ユ
ｐ
～
罵
～
～
（
∞
に
ぼ
ｒ
凶
日
已
１
９
６
９
-
１
９
７
１
／
１
９
７
９
.
（
Ｈ
Ｗ
と
略
記
）

Ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
^
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
.
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
ｉ
ｇ
（
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｇ
-
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
）
　
１
９
２
９
.

（
Ｎ
Ｓ
と
略
記
）

　
　
　
　
　
　
　
〔
第

4 3
巻
、
縦
組

3 7
頁
に
続
く
〕

　
‘ （

2 8
）
口
陶
に
～
〇
ｐ
ｅ
ｒ
ｅ
.
　
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｎ
ｚ
ｅ
　
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ａ
　
Ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｃ
ａ
）
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
　
ｅ
ｄ
.
　
１
９
呂
｡
　
ｐ
.
４
５
２
.

　
（

2 9
）
圃
陶
孚
已
く
［
ａ
ｔ
ｔ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
-
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
"
　
Ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
　
ａ
ｕ
i
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ

Ｎ
ｅ
ｕ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
　
ｓ
a
m
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
'
　
　
ｈ
ｒ
ｓ
ｇ
.

ｖ
o
m
　
Ｊ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
-
Ｓ
ｅ
ｂ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
-
Ｂ
ａ
ｃ
ｈ
-

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｖ
o
m
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｈ
-
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｖ
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
縮
（
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
　
Ｉ
Ｉ
.
　
Ｂ
ｄ
.
５
）
　
Ｋ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ

（
Ｂ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｒ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
）
　
１
９
７
３
.
　
Ｎ
ｒ
.
７
１
（
Ｂ
Ｗ
Ｖ
）
’
Ｓ
.
２
５
２
-
２
５
４
.

　
（

30
）
Ｋ
ｌ
ｏ
ｐ
ｓ
ｔ
ｏ
ｃ
ｋ
:
　
Ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ｅ
w
ａ
ｈ
ｌ
ｔ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｍ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
）
　
１
９
６
２
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Ｓ
.
４
４
３
.

　
（

3
1
）
Ｊ
ｉ
ｃ
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ｈ
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ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
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ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
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Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
（
内
呂
～
陶
～
～
～
）
Ｂ
ｄ
.
５
.
　
１
９
６
３
.

Ｓ
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４
[
］
（
）
一
台
↑
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（

3 2
）
Ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｄ
ｔ
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Ｊ
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｉ

　
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｓ
　
　
　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
　
　
　
｡
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
”
｡
　
　
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ

（
（
３
ｒ
ｕ
ｙ
ｔ
ｅ
ｒ
）
　
１
９
６
８
.
　
Ｓ
.
３
５
／
Ｓ
.
４
１
.

　
　
冒
頭
六
句
に
光
明
を
見
な
い
当
論
が
「
孤
独
な
者
」
に
離
在
を
認
め
な
く
と
も
不
思
議
で
は

　
な
い
。
従
っ
て
悲
劇
の
誕
生
を
要
と
す
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
道
に
お
い
て
も
、
当

　
論
が
力
説
す
る
の
は
、
そ
の
悲
劇
を
目
指
す
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
で
な
く
、
む
し
ろ
苛
酷

　
な
「
乏
し
き
時
代
」
の
現
実
か
ら
想
像
力
に
よ
り
逃
避
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
論
五
三

　
頁
は
こ
う
説
く
。
「
詩
人
は
追
憶
の
力
に
よ
り
、
神
々
し
く
充
実
し
た
過
去
の
時
代
の
現
存
を

　
眼
前
に
思
い
浮
か
べ
、
古
代
の
英
雄
や
半
神
や
詩
人
た
ち
の
崇
高
な
る
形
姿
に
霊
感
を
抱
い
て

　
取
り
囲
ま
れ
つ
つ
、
現
今
の
時
代
に
お
け
る
破
壊
的
な
威
力
、
つ
ま
り
生
と
そ
の
意
味
を
空
洞

　
化
す
る
威
力
か
ら
自
ら
を
救
う
の
で
あ
る
。
」

　
（

3 3
）
四
巻
本
『
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
』
（
河
出
書
房
新
社
）
共
同
訳
（
一
九
六
六
年
－
六
九
年
）

第
二
巻
、
一
〇
九
頁
。

　
（

3 4
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０
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ｌ
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ｉ
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］
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９
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２
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.

　
（

3 6
）
Ｓ
ｃ
ｈ
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ｉ
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ｔ
:
　
ｏ
ｐ
.
　
ｃ
ｉ
ｔ
.
　
Ｓ
.
３
５
.



　
三
六
　
（

3 6
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

　
（

3 7
）
Ｍ
ａ
ｒ
ｘ
／
Ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
ｓ
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｚ
ｕ
ｎ
ｇ
ｓ
ｂ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｉ
.
　
Ｔ
ｅ
ｉ
ｌ
　
１
.
　
Ｓ
.
５
１
０
-
５
１
１
.

　
（
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）
Ｗ
ａ
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w
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ｃ
ｉ
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９
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（
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Ｒ
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ａ
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Ｗ
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ｋ
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ｇ
.
　
ｖ
o
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Ｒ
ｉ
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ｋ
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Ａ
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ｈ
ｉ
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Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
　
ａ
ｍ

Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
（
Ｆ
ａ
の
↑
）
１
９
５
５
-
１
９
６
６
.
　
Ｂ
ｄ
.
ｌ
.
　
Ｓ
.
７
２
１
-
７
２
２
.
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
（
4
0
）
Ｈ
６
１
ｄ
ｅ
ｒ
ｌ
ド
回
ｎ
ｅ
（
い
で
～
i
k
　
ｉ
ｎ
　
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
.
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
f
ｔ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
-

（
ｌ
ｅ
ｓ
ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
.
　
Ｒ
ｄ
.
６
／
７
.
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
｡

a
m

M
a
i
n
（
｛
回
の
｝
）
１
９
７
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３
８
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（
4
1
）
Ｈ
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ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
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n
.
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｋ
　
i
n
　
Ｔ
ｆ
ｉ
ｘ
ｔ
｡
　
l
m
d
　
Ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
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Ｓ
.
３
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-
３
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（
4
2
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ｉ
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Ｆ
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ｋ
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ｉ
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口
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ｌ
ｉ
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ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
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ｋ
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ｄ
ｅ
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Ｍ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
（
Ｈ
ａ
ｎ
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ｅ
ｒ
）
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９
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５
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６
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ｄ
.
５
.
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２
.

　
（
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ｉ
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ｈ
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ｓ

　
Ｊ
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ｈ
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ｂ
ｕ
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ｈ
”
（
吉
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ｇ
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Ｆ
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ｈ
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留
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ｈ
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／
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Ｗ
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ｋ
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（
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乱
ド
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Ｘ
.
　
Ｎ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ
ｅ
ｌ
（
哨
両
９
　
ｃ
ｈ
ｅ
）
　
１
７
６
５
.
　
ｐ
.
呂
－
昂

　
　
話
題
の
共
和
精
神
は
実
の
所
、
編
集
長
デ
ィ
ド
ロ
を
中
心
に
し
て
諸
学
者
が
協
力
し
た
当
の

　
『
百
科
全
書
』
そ
の
も
の
の
基
本
姿
勢
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
『
百
科
全
書
』
第

　
五
巻
（
一
七
五
五
年
ｔ
自
に
刊
）
に
収
め
ら
れ
た
「
百
科
全
書
」
の
項
で
、
デ
ィ
ド
ロ
自
身

　
が
表
明
し
て
い
る
。
「
仕
事
は
文
筆
家
と
技
芸
家
の
仲
間
に
よ
り
始
め
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に

　
な
る
。
諸
氏
は
別
個
（
各
自
已
に
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
（
ｃ
ｈ
ａ
ｃ
ｕ
ｎ
　
ｄ
ｅ
　
ｓ
ａ
　
ｐ
ａ
ｉ
己
の
）

　
に
携
わ
り
、
人
類
共
通
の
利
害
関
心
に
よ
っ
て
の
み
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
」
（
ｔ
＆
§
）
。
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ｉ
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０
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Ｒ
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ｂ
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こ
こ
に
掲
載
の
市
街
図
は
略
号
Ａ
�
ｊ
ｖ
で
「
噴
泉
」
を
示
し
て
い
る
。
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本
論
が
批
判
す
る
箇
所
（
一
一
九
頁
）
は
以
下
の
ご
と
く
。
「
第
一
〇
五
句
か
ら
第
一
〇
八

　
句
に
か
け
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
就
ん
ず
く
エ
ウ
リ
ー
ピ

デ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
が
、
他
の
悲
劇
詩
人
よ
り
も
頻
繁
に
神

に
登
場
さ
せ
、
こ
の
『
機
械
仕
掛
け
の
神
『
ｄ
ｅ
ｕ
ｓ

ｅ
ｘ
　
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
～
巴
』
を
類
な
く

用
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
」
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台
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